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　　１　六人　Our Gang

　　２　数宮三都雄　Baby Talk

　　３　七音恭子　Aroma

　　４　天色優　Stigma

　　５　世界の中心　Heart of The World

　　６　神元功志　Whispering




　　７　辻希美　Automatic

　　８　海影香純　Into Eyes

　　９　血　Blood


















　……夕暮れの川沿いの道で、二人の少女が下校しながら話している。




「──へ？　そうなの？」

「そうよ。聖書にはそんなこと、本当は一行も書いてないわ」

「だって、なんかみんなそんなこと書いたりテーマにしてるじゃんか」

「霧間きりまさん──そーゆーのを信じるなっていったのは、霧間誠一せいいちでしょ？」

「まあそりゃそうだけどさ……でも親父、んなこと書いてたっけ」

「いいえ、先生は書いてないわ。わたしはマレって人の本で読んだの」

「和子かずこ、思うんだけどさ、あんたって親父よか頭いーよ、絶対」

「……そ、そんなことはないけどね。とにかく、カインは弟アベルを殺しても、決して罪悪感にとらわれることはなかったし、神もそれを許した……聖書にはそうとしか書いてないわ。映画の『エデンの東』のように、生涯つきまとう負い目なんてなかったの」

「なんつったっけ、しるし？　そーゆーのを刻印されたんじゃなかった？」

「ええ。そう書かれているわね」

「そいつで、みんなから後ろ指さされたとか、そーゆーのはなかったのかね」

「そこが、みんながそろって勘違いしてるところなのよ。神がカインにつけた印というのは、『その犯した罪に対して、何人なんぴとたりとも彼を傷つけぬように。カインに害をなすものは誰であれ七倍の報復を受けるであろう』という、要するに何をしてもよろしいっていう天下御免の委任状をもらったって訳」

「はは、旗本退屈男はたもとたいくつおとこみたい」

「それで、カインがそれからどうなったかも聖書には書かれてる。カインは街をつくり、幸せな家庭を持ち、商業、工業、農業、芸術のすべてで膨大な成功を収めて、要するに今〝文明〟と呼ばれているようなものすべての始祖となったのよ。嫉妬から弟を殺した男が、わたしたちの偉大なる先駆者ってことになる訳ね」

「……それ、ホントにそうなの？」

「そうとしか書いてないんだってば」

「後悔した、とか、全然ないの？　さすらう放浪者になったとか言われてるけど」

「みんな、後世の解釈ね。なにせ、聖書の文面はすべて神聖な犯さざるものだというテクスト至上主義だった中世以前の教会でさえ、そこは『神はカインに罪を思い知らせるべく、傷を与えぬように計らったのだ』とか、本来厳禁なはずの〝解釈〟しちゃってるしね」

「……ふうん」

「すっきりしないけどね……でもなんか、現実だなあ、とか、そんな感じしない？」

「するね、確かに──しっかし、和子、あんたって、なんつうか──」

「……ヘンかしら？」

「うん、すっごく。こーゆー話だと生き生きするもんな」

「あなたほどへンじゃないと思うけど？　炎の魔女さん」

「ははは！　違いない！」

「ふふ──」




　二人は仲良く、陽気に笑った。




「……他にはなんかないの、未真すえま博士としてはさ、気になっている世間の勘違いみたいなものは」

「博士ってねえ……その呼ばれ方嫌いなんだけど」

「しょーがないよ、あんたは並の学者なんかより頭いいんだからね。もう、知性と学識であふれんばかりの女神様だ」

「……バカにしてない？」

「してる」

「もう！」

「はは、ごめんごめん──でさ、なんかないの」

「うーん、そうねえ……じゃあ〝匣はこ〟の話はどうかな」

「匣？　神話とかの話？」

「うん。あらゆる罪悪と不幸を閉じこめておいたという、そういう匣の話」

「ああ、聞いたことある。少女に与えられたんだけど、好奇心から開けてしまって、結局台無しとかいうやつだろ」

「そう、それ。あれって、あわてて閉じたら最後に残っていたのが──」

「〝希望〟だったってんだろ」

「ヘンだと思わない？　どうして、不幸や罪悪が詰まっていた匣に希望なんかが一緒に入っているの」

「ふむ、確かに」

「ここも、なんていうのかな──わかりやすい解釈の方が広まっちゃって、本質が誤解されてるってパターンなのよね」

「じゃあ、最後に残っていた不幸ってのは、いったいなんだったんだ？」

「〝未来〟よ」

「──は？」

「もっと正確に言うと、予感とか前兆とか言った方がいいかもね……要するに、これから何が起こるのか全部わかってしまうという、そういう不幸」

「……不幸なのかな、それって」

「だって──全部わかっちゃうのよ。辛いことが待っていることも、悲しい別れのことも、何もかもすべて見えてしまったら、きっと人ってもう生きていくことができないと思うわ」

「…………」

「でも、未来だけは閉じこめられて、かろうじて人々は〝将来はきっといいことがある〟という希望だけは失わずにいられている、っていう──まあ、そういう話」

「──なるほどね」

「その匣を与えられた少女の名前はパンドラ──これは〝すべてを与えられたもの〟という意味──」
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　　１　六人　Our Gang
















　少年の名前は海影香純みかげかすみ。年齢は十七歳。所属はない。学校は去年退学になった。それ以来ぶらぶらしている。家に帰っても、現在のところ彼以外は誰も住んでいない。バイトなどもいっさいしていない。だから彼は、このところは毎日街をうろついて、仲間たちとつるんでいることが多い。全部で六人のチームだ。男が四人、女が二人。彼らがどこに住んでいて、どこの学校に通っているのかも、香純は知らない。知っているのは彼らの〝才能〟だけだ。彼自身にもある奇妙な〝才能〟──それを共有できるのは、六人の間だけだった。




　　　　　　　＊




　……大通り近くの街区だけでも、カラオケボックスの数は実に十二もの数になる。もちろんにぎやかな場所に集中しているから、駅から遠くなれば数もがくんと減ることは減る。しかしそれでも市内にはたぶん百を越す数の店があると思う。数えたことはないが、とにかく俺たちがあヽるヽこヽとヽにボックスの店を利用するようになってから、毎回店を変えているが、いつになったらまた同じ店に行くことになるのかわからない状態だ。

「……お客さん、一人？」

　俺が大人数用のボックスを一時間指定すると、十七歳の俺とタメ年くらいのバイト店員が怪訝けげんそうな顔をした。

「後から来るんだよ。待ち合わせで」

　俺はぶっきらぼうに言った。

「まあいいけど……来なかったら金払うのはあんただよ」

「わかってるよ。金には不自由してない」

　俺がそう言うと、店員は「へっ」と小さく鼻で笑った。無理もない。俺の格好と来たら学ランだったからだ。金があるようには見えない。

「お客さん、待ち合わせって、女かい」

　店員はいやらしい声で言った。

「女もいる」

　俺が言うと、店員はけけ、と笑った。

「待ちぼうけ食わなきゃいいけどね──」

　とかぬかす。とても客相手の態度とは思えない。ずいぶんな店だった。最近はこの手のが多い。

　だが──こういうところの方が都合はいいのだった。俺たち六人の集まる場所としては。

「そうかい」

　俺はあっさり言うと、指定されたボックスに向かった。

　室内に入っても、歌いはじめたりはしない。そもそも俺自身はカラオケが嫌いなのだ。だが高校生あたりの連中がそれなりの長時間こもっていて、怪しまれず人目にも付かない場所としてはボックスはまさに適切なのだった。

「…………」

　俺は何をするでもなく、ぼーっ、と低い天井の安っぽい照明を見上げる。

　隣と、さらに隣のボックスからであろう、遠い歌声が入り乱れて響いてくる。熱心にやっているようだ。こっちには都合がいい。

「…………」

　一人で待っていても、俺は他の五人と違ってなにもやることがない。誰かがいない限り俺の〝才能〟とやらは全然出てこないのだ。

「…………」

　学ランの前を開いてみる。校名が書かれていたボタンは取ってしまって、別のと取り替えてある。なんで学校をやめた後で、まだこんなものを着ているのか自分でもよくわからない。服装に興味がないので、学生服だと考えなくてもすむから、かも知れない。あるいは黒い服だからか。喪服、とか──。

「…………」

　俺は胸の内側に大きめのポケットを増やしている。そこには手のひらぐらいの大きさの金属の重さがある。

　小型の拳銃だ。弾丸は全弾入っている。

「──おやおや、香純くんてば、まぁた暗い顔しちゃってるわねぇ」

　ドアが開いて、六人のうち一人、七音恭子ななねきょうこが顔を出した。

　彼女は、とにかく背が高い。百七十センチはある。俺と同じぐらいだ。そのくせ童顔なので、大人にも子供にも見えない。歳は知らないが、二十歳はたち前だと自分では言っている。着ているものはジーンズにジャケットと完全に男物だ。

「暗いって言うなよ」

　俺は学ランの前を戻した。

「だったら武器なんか見て悦に入らないでよ。マニアっぽくて怖いわぁ、ふふ」

　七音はでかいスポーツバッグを背負っていって、それを「よいしょ」と床にどさっと置いた。

　中身を知っているので、俺はその大胆さというか、無造作ぶりにあきれた。

「もうちょっと慎重にならないのかよ。それはあんまし簡単に扱うものじゃないぜ」

「いいじゃない。あんまし心配ばかりしていると顔がますます暗くなるわよ、香純くん」

　軽く言われたので、俺はむっとした。

「だから暗いって言うなよ……それと、名前で呼ぶなよ。嫌いなんだよ、女みたいで」

　俺が言うと、七音はくすくすと笑った。

「前から思ってたんだけど、香純くんてば──いや、いいわ」

　言いかけて、やめた。

「な、なんだよ」

　気になって訊き返すと、彼女は「うふっ」と色っぽく微笑んで、

「いや、言わないでいてあげるわ。なんか、すっごい悪口になりそう」

　と言った。その表情は童顔のくせにひどく大人びて見えた。

「どういう意味だよ？」

　俺がムキになって訊き返すと、

「おいおい、なにを揉もめてるんだ？」

　ともう一人、俺と同い年の男の神元功志こうもとこうじが心配そうな顔して入ってきた。

　彫りが深く、頬をそぎ落としたようなシャープな顔立ちで、しかし眼が大きくて意志の広さを感じさせる容貌ようぼうだ。一応、こいつが俺たち六人の中ではリーダー的な立場にいる。……というより、俺や七音といった他の連中がまとめ役なんかやりたがらないというだけの話だったが。

「別になんでもねーよ」

　俺は不機嫌に言った。

「いや、誘惑したんだけど、振られちゃったのよぉ」

　ふざけた調子で七音が言うと、根が真面目な神元は冗談だと思わずぎょっとした顔になり、俺の方を見て

「お、おい海影！　僕たちの間でそういうトラブルは──」

　マジになっているので、やばいと思い、

「う、嘘だよ！　七音はふざけてるだけだよ！」

　と俺はあわてて打ち消した。すると七音がまた笑った。

「面白いわね、あんたたちって！」

「…………」

　神元はむっとした顔になって七音を睨みつけた。

「あのな、七音恭子さん」

「なに？」

「君は僕らとチームとして行動しているという自覚があるのか？」

「あるわよ、すっごくね。だってあたし、こんなに明るいのあんたたちと一緒の時だけよ。他に友達いないしィ、あとはもー、くっらいんだからァ」

「なんだよ、さっき人のこと暗いとか言っといて！」

　俺は思わず大声を上げていた。

「声がでかい。外に聞こえるぞ」

　またもう一人入ってきた。筋骨隆々とした大男の数宮三都雄かずみやみつおである。造作つくりはごついがどこかおっとりした甘めのマスクに、髪が癖毛でカールしている。どこか昔のアニメ映画のバカな王子さま、といった感じだ。

「……ちぇっ」

　俺が渋々黙ると、七音が、

「ごめんね」

　とペこん、と頭を下げた。急に素直になるのもこいつらしい。

「い、いや」

　俺が困惑すると、三都雄が目を丸くした。

「なんだ痴話ちわ喧嘩げんかか？　おまえらつきあってるのか？」

　三都雄はすぐに状況を単純化して考える。

　誰も答えないので、三都雄は神元の方を見た。

「なあ功志、そうなのか？」

「知るか」

　神元は憮然ぶぜんとした顔で言った。

「いや、おれはよ、別につきあってるのが悪いとか言ってるんじゃなくて」

　三都雄は大真面目に言う。

「そんなんじゃねーよ！」

　俺はまた大声を出してしまった。

「なあに？　何の話よ？」

　五人目の少女、辻希美つじのぞみがひょい、とドアの陰から顔を出した。彼女は特にこれという特徴がない。ただの小柄な可愛い娘、そんなところだ。ごく普通の女の子だ。

「あたしと香純くんがただならぬ仲って話よ」

　七音が言った。

「お、おまえな」

　俺はあわてたが、辻は、

「なんだ、そんなことか」

　とあっさり言って、室内に入ってきた。

　彼女は、抱えていたスケッチブックをテーブルの上に置いた。

「そんなことって、簡単なことか？」

　三都雄がまた言う。

「だって関係ないじゃん、私たちには」

　辻は肩をすくめた。

「好きにすれば？　二人だけじゃ、ろくにデータがそろわないから抜け駆けもできないでしょうし」

「そう言えばそうかなあ……」

　真面目にうなずいている。

「そういう問題じゃないんだよ」

　いい加減うんざりしたらしい神元がきつい調子で言った。

「別に海影と七音ははつきあっていないし、抜け駆けだの何だのということを軽々しく口にするのもよくない。希美、昔っから君は物言いがときどき退廃的だぞ」

「趣味の問題よ」

「いーや、他の者に与える影響がある」

　すると、七音がにやにや笑って、

「別に気にならないけど？」

　と言う。そして俺に向かってウインクしてきた。

「ねえ、香純くん？」

「…………」

　俺は、いいかげん疲れていたので答えない。

「僕が気にするんだよ」

　神元はきっぱりと言った。

「あーあ、まぁた功志に嫌われちゃった」

　辻は投げやりに言って、天井に目をやる。なんとなく、さっき俺が取っていた姿勢みたいで、意味もなく彼女に共感を覚えた。

　俺たち六人、同じ学校とか隣近所とかにはいない。神元と辻の二人だけが小学校が同じだったことがある昔からの知り合いだというが、あとはみんなお互いに全然関係ない人生を歩んできたのに、今こうやって人目を忍んで集まっている。

　時折、それがひどく不思議になるし、またこれが当たり前の人間の関係で、他のはみんなでたらめの嘘のような気にもなる──。

「だから、そういう言い方がだなぁ──」

　神元がさらに言おうとした、そのとき、

　──がたん。

　と大きな音と共にドアが乱暴に開いて、最後の一人が入ってきた。

　みんなそろって振り向き、その来訪者を見つめる。

　天色優てんじきゆう。

　女みたいな名前だが、俺と同じで男だ。ただしときどき女の子に間違えられるような可愛らしいルックスをしている。やたらに痩せていて、ムチヤクチャ細いシルエットをしている。

「や、やあみんな。えーと、ぼくが最後かな」

　いつのもように、どこかおどおどとした言い方で優は微笑みながら挨拶した。でかい音を立てたのは、優の右腕が吊つられていて不自由だからだ。手首のあたりに包帯が巻いてある。

「今日は〝そこ〟なの？」

　辻が訊ねると、

「い、いやこれは関係ないよ。ちょっと転んじゃって。今回は──」

「その前にドアを閉めよう」

　神元が立ち上がり、優の後ろのドアに手を伸ばして閉ざした。

「ご、ごめん神元くん」

「いちいち謝るなよ──仲間だろう」

　神元は当然、という調子で言う。このへんがリーダーなのだ。

　そして三都雄がぱん、と手を打った。気合を入れるときの彼の癖で、俺たちの合図にもなっている。

「んじゃはじめるか──おい海影、何時間取ったんだ？」

「三時間」

「もっと取るか？」

「一日中やんない？　あたし、みんなといるの好きだし」

　七音が言った。

「まあ、伸びたら延長すればいいじゃん」

　辻は冷静に言いながらスケッチブックを開いた。女二人だが、タイプが見事に違う。

「そうだな──」

　神元がうなずいて、カラオケ機器のスイッチを入れた。適当な番号をでたらめに押すと、曲が流れ始める。しかし神元は歌わない。誰も歌わないのだ。これはただのカモフラージュだ。

　ボリュームを低くして、ドアの外からではぼそぼそと歌っているのと判別つかないぐらいの音にする。隣がうるさいので、それにまぎれて歌っていないことなど外からではわかるまい。

「さて、それじゃあ天色、見せてくれ」

　言われると優はうなずいて、服を脱ぎだした。華奢きゃしゃな優がやると、妙に色っぽくなんだかストリップじみているが、男たちはそういうと自分が変態みたいだからなにも言わず、女たちは全然関心がない、という顔だ。照れもしない。きゃー、とか言ってもいいと思うが。あるいは優を男だと思っていないのかも知れない。

　それとも、自分らも含めた俺たち全員が人間じゃない、とか。

「ほら、これだよ」

　優は左の脇腹を見せた。綺麗な白い肌の上に、みみず腫ばれのような筋が走っていて、それが〝東〟という字になっていた。

　これが、天色優の〝才能〟である。俺たちはこれを〈聖痕スティグマ〉と呼んでいる。

「──どういう意味かな」

「東の方に何かある、ってことかしら。何かが起きる、とか。東から来るとか……」

「東って名前の奴のことかもよ」

　言いながら、辻は何も描かれていないスケッチブックの紙をじっ、と睨みつけた。

　手に鉛筆を持って、すーっ、と紙に芯しんを近づけでいく。

「東、東ね……」

　彼女の指が動いて、スケッチブックに何やら絵が描かれていく。

「〈自動写生オートマティック〉が〝始まった〟のか？」

　神元が訊いた。しかし彼女は首を振った。

「駄目ね。これは頭で描いてる」

　と言いながら、彼女は目の前の、腹をまくり上げたちょっと間抜けな優の姿をスケッチしているのだった。手は恐ろしく早い。彼女が描くと、それはえらく崇高すうこうな、天使みたいな絵になっていく。

「や、やめてくれよ！　こんなところを──」

　優があわてた。しかし辻は、

「セクシーでいいじゃない。綺麗よ、とても」

　と軽く言った。優が動いて、もうポーズを取っていないのに絵の方はどんどん完成されていく。

「しっかし、おまえって絵と性格が全然一致しないのな」

　三都雄が絵をのぞき込みながらしみじみと言った。

「本人は冷たいのに、絵はえらく優しそうなんだよなあ──」

「あなたの〈ベイビィトーク〉も始まっているの？　〝優しい絵〟とかその顔で言う？」

　辻は、やっぱり冷静な、とぼけた口調で言う。

「か、顔は関係ねーだろ」

　三都雄のごつい顔立ちが、ぽっ、と赤くなる。

「ねえ香純くん、〈イントゥ・アイズ〉であたしの眼に何か見えない？」

　と七音が俺の顔を見つめてきた。俺はどうも人の顔を見たりするのが苦手なので、ちょっと苦労して彼女の眼をのぞき込む。

　……見つめたり、見つめられたりするのが苦手なこの俺に、よりによってその行為が不可欠な〝才能〟があるというのは理不尽な話だ。

「…………」

　俺は七音を睨む。その眼の中を探るようにじろじろと見つめる。

　七音はにこにこ笑っている。端はたから見たら異様な光景だ。男は睨みつけ、女は笑っていて、その周りにいる連中はこのにヽらヽめヽっヽこヽもどきの二人組を真剣な顔して観察している。

　俺は集中する。

　七音の眼の中に、睨みつける俺の顔が映っている。

　二年くらい前に、俺は女の子とつきあっていたことがある。結局振られたが、その子はいつも俺の顔のことを〝海影くんて、顔は優しそうなのに、ときどきすっごく厳しい表情になるわ。ちょっと怖い……〟とか言っていた。その顔が映っている。

　別に好きでそんな顔をしているわけじゃない。自分でも自分の顔があんまり好きじゃない。

「…………」

　俺が見つめ続けていると、七音が、

「女の子のこと、考えてるでしょう？」

　といきなり言った。

「……ねえよ」

　俺は素っ気なく言う。

「おいおい、真面目にやれよ」

　神元が口を挟んできた。

「やってるよ──いや、待て」

　反論しかけたところで、俺の見ているものに変化が現れた。七音の眼の中に映っていた俺の顔が消えて、代わりに別の人間の顔が浮かぶ。

「──女の子だ。ガキだ。九歳か、十歳ぐらいかな。アゴがとがり気味で、ちょっと外人ぽい感じの、フランス人形みたいな眼のぱっちりした──」

　俺はその映像を口に出して説明する。しゃっしゃっ、とそれを辻が絵にしていく音がカラオケのバックの中で聞こえる。

「──髪の毛が長い。肩の後ろぐらいまである。金色のヘアバンドを付けている。髪には櫛くしがよく通っていて、大切にされてるようだ。白い襟の付いた赤と黒のチェックの服を着ている。上品な感じで、値が張りそうだ。──と。消えた」

　再び、七音の眼の中には俺の姿が戻っている。

　この能力の効果時間は、せいぜい十秒といったところだ。

「海影くん、似ているかしら」

　辻が、俺に少女の絵を見せる。俺はうなずく。相変わらずそっくりだ。こいつは警察で働いても立派にやっていけるだろう。彼女が絵にしてくれなきゃ、俺がいくら映像を見ても、形にならないから役に立たない。

「ずいぶん可愛らしい子だけど──知らない顔ねえ」

　七音が辻の絵を見ながら首をひねる。

「てことは──これから知り合うわけか」

　そう──

　彼女がこれから会う人間、それが俺には見えるのだ。これを俺たちは〈イントゥ・アイズ〉と呼んでいる。

　予知能力、ということなのだろう。だが俺自身は自分が会う人間の顔など見えないし、ときどき見つめ合っている人の眼の中で俺の顔が変形する、ぐらいにしか考えていなかった。気味悪がられる、と思ってずっと黙ってきた。

　この、いま集まっている他の五人と同じように──コイツらと会うまでは。




　……そもそものはじまりは六ヶ月ほど前のことだ。

　そのころ、俺は学校をやめたので毎日することもなくぶらぶらしていた。やめた理由は大したことじゃない。当時の俺のツレが学校内でクスリやって、ナイフ振り回して暴れたことがあったが、身寄りが遠縁の親戚しかいなかったそいつを山奥の治療施設とやらに送り届けるのに一週間学校を休んだら、戻ってきてみたら退学になっていた。

　俺も同類、と判断されたようだ。

　いや、同類というのはその通りだ。俺はクスリはやってなかったが、そいつと仲がよかったのは確かだったからだ。だから俺はもう何もかも馬鹿らしい気がして、さっさと退学処分を受け入れた。

　親には大検を受けるから、と言ってはいる。しかし実のところそれらしい勉強というか、そういうものは全然していなかった。

　それは二月の半ば頃のことだった。なんか手頃なバイトでもないかな、とか思いながら駅前をうろついていると、ばったりと中学時代の友達に出くわした。

「よう、竹田たけだ」

　俺はそいつ、竹田啓司けいじに声を掛けた。

　啓司はぎくっ、とした顔で俺の方を向いた。

　だが俺を見たとたんに顔がゆるんだ。

「な、なんだ。海影じゃないか。久しぶりだな」

「誰かと待ち合わせか？」

「あ、ああ」

「仕事関係かよ？　それとも女か？」

　啓司は中学の頃からずっと、どこかのデザイン事務所とかで準スタッフとして働いている。しっかりしたやつで、どっちかというとお堅い方なので女云々うんぬんというのは俺がからかったのである。

　ところが啓司は苦り切った顔で、

「……女の方だ」

　と言った。

　俺は口笛を吹いた。

「へえ？　おまえもそーゆーことに目覚めたって訳か？　いいことじゃないか」

「今日はじめて会うんだよ」

「おやおや、バレンタインにチョコでももらったか。下駄箱に手紙入りで入っていたのか？」

　俺が冗談半分に言うと、啓司は驚いて、

「よくわかったな？」

「古典だよ、そりゃ」

　俺は苦笑した。オーソドックスなスタイルは啓司らしい。

「なんて娘こなんだ？」

「名前は宮下藤花みやしたとうかって言うらしい。しかし、聞いた覚えがないんだよなあ……」

「ふむ？」

　俺はちょっと好奇心に駆られて、啓司の目をじっ、と見つめた。

　眼に映る俺の顔が変形して、少女の顔になる。その純情そうな眼で、啓司のことを少し不安そうに、期待を込めて見上げている。かなり可愛い。

（……いい娘こらしいな）

　啓司には似合っている、と思った。

「つきあっちまえよ。きっとうまくいくぜ」

　俺は断定した。

「いや……」

　啓司は困った顔になった。……照れているのではない。

「どうしようか迷っているんだ」

「何を？」

「あのさ──海影、学校やめると、どうなるんだ？」

　いきなり訊いてきた。

「別にどーもならねーよ」

　俺は肩をすくめた。

「俺みたいなのは、行っててもやめても、たらたら生きてるってことに関しちゃ同じだからな」

「俺、学校やめようかな、とか思ってるんだ」

　啓司は突然そんなこと言った。しかし別に意外とは思わなかった。俺と気が合うようなヤツは、だいたいそんなようなことを考えているヤツだからだ。

「おまえ県立の深陽学園だっけ？　普通科の」

「来年はもう三年で、学校って言ったってクラスのみんな受験生だしな。行っててもしょうがないんじゃないか、とか思ってるんだ」

「ふーん。まあ、おまえの進路じゃ確かに関係ねーかも知れないな」

「だけど、そんなこと言い出したら、きっと宮下って娘こもあきれるんじゃないかな、とか思って」

　啓司は真面目に言う。真面目なヤツなのだ。

「そんな簡単な惚ほれ方じゃないと思うが」

　俺はつぶやいた。さっきの映像の少女は、真剣な眼をしていた。

「そうかな？」

　啓司は首をひねっている。

「で、待ち合わせはいつなんだ」

　啓司は時計を見た。

「えーと……あと十五分くらいか」

　先に来ているのが、いかにも啓司だ。宮下とかいう少女とつきあうことになったら、きっとこいつはデートの度に待ちまくることになるんだろうな、などと思った。

「じゃあそろそろ俺は消えるよ。しっかりな」

　俺は啓司の肩をぽん、と叩いた。そして立ち去ろうとすると、

「──あのさ、海影！」

　と啓司が声を掛けてきた。

「ん？」

「峰岸みねぎし──死んだんだってな」

「ああ。ソーシキもまともにやれなかった。連絡が遅くて」

「そうか……」

「肝心の時に、俺はいつもズレてるんだよな……」

　俺が、ちょっと顔をしかめると、啓司はあわてた調子で、

「いや──俺さ、おまえのこと偉いと思ってるんだ。うん、立派だと思う。退学になってまで友達を助けて──俺にはきっと真似できないと思うんだ。だからさ……」

　とか、必死でフォローしようとしてくれた。

「ありがとよ。でも意味はあんまりなかったがな」

　俺は苦笑すると、ため息をついて、

「おまえ、宮下って娘このためだけでも学校続けたら？」

　と言った。

「え？」

「彼女と一緒の学校生活の思い出、とかいうのをつくっといても損はないと思うぜ、うん」

　じゃあな、と俺はさっさと背を向けて啓司から離れた。

　少し歩くと、通りの向こうから制服姿の少女がひとり小走りに駆けてきた。学校帰りのままなのか、でかいスポルディングのスポーツバッグを持っている。

　──さっきの映像の娘、宮下藤花だ。

　俺はなんとなくおかしくなり、唇の端はしにかすかな笑みを浮かべて、初デートで、これから告白する少女のために道を開けた。

　すると後ろにいた女に身体が当たった。

「なによ？」

　そいつは俺に食ってかかってきた。背の高い女だった。丸いサングラスなどを掛けている。

「わりいな」

　俺はそれでも下がらない。その前を緊張した顔を紅潮させている宮下藤花が通り過ぎていった。そこで、やっと俺は一歩下がって、その女に向き直った。

「すまなかった」

　と女に頭を下げた。

「なんなのよ？　今の娘こが何か？」

　女はサングラスを外した。意外に若い顔をしていた。

「いや、俺は全然知らないんだが、知り合いのヤツとこれから知り合いになるのさ」

　俺はふざけて、本当のことを言った。

　すると彼女はぎょっとした顔になった。

「──どーゆー意味？」

　なにか真剣そうな顔をしているので、俺は面倒くさくなって、

「いや、あんたをナンパしてるんだけどね」

　と、さっさと「バカじゃないの！」とか言われて彼女が去ることを期待してそんなことを言ってみた。すると彼女は、

「ふーん……？」

　とか言って、眉を寄せた。

　そしていきなり、くんくん、と鼻を動かして匂いをかいだ。

「あんた──なんか付けてる？　コロンとか」

「いいや？」

「じゃあ──気を付けた方がいいわね、血の匂いがするわよ、こヽれヽかヽらヽ」

「え？」

　ぎくり、とした。彼女は俺と〝同じ〟のような気がした。

　それが〈イントゥ・アイズ〉の俺と〈アロマ〉の七音恭子の出会いだった。

　このときは、後でチームを組むことになろうとはお互いに夢にも思っていなかった。予知といっても、そういうことの役には立たなかった。




　それで、それから俺たちは六人になり、チームというか、一緒に組んで色々なことを予知してみよう、と集まるようになったのだ。みんな能力が中途半端だから、六つの能力を足して、なんとかひとつの事実を推理するのである。

　予知してどうするのかというと、はっきりと決めていない。だが神元なんかは、割と人助けというか、真面目な方向のことを考えているらしい。一度は急に産気づいて、道路にぶっ倒れる妊婦にんぷのことを予知して、倒れるその場に張り込んでいた、なんてこともあった。

　だがそんなことは稀まれで、たいていは大っぴらに出来ない能力を思いっきり使ってみようぜ、というのでつるんでいるのだ。

　そう、ちょうどここカラオケボックスが、他の場所では大声で歌うことなんかできないのを発散するための場所なのと同じように──

「……しかし、この絵のガキは何だろうな」

　カラオケの伴奏だけがぼんやり響いている中で、俺たちはだらだらと会合を続けている。

「金持ちの子供みたいだな」

「なんか生意気そーなヤツだな、おい」

「金持ちの子供って、またお金がらみのことなのかしら？」

　七音が腕を組んで、うーん、と唸うなる。

「もう、お金は当分いらないわよねえ」

　そして彼女は足元のスポーツバッグを持ち上げてテーブルの上に置くと、そのチャックを開いた。

　中に詰まっているのは一見紙屑かみくずの山のようだが、その一枚一枚をよく見ると、その表面に細かい模様が入っている。一万円紙幣である。束ではなく、全部ばらばらになっている。

　全部で一千万以上はある──

「乱暴だなあ。持ち歩いているのかよ」

　三都雄が笑いながら言った。

「だって、ウチに置いとくわけにもいかないじゃない。親に見つかったらなに言われるかわかんないし」

「おれは駅のコインロッカーに入れてるぜ」

「あー、なるへそ。その手があったか。今度からそーしよっと」

「へへん、アタマいーだろ？」

「物騒な点じゃ、どっちもどっちだ」

　神元がくすっ、と笑った。

「じゃああんたはどうしてるの、神元くん」

「僕は一人暮らしだから、家の押入れの天井裏さ」

「いいわねえ、それ。香純くんは？」

「……いや、机の引き出しに」

「親に見つからないの？」

「探すような親じゃないから」

　俺はぼそりと言った。それ以前に家にいない。母親には別の家庭があるし、父親は愛人のマンションに寝泊まりしている。

　七音は「ふーん」と唸ると、急に俺の鼻先に、びしっ、と指を突きつけてきた。

「ほぉら、まーた顔が暗い！」

「な、なんだよいちいち」

「だってさあ──この六人で、もーかれこれ半年くらいつきあってんのに、あんたってぜーんぜんニッコリと笑わないんだもん」

「おまえが笑いすぎなんだよ」

　と言うと、三都雄の方が爆笑した。

「ははは！　確かにな！」

「なによ、あんたに言われたくないわよ」

　七音は口をとがらせて三都雄を睨みつけた。三都雄はかまわず笑い続ける。

　するとそのとき、突然、

「──どうかしたの？」

　と辻が大きめの声で言った。

　みんなが彼女の方を見ると、彼女は優を見つめている。みんなも優に視線を移す。

「あ……」

　優は、いま辻が描いた俺の予知した少女の絵を手にしていた。どきまぎした様子で、辻に訊き返す。

「な、なにが？」

「天色くん今、その絵を真剣な顔で見ていたでしょう」

　辻は小さな手を前に出し、絵を指さした。

「見覚えでもあるのかな、と思って」

「い、いや……別にそういう訳じゃなくてさ。ただ──綺麗な娘こだな、って」

「ロリコンだったのかよ、天色は」

　三都雄が茶化した。

「どれ、ちょっと僕にも貸してくれ」

　横から神元が手を出し、絵を受け取った。

　じっ、と眉間みけんにしわを寄せて見つめる。

「ふむ──」

　数秒間そうやっていたかと思うと、彼は急に目の焦点を失った。

　がくん、と頭を上に上げて、小刻みに震えはじめる。

「はじまったぞ」

「しっ」

　三都雄を七音が制した。

　神元の口が丸くすぼまるように開く。そこから、びゅおう、と風のような音が聞こえはじめる。

　神元功志の〝才能〟である〈ウィスパリング〉の開始だ。

「びゅおう、しゅごおおお……」

　いつ聞いても不思議な音だ。声帯で発しているとは信じられない。

「ごおおおおお……いを、もし……」

　何か言った。

　俺たちは息をつめて、その言葉を聞き取ろうとする。

　その声は、神元の声ではない。全然別の人間の声だ。

　これまた俺の〈イントゥ・アイズ〉の映像同様に、未来の声である。いずれ、どこかの誰かか発するはずの言葉なのだ。

「……界を、世界を……もしも世界を手にしたいのなら……」

　少女の声だった。すごく綺麗な、コーラスのようなソプラノだ。

「それができる……わたしを殺せば、簡単に……」

（……?!）

　俺たちは目をむいた。

　殺す？

　世界？

　なんのことだ？

　だがそこまでだった。神元の身体が、がくん、とまたひきつると、正気に返った。

「──っと」

　焦点の戻った眼で、俺たちを見回す。

「〝発現してた〟のか？　なんて言った？」

　神元は自分では自分が何を言ったのか知らない。だから訊いてきた。

「…………」

「…………」

　……しかし俺たちは何と言っていいのかわからず、ぼんやりとするだけだ。
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　　２　数宮三都雄　Baby Talk
















　数宮三都雄は六人の中で、唯一普通の高校に通っている。私立の、大学までエスカレーター式の学校だ。特にこれと言った問題もなく、成績も並。両親も普通の共働きの中流家庭。彼は深く考えない性格だ。小さい頃から、未来のことがなんとなくわかるという自分の〝才能〟に対しても、突きつめて考えることはなかった。ただ親戚の叔父さんが〝死ぬ〟のがわかって、それを口にしたところひどく怒られて、それ以来他の人に言うのはやめた。叔父さんはどうせ病気だったので、周りの者は彼が予知したということには気づかなかった。

　彼の〈ベイビィトーク〉はひょっとすると六人の中では一番の、完全な未来のヴィジョンを見られる能力であるのかも知れなかったが、しかし彼の深く考えない性格のせいで、その予知したものはいつも、ひどく曖昧あいまいだ。「なんかギシギシしそう」だの「ふわふわしていきそう」だの、自分でもイメージが何を表すのか釈然としないことが多い。

　たとえば、そもそも半年前、彼ら六人のチームが集まったきっかけというのが、彼のこの能力と、そして不注意によるものだった──




　　　　　　　＊




「……あれ？」

　駅前の通りにあるオープンカフェで三都雄が好物のフルーツパフェなどを食べていると、一組のアベックが隣の席に座った。

　背の高い女と、彼女よりちょっとだけ背の高い男だった。それなりに似合いの二人、という感じだ。

　知っている顔だったので、誰だかはっきりとは思い出せなかったのだが、とにかく三都雄は、

「よう、お二人さん」

　と声を掛けた。

　二人は彼の方を振り向いた。

　怪訝そうな顔をしている。

「誰だよ、おまえ」

　男の方が言った。優しそうな顔なのに、眼光がやたらきつい感じだった。

「いや、ほら、思い出せないかな、ほら、六人でよ──」

　三都雄は深く考えもせずに喋しゃべった。

「何のことよ？」

　女も訊いてきた。

「あたしたち、今そこで会ったばっかりなんだけど？」

「え？　そんなはずはねーだろ、だっておれたち六人で──」

　言いかけて、三都雄はやっと気がついた。

　六人って、なんのことだ？

　自分でも、どこからそんな言葉が出てきたのかわからない。

　いけね──こいつは未来のことだ！

　ときどきやってしまうのだ。予知したことに気がつかないで、過去と未来を取り違えるのである。

「──何だって？」

　男の方が眉を寄せた。

「今なんて言ったんだ、あんた？」

「未来、って言ったわ……」

　女も三都雄をまじまじと見ている。

「香純くん……あんたと同じ〝匂い〟がするわよ、このひと。近いうち、同じ目に遭うんだわ」

「……それに、眼の中に、たしかに俺とあんたと、他に三人の顔が映りている。仲良く並んでる」

　二人はぼそぼそと、訳のわからないことを言った。

　三都雄は目をしばたいている。だが、彼にしては珍しく事態を瞬時に悟った。

「じ、じゃあ──あんたたちも？」

　顔をぱっ、と輝かせて、彼は二人に問いかけた。

　二人──海影香純と七音恭子はうなずいた。

「らしいな」

「ええ、たぶんね」




　能力を説明すると、七音恭子は、

「何それ？　自分でもよくわかんないの？　それじゃ赤ちゃんがばぶばぶ言ってるよーなもんね」

　と笑った。それから三都雄の〝才能〟は〈ベイビィトーク〉という名前になった。




　　　　　　　＊




「……熱くて冷たい」

〝世界を手にする〟云々うんぬんの少女像を見て、三都雄はつぶやいた。

　カラオケボックスに集まってから、すでに予約の三時間はとっくに過ぎていて、二度目の延長に入ったところである。テーブルの上には、みんなが持ち寄ったスナックやバーガー、フライドポテトの食いカス、そして空になったペットボトルなどが散乱している。店内は飲食物の持ち込みは禁止だから、バレたら罰金を払わされて追い出されるだろう。

「──相変わらず要領を得ないな」

　神元がくすっ、と吹き出した。

「うん──だが、そうとしか言えねえんだ。がっ、と急にすごく熱くなったと思うと、さーっ、と冷えていく……」

「何が？　火事にでも巻き込まれるの？」

　と七音が訊いても、三都雄は首を振った。

「そんな感じじゃない……はっきりしてるんだが、すべてがもう曖昧、っつうか」

「ナゾナゾだぜ、それじゃ」

　香純は肩をすくめた。

　そして、何気なくさっきから黙っている天色優の方を向く。目が合う。

　眉をひそめ、そして言う。

「──おい優。動くな」

「え……」

「おまえの眼に、へンなのが映ってる」

　さっ、とすかさず辻希美がスケッチを手に取る。

「どうぞ」

「……男だか女だかよくわからない。どっかで見たような気もするが、思い出せない。白っぽい顔で、眼の下に隈くまがあって、黒いルージュを引いてる。コートかな、首周りを、アゴまですっぽりと黒い襟で囲まれている。そんで、なんか筒みたいな馬鹿でかい帽子を目深にかぶっていて……なんつうんだ、笑っているようで笑っていないというか……とぼけているというか、左目を細めて唇の右側を上げている。目の形は──」

　説明が続くなか、天色優の表情が強張こわばっていく。

「……なんだって？」

　と小声で囁く。

「──消えた」

「ちょっと海影くん、本当なの？　ふざけてない？」

　希美は描き終えて、疑わしそうに言った。

「なんだよ？　どーゆー意味だ」

「だって、これ──ブギーポップよ？」

「ブギーポップ？」

「なんだそれ？」

　三都雄と神元も聞き返した。

「知らないかな、そういえば噂は女の子の間だけって言われたっけ……恭子は知ってる？」

「え？」

　言われて、七音はぎくっ、とした顔になった。

「い、いや……」

「このへんの女の子は、みんなその噂を聞いたことがあると思うんだけど」

「あ、あの──あたし友達いないからさ」

「天色くんは？」

「え？」

「なんか、いま驚いてたよね」

「う、うん──聞いたことがあるよ、女の子から」

「もてるヤツは違うな」

　三都雄は笑った。

　そして希美はみんなにブギーポップのことを説明した。

　黒いマントを着て、黒い帽子をかぶっていること。

　殺し屋──死神であること。

　その人間がもっとも美しいときに、一瞬で苦痛もなく殺してしまうと言われていること。

　正体不明で、神出鬼没しんしゅつきぼつであること。

　──等々、噂によっては無茶苦茶なことを言っているのもあるが、そういうのも細かく説明した。

「すっごい美少年だとかね──まあ、よくある怪談話なのよ、結局」

　講釈されながら、みんなの間でスケッチが移動する。

「そいつの格好をしている、というのか？　天色がこれから会う奴が」

　神元はまじめに見入るが、他の連中は半分笑っている。

「コスプレの類たぐいかね」

「いや、案外ほんとうにいるのかも知れないぜ。街を徘徊はいかいし暗闇に棲すむ死神が」

「ちょっと、やめてよ！　あたしそーゆーの弱いのよ」

「へえ、意外」

「どーゆー意味よ？」

「…………」

　みんながわいわい話している中、天色優本人だけが無言だ。

　離れた席に座って、指先を組み合わせて、うつむいている。

「…………ブギーポップが……」

　と小さな声でつぶやく。

「おい、どうした天色。元気ないな」

　三都雄がやってきて、彼の横に腰を下ろした。

「ん、いや……そうでもないよ」

「気になるのか？　ブギーポップとやらが」

「…………」

「おれたちの予知の困ったところは、それがいつになるか、わからん時はさっぱりわからんというところだよな。明日か、二週間後か、あるいは半年以上も先なのか──あの女の子とブギーポップってのは一緒のことだと思うか」

「……わからないな」

「ああ、まったくわからねえことばかりだ」

　三都雄はうんうん、とうなずいた。

「おまえがどう思ってるのか知らないが──おれもブギーポップの話には、ちょっとイヤな気分になったよ」

「え？」

　顔を上げた優に、三都雄はまたうなずく。

「根拠のねえ噂話の、薄気味悪い怪人の話かよ、とか考えたら、なんか、そう言えばおれたちも同じじゃないか、とか思っちまってな」

「…………」

「そうだろ？　おれたちのやってることも、全然知らないヤツから見たら、すげえ不思議なことで、ブギーポップの噂と大して違わないんだぜ、きっと」

「聞き捨てならないな。僕らは殺し屋なんかじゃないぞ」

　神元がむっ、とした顔で割り込んできた。

「そーゆー意味じゃなくてよ。非常識、つうか、まともなもんからは外れている、つうかさ」

　三都雄は笑いながら言った。

「そりゃそうだ」

　香純が同意した。

「確かに外れてるな。それは神元も認めるだろう」

「──まあね、でもだからこそ出来ることがあるんじゃないか」

　あくまでも彼は真面目だ。

「功志はまた、そればっか」

　ポテトチップをつまんでいた希美が小さく鼻を、ふん、と鳴らした。

「ちっとは数宮くんのいい加減さを見習ったらいいのよ」

　すると三都雄は大声で笑った。

「見習えってよ、おい！」

「あのなあ、希美」

　神元はため息をついた。

「うまいこと言うわァ」

　と七音も同意する。

「香純くんも、三都雄くんを見習って暗い顔を直しなさいよ」

「カンケーねーだろ！」

「わはは。おまえらみんなおれの弟子になれ！」

　三都雄がふざけて両手を広げた。神元は顔を伏せて、うー、とか唸うなっていたが、すぐに面おもてを上げて、

「──まあいいや。確かに僕らは外れ者さ。異常なんだ。でも三都雄の言うように、そんなことをあんまり気にしない方がいいぞ、天色」

　と言って天色優の方を見た。

　そして当の天色優は、今のみんなのやりとりにくすくす笑っていた。

「う、うん。ありがとう。みんな優しいね」

　しみじみと言った。

　その表情に嘘はなかった。




　　　　　　　＊




　……同時刻、地球の裏側で一隻の船が港で揺られている。一見すると、ごく普通の漁船なのだが、しかしその船上にいる人間たちは漁師にしては日焼けが薄く、目つきが鋭すぎた。それにその国の人間でもなさそうである。

「……統和機構に感付かれただと？　間違いないのか！」

「後続の部隊からの連結が途絶えた……奥地の〝施設〟にも連絡が取れない。完全に回線が絶たれたようだ。おそらく全滅だろう」

「なんてこった……！」

　日本語ではない言葉で、彼らは苛立たしげに話している。

「どうする、このままここにいたのではすぐに見つかるぞ。いや、もうこの場所は知られていると考えた方がいい──」

「くそ、せっかく成功例が完成したというのに──統和機構め……！」

　男たちは船内を走るように移動して、奥の船室へとやってきた。

　ドアを乱暴に開ける。

　その狭い、牢屋ろうやのような室内には一人の少女が座っていた。

「…………」

　人形のような顔をした、とても綺麗な女の子だった。年齢は十歳かそこらだろう。

「…………」

　彼女は長い黒髪を櫛くしでていねいに梳すいているところだった。驚きもせず、無言で殺気だった男たちを見つめ返す。

「──どうする？　こいつを置いていけば、あるいは統和機構も俺たちの方を追わないかも知れない」

「馬鹿な！　いったいコイツひとつを安定させるためにどれくらいの犠牲を払ったと思っているんだ！　なんとしてもしかるべき〝買い手〟のもとに連れていく！」

「しかし──」

　男たちは少女がそこにいないかのように、あるいは少女が物体であるかのように無視して喋り続ける。

「…………」

　少女も口を閉ざしたまま、男たちを睨むような上目遣いで見つめるだけだ。

「とにかく、もうこの船は駄目だ。完全に割れているぞ。世界中どこに行っても見つかる。捨てるしかない」

　黒いアイパッチをつけた片目の男が、皆を見回して静かな口調で言った。この片目がリーダー格らしい。

「そうだな──とにかく移動しょう」

　男の一人が少女の手を乱暴につかんだ。

「おい〝キト〟！　さっさと来るんだよ！」

「…………」

　少女は抵抗はしないが、しかし従順でもない態度で男たちに引っ張られていった。

　ところが廊下に出たところで、キトと呼ばれた少女は急に男の手を振り払って、再び船室に駆け込んだ。

「な、なんのつもりだ！」

　あわてて男が戻ると、キトは船室のベッドの上に置かれていた金色のヘアバンドを大事そうに手にしているところだった。

「……忘れ物よ」

　小さく呟く。その声はなにか力を感じさせた。

　どんな運命が待っていようと怖くない、とでも言うかのように。




　　　　　　　＊




　……結局、三都雄や香純たち六人は八時間もカラオケボックスにこもっていたが、実のある具体的な未来像はまるでつかめず、今回の探求はあきらめることにした。

「まあ、仕方ないわよね」

「こういうこともあるさ」

　それぞれが散らかしたゴミを片づけて、神元が持参していた袋に詰めてバッグに押し込む。店に飲み食いがバレないようにだ。

　廊下に出ると、他のボックスにいたらしいアベックとぶつかった。高校生ぐらいの若い奴らだ。

「ちょっと秋子、何してんの？」

　彼らはまだボックス内に連れがいるらしく、廊下でもたもたしている。

「おい早乙女、先行くぞ？」

「ああ、ちょっと待ってくれ──大丈夫かい？」

　などと話している。

　三都雄たちはその横を通りながら、室内にはしゃぎすぎたらしくぐったりした少女と、それを介抱している少年をちらりと見たが、別になんてことのない光景なのでそのまますり抜けた。

　外はもう、すっかり暗くなっていた。

　六人は「それじゃ」とばらばらに散っていく。

　お互いの住所とか、知らない方がいいだろうと神元が提案したので、みんなはそれぞれに行く先は知らない。

　だがその日は、たまたま三都雄と香純が、同じ方向になった。

「──なんだかな」

　三都雄が苦笑しながら、香純に話しかけた。

「ああ？　なにが」

「別に秘密にしなくてもいいんじゃないか、とか思わないか？」

「どうかな、バラされるかも、と思わなくていいんだから気が楽じゃんか」

　香純はクールに言った。

　三都雄はムキになって、

「バラしたら困るのは、そいつも同じだろう」

　と言い返したが、香純は平然と、

「いいや、ひょっとすると俺たちの中に、能力があるふヽりヽだけしているヤツがまぎれているかも知れない」

　と囁くように応えた。

「え？」

　三都雄はぎくり、として立ち停まってしまった。

　香純は停まらない。三都雄はあわてて後を追った。

「ど、どういう意味だよ？」

「よくあるじゃねーか、そーゆードラマが……政府の秘密機関だかなんかが超能力者を密かに監視しているってゆーのがよ」

　香純は淡々と言った。そんなことは三都雄の単純な頭では考えたこともなかったので彼は仰天した。

「ま、マジで？」

「冗談だよ」

　香純は肩をすくめた。

「な、なんだよ！　びっくりしたな」

　三都雄は冷や汗をぬぐった。

「でもまあ、それがほんとうなら一番くさいのはおまえだぜ、三都雄。能力が曖昧すぎるもんな。演技くさい」

「や、やめてくれよ」

「ま、俺たちみたいな出来損できそこないの〝才能〟じゃぁ監視なんかされっこないけどな」

　香純は自嘲じちょうめいた笑みを浮かべた。

「……出来損ないか」

「おまえはまだ成長とかするかもな。でも俺の〈イントゥ・アイズ〉は、これで固まっちまってる感じはある」

　三都雄は少しのあいだうつむいていたが、やがて顔を上げて香純に問いかけた。

「──なあ海影、気になることはないか」

「何を」

「おれたちってよ……ひょっとすると、とんでもなく重要なことでも、ヘーキで見逃してしまっているんじゃないか、って」

「ああ……まあな。今日もなんか、そんな感じはあったな」

「神元じゃねーけどさ、おれたちが気づいていたら、なんとか出来ることっていうのがあると思うんだよ。おれたちじゃなきゃ出来ないことが」

「らしくねーな。なんだ、なんか〝予感〟でもあるのか」

　三都雄は少し黙っていたが、やがて首を振った。

「──わからねーんだ、それが」

「〝熱くて冷たい〟ことか？」

「いや──えーと〝トーワキコー〟って何かわかるか」

「なんだそりゃ」

「なんか、そんな言葉が急に」

「どういう字を書くんだ」

「わかれば苦労はしねーよ」

　香純はぼやき調の三都雄をじっと見つめていたが、やがて、ふっ、と笑った。

「おまえ、俺と一緒だと暗いことを言うんだな。みんなと一緒の時は明るいのに」

「そうかな」

「合わせてるんだろうな」

「そんなつもりはないが……」

「いや、おまえって本質的に〝いいひと〟なんだよ、たぶんな」

「そ、そうかな？」

　三都雄は単純な誉ほめ言葉だと思って、照れた顔になった。すると香純が吹き出した。三都雄はきょとん、とした。

「何がおかしいんだ？」

　しかし香純は笑うだけで、答えてくれない。

「……なんなんだ」

　三都雄はちょっとムッとしたが、結局自分も「へへっ」と笑った。




「じゃあな、このへんで別れよう」

　と香純は三都雄に向かって手を上げた。

「あ、ああ」

　三都雄は口ごもりつつうなずく。そして思い切ったように訊いた。

「あのさ……海影」

「あん？」

「おまえ、ほんとうに七音とつきあってんのかよ」

「──ねえよ」

　香純は顔をしかめた。

「じ、じゃあよ──おまえ、彼女が出来たとして、その娘こに〝才能〟のこと教えるか？」

　三都雄は少し急せき込んだ感じで言った。香純は眉を一瞬上げたが、ほとんど即座に、

「いいや」

　と答えた。

「……だよな」

　三都雄は下を向いて、ため息をついた。

　そして顔を上げると、もう香純は向こうの方を歩いている。

　その後ろ姿を見ながら、

（おれだけなのかなあ……寂しいとか思ってるのは）

　と三都雄は心の中でそんなことを考えている。

　確かに、他の五人がそんなことを聞いたら「なにを今さら！」とあきれることは目に見えているが、三都雄の単純な感性はそういうことまで気が回らないのだった。

　……気が回らないこと、それが結局この数宮三都雄の運命を決定することになる。
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　　３　七音恭子　Aroma
















　未来の匂いをかぐことのできる才能〈アロマ〉の使い手の七音恭子は、他の五人に対して嘘をついている。

　彼女はみんなには、どこかの学校に通っているかのように話すが、現在彼女はどこの学校にも行っていない。

　年齢を「二十歳前」という曖昧な表現で述べているが、実際は香純たちよりも年下である。背が高いので悟られないだけだ。

　そしてもっとも大きな嘘は、彼女は自分はごく普通の中流家庭の娘でこの近辺に住んでいる、と言っているのが、全くの架空ということだ。




　　　　　　　＊




　……あたしは時々、三都雄くんのおめでたい顔を見ていると、意味もなくムカムカしてくることがある。

　いや、別に彼のことが嫌いとかそういうのではない。この人が出てくるのがもう少し遅かったらなあ、とか思っているせいだ。一番最初に出会ったのは、あたしと香純くんだ。まあ、神元くんと希美ちゃんは前からのコンビだったって言うけど、でも六人のチームとしてはあたしたちが発端だ。

　時々思うのだ……

　もし、あのまま二人だけでいたとしたら、あたしは香純くんともう少し──もう少しだけ、もうちょっと仲良くなれたんじゃないか、とか。

　あたしは彼が好きなのだ。

　でも彼は、あたしがいくらそれっぽいことを言ってみても、からかわれているとしか思ってくれないで、結局いつもいつもあたしは笑ってごまかすしかない。

　もっとも、あたし自身があんまり本気で気持ちを伝えようとは思っていないせいもあるけど。ほんとうのことを伝えずに「好きです」とは、やっぱり言えない。




　あたしたち六人の連絡はポケベルで行われている。登録上の持ち主は、ぜんぶ神元功志くんだ。料金も彼が払っている。

　今でこそあたしたちの誰もが金持ちだけど、出会った当時はみんなそこらへんのガキ程度のお金しかなかったはずなので、神元くんはずいぶんと気前がよかった──というか、みんなとの関係のあり方について頭が回ったものだ。

　実のところあたしと香純くん、そして三都雄くんが希美ちゃんと神元くんを見つけるのは実に簡単だった。

　三人が出会ったのが土曜日だったので、そのまま駅前で〝香純くんが見たという残りの三人〟でも通りかからないかなー、とか思ってカフェテリアでぼーっ、と人の流れを見つめているとホントに通りかかったのだ。

「あ、あれだ………！」

　と香純くんが指さすので、あたしたちもそっちを見た。

　通りの向こうを、アベックと言うよりは兄妹、という感じの二人が歩いていた。

「うん、そうだ」

　と三都雄くんもうなずいた。この、三都雄くんの能力がどんなもので、どういう感覚なのかあたしにはどうも理解しにくかったので、つい、

「ほんとかしら？　信用しにくいわねえ」

　と言ってしまった。

　すると彼はムキになり、

「ホントだって！　なんとなくだが、間違いねーよ！」

　とすごい大声で怒鳴ってしまったのである。

「わ、声がでかい…！」

　と香純くんがたしなめたときには遅かった。周り中の目が、じとーっ、とあたしたちに向いていた。

「あ、あはは。なんでもありませーん。なんでもないんです、はい」

　あたしは愛想笑いを浮かべて周りに頭を下げた。

　すると皆は、くすくすとか笑いつつも元に戻っていった。あたしは頬を熱くしながら文句を言った。

「あー、恥ずかしいわ。ちょっと、三都雄くんってば」

「い、いや──別にそんなつもりは」

　彼も顔を真っ赤にしていた。

「…………」

　香純くんだけ無言だ。

　ん、とあたしも彼の見ている方を見る。

　するとさっきの二人組だけが、こっちの方をずっと見つめているのだ。

「──よお」

　と香純くんが彼らに手を上げた。

　すると男の子の方が女の子の顔を見た。彼女は彼にうなずいた。

　そして二人はあたしたちの方にやってきた。

　あたしは、知っていたけど、やっぱり二人から香純くんだちと同じ〝匂い〟がすると、はっ、とした。

「君らは僕たちを知っているんだな」

　男の子──神元功志くんは開口一番、そう言った。

「──そっちも知ってるみたいな口振りだな」

　香純くんが応えると、女の子──辻希美ちゃんの方が三都雄くんを見て、

「あなたの声を知っていたの。それに、今のやりとりもね」

　と言った。

　……なんのことかというと、つまり神元くんが〈ウィスパリング〉でさっきの三都雄くんの大声を感知していた、ということだったらしい。それを相方の希美ちゃんが聞いて覚えていた、というわけだ。あとで細かく説明された。

　でもそのときは、あたしはあきれるばかりだった。

「……どうして、なんでこんな急に集まっちゃうわけ？　今まで全然会えなかったのに」

　と声を上げると、香純くんがクールに、

「……それぞれが予知していけば、ぶち当たるのも予知できるわけで、そうなるとそれが重なってもおかしくない──ってわけか？」

　と言った。

「かも知れないな。君は冴さえているね」

　神元くんがにっこり笑って言った。

　……あとから見て思うのだが、あたしたちの最大の問題点は、世に相容れない能力を持っていたことでも、調子に乗って分不相応なことをやりすぎたことでもなかった。

　六人はいとも簡単に出会ってしまったし、そのみんながあまりにも簡単に仲良くなってしまった──何もかもがあまりにも簡単に手に入りすぎた……それだけだったのではないだろうか。

　あの一億二千万円ものお金にしてもそうだ。いや、お金自体は大したものじゃなかった。その金額の大きささえも、あたしたちでは問題にする者が誰もおらず、いとも簡単に分けあって平気だった──やっぱりそれは安易すぎたのだ。
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　──接近する気配を感知して、闇の中で〝彼〟は待機状態から目を覚ました。

　冬眠機能は、彼の破壊兵器としての能力の一部だった。長期間に及ぶ持久戦、もしくは暗殺のための待ち伏せが要求される状況に於おいて、その能力のおかげで彼は何年もの間、なんの補給もなく生きていられるのだ。

「…………」

　彼は目を開けた。

「──何かが〝罠わな〟に掛かったか」

　口の中だけで呟く。外に音を漏らさない独り言は、長いあいだ孤独であった彼の習性になっていた。単独行動ばかりの彼には、話す相手がいないからだ。

　彼は音もなく、動きはじめた。

　ここはジャングルでもなければ、戦場でもない。ごく普通の都市の、よくあるビルディングの一画だ。別に建設に金を掛けられたものでもなく、ハイテク警備システムとか、そういうものは全然ないローコストのビルである。

　普段は閉鎖されている、地上十階もの長さの螺旋らせん状の非常階段の、その頂点。そこに彼は罠を張って待っていた。

　餌えさは一億二千万円という大金だ。

　だがそんなものが転がっていることは普通の人間にわかるはずもない。

　普ヽ通ヽでヽなヽいヽ人ヽ間ヽしヽかヽ来ヽるヽはヽずヽがヽなヽいヽのヽだヽ。

　それこそが彼を創り出したシステム〈統和機構〉が監視対象としている者たちなのだった。

　わかるはずのないことがわかる、あり得ないはずのことをする──そういう者たちを。その者たちはＭＰＬＳと呼ばれているが、彼自身はその名の由来は知らない。

（──来たか）

　闇の中に灯りがともった。下で照明のスイッチを入れたのだ。

　彼は、非常階段と本館部分をつなぐ通路の曲がり角の、ほんの少ししかない物陰にきれいに身を隠して、階段からはまるっきり姿を確認できないようにした。

　足音が響いてくる。

（男が三人、女が二人か──全員、若い。まだ十代中盤から後半といったところか……）

　反響音の微妙なニュアンスで、彼には上ってくる者たちの身長や体重、そして病気などに罹っているかどうかまでも推測できる。

　彼らの話し声が聞こえてくる。

「……うん、これだ！　この、ぐるぐるした感覚に間違いない」

「このカビの生えた埃ほこりっぽい匂いも、感じた通りね」

「それじゃあ、ほんとにあるってのかよ……その、お宝だか何かが。おい神元」

「僕は自分じゃ自分の能力は聞けないよ。君らが確認したんだろう」

「そうだけどよ……」

「──それにしても、長いわね」

「希美は待っていたらどうだ」

「大丈夫よ。心配しなくて結構」

　………などと、およそ第三者には理解しがたいことを話し合っていた。

（……〝能力〟と言ったな）

　彼は心の中でうなずく。

　どうやらこの者たちは、何らかの形で自分たちの行動を予測して、そして自分らがここに来るということを前もって知っていたようだ。

〝来る〟からそれを予測して〝来た〟のか、〝行く〟と感じたから〝来た〟のか──予知なのか、自分らの都合のいいように未来を創っているのか。それはパラドックスであり、おそらく解明することはできないだろう。

　そして問題はそこにはない。

　問題はこの者たちを彼がどうするか、ということだった。

　危険度が高い場合、これは即座に〝排除〟しなけばならない。そうでなくとも〝捕捉〟する必要がある。殺してしまうか、捕まえるか──

「…………」

　彼は無音で待ち、そして五人は何も気づかず彼の横を通り過ぎてしまった。

　そして頂上の小フロアに置かれていたバッグを見つけたらしく、

「──うひー！」

　とか気の抜けた歓声が聞こえてきた。

「おいおい、ホントにあったよ……なんだこれ、いくらあるんだよ」

「しかし、お宝には違いないが……なんかえらく夢のない代物しろものだな。まんまじゃねーか」

「あ、香純くん──今のが」

「あ」

「ほう、今の言葉を僕は予知してたのか」

「変な感じだな、自分の言葉を前に聞いているつーのは」

「おれのモヤモヤが少しはわかったか？」

「三都雄くんの場合はただの脳天気でしょ」

「そーゆー言い方はねーと思うぞ」

　……わいわいと騒いでいる。しかし、彼が思ったほどその者たちは金のことそれ自体には反応していない。それより自分たちの行動そのものを楽しんでいるかのようだ。

「でも、なんなのかしらこれ。昔、どこかでお金が余ったって言って竹藪たけやぶに捨てた人がいたけど……」

「どう考えても、隠していた、って感じじゃねーよな」

「行き場のなくなった政治献金とかかな……」

「なんか身もフタもないわね」

　……彼は静かに動いて、五人に近づいていく。彼らは話に夢中で、階下の方など見ていない。

（問題は数だ……五人というのは多い。しかも彼らは互いに結託しているようだ。きわめて危険度が高いと見なければならない）

　彼は冷静なる決断を下す。

　全員を、少なくとも行動不能の状態にまで痛めつける──殺しでもやむを得ない。

（よし……！）

　彼は身構えて、下方より一気に五人のところに跳躍して襲いかかろうとした。

　──そのとき、彼らの中の一人、背の高い方の女が何気なく下の方を見た。

　下にいた〝彼〟と、ちょうど目が合った。

（──！）

　彼は瞬間、行動が鈍った。

　そしてその女は、一瞬だけ怪訝そうな顔になったかと思うと、急に信じられない行動に出た。

「あーっ！」

　と〝彼〟を指さして、そして心の底から嬉しそうな笑みを満面に浮かべたのだ。

「あなた、知ってるわよ！」

「……え？」

　彼は、そのあまりにも親しげであたたかい反応に面食らって、目が点になってしまった。人に笑いかけてもらった経験は、それまでの彼の人生では一度もないことであった。
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　あたしが大声を上げると、他のみんなも彼の方を見た。

「あ、ほんとだ。……あいつだ」

　彼を三都雄くんの眼の中に見ていた香純くんが言った。あたしたちも、香純くんの言葉から希美ちゃんがスケッチした絵でその顔は知っていた。綺麗な顔をした美少年だ。

「え、えーと……」

「君は、僕らのことを知っているかい？」

　神元くんが訊いた。

「い、いやその、ぼくは……」

　彼はとまどって、おどおどしている。

「あ、あの、あなたがたは、なんでここに……？　そのお金、あなたたちのなんですか」

　すると三都雄くんが大笑いした。

「いや、おれたち六人のさ！」

「六人……？」

「あなたも入っているのよ、数のなかにね」

　希美ちゃんがにっこりと笑って言った。普段はすましているので、彼女が笑うと、それはそれはとても可愛い。

「…………」

　彼は目をぱちぱちとしている。

　あたしたちは階段を下りていって、彼の前に立った。

「いきなり変な話だが、君は僕らの仲間なんだよ」

　神元くんが言った。

「な、仲間？」

「とまどうのも無理はないがね。君は、他の人とはちょっと違っているんだろう。それでここに来たんじゃないのか？」

「え……」

「おいおい、隠すことはねーんだよ」

　三都雄くんが優しげに言った。

「おれたち、みんな〝才能〟の持ち主さ。おれのには〈ベイビィトーク〉って、あんまりかっこよくない名前が付いている」

「僕のは〈ウィスパリング〉だ」

「…………」

　彼はあたしたちを見回して、口を金魚みたいにぱくぱくと開閉させた。

「あー……そ、それじゃあなたたちも、その、未来のことっていうか、そういうものを……？」

「ああ」

　香純くんがうなずく。

「ほんとうに？」

「本当じゃなかったら、俺たちはここにいないし、おまえもここに来てない」

　肩をすくめて言う。ぶっきらぼうな言い方は香純くんらしい。

「仲間……なんですか、あなたたちは」

「君は？」

　あたしは嬉しくて、まだ笑っていた。

「君は、仲間になってくれないの？」

　すると彼は驚いた顔になった。

「ぼくを……仲間に？」

「イヤかしら？」

「そ、そうじゃなくって……だってぼくなんか、その……信用してもらえないでしょうし」

　彼はうつむいて、ぼそぼそと言った。

「…………」

　あたしたちは顔を見合わせた。

　そしてそろって大声で笑い出した。

「な、なんです？」

「い、いや──君はなかなかユーモアのセンスがあるな、と思ってね」

　神元くんが笑いながら答えた。

「……は？」

「信用できない、か。──大丈夫さ。どうせ僕たちは、もともとみんな互いのことを信用してない」

「ていうか、プライベートは内緒にしてるのよ。あなたも、別に私たちに何もかも教えなくてもいいのよ」

　神元くんと希美ちゃんがそう言うと、彼は唖然あぜんとした。

「でもね」

　とあたしは彼にウインクした。

「それでも仲間で、友達よ。うん、これは確か」

「まあな」

「そうそう」

　香純くんと三都雄くんもにやにや笑っている。

「仲間で、友達……」

　彼はなんだか、この十年ではじめて外に出たときの囚人しゅうじんのような、急に明るいものを見たときのような、そんな顔をしていた。

「君の名前は？　僕は神元功志だ」

　続いてあたしたちはみんな名乗った。

「ぼ、ぼくは……優。天色…優って言います」

　彼はなんだか、ひどく恥ずかしそうに言った。

「可愛い名前ね！　香純くん、お仲間ね」

　あたしが言うと、香純くんはちょっとイヤな顔をし、天色くんはますます顔を赤くした。
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　こうしてあたしたち六人は揃そろったのだった。

　それから色々とあって、今に至っている──ていうか、具体的なことはほとんど何にも起こっていないんだけど。

　神元くんの趣味みたいな人助けでもうすぐ赤ちゃんが産まれる女の人を助けたり、火事の通報を〝起こる五分前〟にしたり、まあそういうことはちょこちょことやったけど、あたしにはやっぱりどこか遊び感覚でしかなかった。

　あたしたちは週三日は会っている。決まっているわけじゃなくて、誰かが何かを予知すると、ポケベルでみんなを呼び出すのだ。場所はほとんどカラオケボックスだった。

「……しかしもったいない気もするわね」

　あるとき、あたしはそう呟いた。

「何がだ？」

　と神元くんが訊くので、

「だあって……全然歌わないんだもん、いっつも。せっかくカラオケなんだしさ」

　あたしは歌謡曲の伴奏がかかりっぱなしのボックス内で両手を広げた。

「歌いたいのか？　僕はそもそも歌なんか知らないから。まあ歌いたいなら、別に」

「みんなは？」

「お、おれは勘弁してくれよ！」

　三都雄くんが頭をぶんぶんと振った。

「う、歌は苦手なんだ」

「音痴おんち、ってわけか」

　神元くんがくすっ、と笑うので、三都雄くんは顔を真っ赤にして、

「た、ただ苦手なだけだよ！」

　と大声を出した。

「……私も」

　と希美ちゃんも言った。

「へ？」

　とてもそうとは思えないので、あたしはちょっと驚いた。

「綺麗な声してるのに？」

「……うん、ごめん」

　そう言って、ちらり、と神元くんの方を見たりする。なんか、彼の反応を見ているような感じだ。

　でも神元くん自体は、そのとき三都雄くんとじゃれてて希美ちゃんの方を見ていなかった。

（……彼が歌わないって言ってるから、合わせているのかしら）

　ふとそんなことを感じた。

「じゃあ、香純くんと天色くんは……」

「ぼ、ぼくは別にどうでも──」

　と言いつつも、天色くんは恥ずかしそうに身を固くして、小さく震えている。……駄目だコレは。人前で歌えるようなタイプではない。

「わ、わかったわよ……やれなんて言ってないわ」

　あたしは苦笑して、そして香純くんを見た。

「…………」

　彼はなんだか、さっきから押し黙っている。

「あのさあ──」

「ねえんだよ」

　彼はぼそり、と言った。

「──は？」

「入ってねえんだよ──どこにもよ。ボブ・マーリイとかスティール・パルスとか」

　彼はいまいましそうに言った。

「……誰だって？」

　神元くんが不思議そうな顔になった。あたしたちもだ。そんな名前は誰も聞いたことがなかった。

「外人か？　ボブってのは」

　という三都雄くんの質問を無視して、香純くんは、

「くだらねーんだよ、ったく」

　と吐き捨てるように言った。

　その声には、はっきりと敵意というか、そういうものがあった。

「…………」

　あたしは、ちょっと絶句してしまった。

「な、なんだよ海影。どうかしたのか」

　三都雄くんが訊ねる。でも香純くんは答えず、

「とにかく──俺はやらねーぞ。馬鹿馬鹿しいんだよ」

　と、不機嫌丸出しであたしを睨むようにしてきっぱりと言った。

　あたしは──

「そういう言い方はないだろう」

　と神元くんが口を挟んだ。

「七音だって、楽しくやろうってつもりで言ったんだぞ」

「だから楽しくねーって言ってるんだよ」

「おまえなぁ──」

「い、いいのよ別に！　ごめんねみんな。変なこと言っちゃって」

　険悪になってきたので、あたしはあわててフォローした。

「歌えればいいんだけどな──悪いな」

　神元くんがあたしの方に向き直り、すまなそうに言った。

「い、いいって！　わざわざそんな」

「…………」

　香純くんは無言だ。

　そのあとで、いつものように大して役に立たない予知をみんなでつつき合わせたり、だらだら無駄話をしたりしていると時間はあっという間に過ぎ、おひらきということになった。

　外に出ると、例によってもう真っ暗だった。

「それじゃあな」

「さようなら」

「またね」

　──と、みんなはそれぞれの家路についていく。

「うん、それじゃ──」

　とあたしはなんとなく立っているふりをして、みんなが去るのを待った。

　もしもあたしの帰り道を誰かに見られると、いろいろ面倒なことになりそうだったからだ。

　なぜならこのときのあたしのねヽぐヽらヽが、そのカラオケボックスのすぐ近くだったからである。

　あたしは、ここ何ヶ月も寝泊まりする場所を転々としている。それはウイークリーマンションだったり、ビジネスホテルだったり、二十四時間サウナだったり──あたしは背丈があるもんで、男っぽい格好にサングラスとかしてると〝業界人〟なんかに見えるので、どこでも見とがめられずにすいすい泊まることができてしまったりするのだ。職業欄には『フリーライター』とか書いたりする。

　おそらく、あの一億二千万円をゲットして、いちばん助かったのはあたしだ。あのときにはもう、家から逃げるときに用意していた資金がほとんど底をついていたからだ。あのままだったら野宿でもするしかなかったろう。

　このときは駅前の安ホテルだった。ナニするあヽーヽゆヽーヽホヽテヽルヽじゃないが、ほとんどそヽーヽゆヽーヽことにしか使われてないんじゃないか、というようなところだ。金の問題じゃなく、素性すじょうが知れなくても簡単に泊めてくれるからである。

（──そんなのに出入りしているトコを見られると、なんかアレだしね）

　あたしは、すこしその場に立ちんぼうしていたが、やがてとぼとぼと歩き始めた。

　夜の街には、昼間の残滓ざんしともいうようなにごった匂いがある。それがあたしにからみついてくるような気がした。

　なんとなくご飯を食べる気にはならなかった。さっきの集まりではお菓子をつまんだ程度だったが、食欲がまったく湧かなかった。

「あーあ……」

　自分でもよくわからない、無茶苦茶ブルーな気分だった。

「あたしって、だめね……」

　そんなことをひとり呟いてしまったりした。

　ホテルは歩いて二分とかからない場所だった。そしてあたしがその前に到着した、まさにそのときである。

「──おい七音」

　と背後から声が掛けられた。

　──香純くんの声だった。

（…………?!）

　ぎょっ、として身体が硬直した。

　み、見られたのか……ホテルに入ろうとしているところを？

　こんなホテルに、女子高生とかが入っていく理由というのは、世間的にはひとつしか考えられないだろう。

　どうしよう、どう言い訳しょう。なんて言えばいいのだろう？

「…………」

　あたしが呆然ぼうぜんと立ちすくんでいると、後ろから香純くんが近づいてくる足音がした。

「なあ、あのよ……」

「な、なに？」

　あたしは、ばっ、とまるでバネ仕掛けのおもちゃのように彼の方を向いた。

　どっどっどっ、と心臓が鳴っていた。

「いや……」

　彼は言いにくそうに口ごもった。

『なんでおまえこんなところにいるんだ？』と今にも質問してきそうな気がした。

『ち、ちがうの！　そういうんじゃないの！』とあたしも口走りそうになる。でも喉に何かがつかえているような感じがして、声が出ない。

「あ……」

　あたしがかすれる声で言いかけたところで、香純くんは、

「いや──悪かったよ」

　と言った。

　あたしはぽかん、となった。

「──は？」

「さっきは悪かった──なんか、ムキになっちまって」

　香純くんはあたしから目をそらして、横を向きながら言った。

「あ、あー……い、いいのよそんなの」

　あたしは、まだ動揺がおさまっていなかった。

「そ、それで、わざわざあやまりに来てくれたの？」

「……なんか、落ち込んでるみたいに見えたから」

「大丈夫よ。なんてことないわよ、うん」

　香純くんは、別にあたしがどこに行こうとしてたか、とかには全然気づいていないようなのでほっとした。

「こ、こんなところじゃなんだからさ、お茶でもしない？」

　あたしは、とにかくここから離れようとそんなことを言ってみた。

「こんな……？」

　香純くんは、ここでやっとそこがいかがわしいホテルの前だということに気づいた。こんなところで男女が話し合っていると、それはひとつの意味にしか取れない。

「……！　そ、そうだな」

　あわてて彼もうなずく。

　それであたしたちは連れだって喫茶店に行った。

「……でも香純くん、ほんとにあやまることないわよ。あたしがつまんないこと言ったからって」

　あたしはコーヒーをすすりながら言った。コーヒーは安物だ。でもあたしは、一流の豆を使った本格的なものより、二流のブレンドものの香りの方が、なんか落ち着く。

「いや、あれはただの八つ当たりだったんだ。関係ないのに、おまえに当たっちまった」

　香純くんはうつむいて言った。

「関係ないって……仲間でしょ、あたしたち」

　あたしがちょっと寂しくなってそんなことを言うと、香純くんは首を振った。

「関係ないってのは、そういうことじゃなくて──昔のことなんで」

「昔？」

　あたしはひどく気がそそられた。

「ああ。昔のツレがな──いや、男だよ、もちろん──そいつがカラオケとか、結構好きな奴で。よく徹夜で歌い通すとかいうのにつきあわされて」

「ああ、それでうんざりしたとか」

　とあたしは気軽に言ってしまった。でも香純くんはまた首を振った。

「そうじゃない──そいつ、死んじまったんだよ」

　ぼそりと言われたので、一瞬意味がつかめなかった。

「え……」

「そいつ、俺以外に友達とか全然いなくてな。誘う奴が他にいなくて、だからなんかいつもつきまとってくる、みたいな感じだったんだけど、でもよく考えてみたら、つきまとっていたのは俺も同じだったみたいなとこもあって」

「…………」

「カラオケってのは、なんの取り柄もなくて特にすることがないアイツの唯一のなぐさめみたいな感じで。嬉しそうに歌ってたんだが……へたくそでな。で、うまくなんないまんま、知り合いも誰もいないトコで、ぱたっ、とくたばっちまった」

「…………」

「で、なんか──なんつうんだ、とにかく、その──カラオケは嫌になったんだ。アイツはあんなに好きだったんだから、歌ってやる方が供養とかにはなる、とは思うんだがな。でも、でもな、なんか──」

　テーブルの上で、彼はせわしなく指先を組んだりほどいたりしている。

「…………」

　あたしはなんと言っていいかわからず、彼を見つめている。

「──だから関係ない。おまえや神元たちにはな。まるっきりどうでもいいことだろう。そんなことであんな態度をとったりして、やっぱり──ごめんな」

　彼は顔を上げて、あたしを見た。

　そして、ぎょっとした顔になった。

　あたしが泣いていたからだ。

　ぼろぼろ涙をこぼしていた。

「な、なんだよ？」

「香純くん……ごめん」

　あたしはしゃくり上げながら言った。

「ごめん、ほんとうに……あたしって、なんて無神経なことを……」

　悔しくて悔しくてたまらなかった。

　あたしは未来の香りがわかるけど、でも肝心なことは全然わからないのだ、と思って、情けなくて情けなくて、あとからあとから涙が出てきて止まらなかった。

「……ごめん、ごめん、ごめんなさい、ごめんなさい──」

「や、やめろよ！　なんだか俺がひどいことしてるみたいじゃないか……！」

　香純くんはあせって周りに目をやる。でもあたしはどうしようもなかった。

　涙と一緒に鼻水が出てきたりしてみっともないことこの上なかったが、抑えようがなかった。

「お、おい。とにかく顔をふけ」

　香純くんはハンカチを差し出した。あたしは受け取るが、そのまま握りしめてしまう。

「ええい──しょーがねえなあ」

　香純くんはテーブルの上に立てられていたスタンドから紙ナプキンを何枚も引き出して、あたしの顔をごしごしとこすった。

　あたしはされるがままで、まるで三歳児みたいだったけど、でも──不思議とちっとも恥ずかしいとは思わなかった。




　　　　　　　＊




　……もしお金が続かなかったとしたら、あたしはどうしていたろうか？

　家出をあきらめて、うちに帰って、認知訴訟にんちそしょうにしくじった今でもメカケ根性が抜けないだらけた母親とその愛人に飯でもつくっていたろうか？

　それとも家にはあくまでも帰らず、水商売とか、風俗とか、そういう店で働いていたろうか。

　それとも──この考えがもっとも惹かれるのだが──どこかで死んでいたか。

　でも今となってはもうどれもひどく現実味というか、重みのない認識である。

　なんせ、六人でいるとき以外、ここ何ヶ月かあたしは他の人とまともに話したことなんか一度もない。正直言って、六人でいるということ、それ以外もう他のことなんかどうでもいい、という気になっている……。

　みんな、口先では『おまえらのこと全然信じてねーから』とか言ってるけど、でもそういうことを最も語る香純くんがいちばん優しかったりする……。

「あたし、たぶん長生きできないと思う」

　いつものごとく勢揃せいぞろいのカラオケボックスの中で、あたしはそんなことを言った。

「？　なんで」

　三都雄くんがぽかん、とした顔で訊いた。

「なんとなく」

　とあたしは答えた。

「そ、そんなことはないよ、七音さん」

　と天色くんが言った。

「みんなで助けあってればどんなことでも乗り越えられるよ、きっと」

　彼が言うと、その言葉はすごく一生懸命なものに聞こえる。

「助けてくれんの？　天色くん」

　あたしはニヤリと笑って言った。

「も、もちろん！」

　彼は大真面目な顔でうなずいた。

　すごく嬉しかったが、でもあたしはいつものようにまたふざけはじめてしまう。

「香純くんは？　守ってくれる？」

「気が進まねーな」

　彼は苦虫をかみつぶしたような顔で言った。

「だいたい、俺の方がおまえより先に死ぬだろうしな」

「またまたぁ。すぐそーゆーことを」

「おまえが先に言ったんだ」

「未来さきのないことじゃ負けるつもり、ないわよ」

「大して違わねーよ」

「あは、そーかしら？」

「同じ穴の狢むじなだろ、俺たちゃ」

「……よくわかんねーんだが、その、おまえら」

　と三都雄くんが不思議そうな顔で口をはさんできた。

「そういうこと言ってて、怖くないのか」

「別に」

　香純くんはそっけない。

「まあね──事実は事実だし」

　あたしはけらけらと笑った。

　三都雄くんは首をひねっている。……しかし誰が怖がっていないって、三都雄くん本人がいちばん無邪気、という気もするのだった。

　そのとき、希美ちゃんがみんなの方を向いて、

「しっ！」

　と口に指を当てた。彼女は精神統一に入りつつあった神元くんを見ていたので、黙っていたのだ。

「はじまりそうよ──静かに」

　あたしたちも口を閉ざして、成り行きを見守る。

　神元くんは、自分の〝囁き〟を録音することを固く禁じている。理由はまあ、あとに残るものから周りにバレる危険を冒さないため、ということだ。それでかつては希美ちゃんという相棒が、そして今はあたしたちという聞き役が必要なのである。

　がくがく、と彼の身体が震えはじめた。

　ひゅうおお、などという形容しがたい風のような声が彼の喉から洩れ出す。

「……のか……純度は充分なのか……ごごん……問題ない……百パーセントの代物……ごごん……どんなのでもこいつでいちころだ……ごごん」

　──声はひとりではないようだ。そして人間の声だけでもない。背後の音も一緒に発している。

「……それにしても久しぶりのひどい雨だ……急に降ってきたな……ごごん……しかし量に見合うだけの額は用意してあるのか……ごごん……もちろんだ……ごごん……」

　──と、そこまでで、神元くんはいつものように、ばしっ、と電気に打たれたみたいにひきつると、元に戻った。

「……と、なんて言った？」

　あたしたちに訊いてきた。

「あー……」

　あたしは困った。

「なんか、またやばそうな感じだぜ」

　三都雄くんが、はー、とため息をついた。

「たぶん、麻薬の取引かなんかだ」

「なんだって？　ほんとうか」

「純度、とか言ってたし、たぶんそうよ」

　希美ちゃんも眉を寄せている。

「しかも、かなり大規模のものだと思う。〝量に見合うだけの額〟って、個人レベルの売買って感じじゃないし」

「なんてこった──大当たりか」

　神元くんもさすがに顔が蒼あおい。

「どういう環境か、特定できないかな。警察に通報しなけりゃ──」

「警察なんかアテになんねーよ！」

　いきなり香純くんが怒鳴ったので、あたしたちはびっくりした。

「な、なに？」

「あんな連中、平気で下の連中を見殺しにするんだ！　通報したところで、ルートをたどるためとかぬかして、取引させて追跡するとか寝言ほざくに決まっている！」

　らしくもなく、彼は顔を真っ赤にして叫んでいた。

「そんなことしている間に、実際に売られた奴らはみんなボロボロになっちまうんだ！　一刻も早く、こっちでなんとかしなけりゃ……！」

　拳をぎゅっ、と握りしめて、ぶるぶるぶる、と全身が小刻みに震えている。

　無茶苦茶に怒っていた。

「…………」

　あたしは、そんな香純くんを見るのははじめてだったので、どうしていいのかまったくわからず、愕然がくぜんとしていた。
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　　４　天色優　Stigma
















「…………」

　天色優には、もちろん海影香純の興奮の理由がわかっている。彼は仲間たちの素性はとっくの昔に調査済みであった。

　香純は以前、親友を麻薬がらみで失っている。中毒の禁断症状で暴れたその少年をかばうと同類と見なされ、退学になると知っていて、それでも助けようとした友人をだ。彼にとって麻薬というものは許しがたい不倶戴天ふぐたいてんの敵なのである。

「おい、おちつけ海影！」

　神元功志が彼を怒鳴りつけた。

「落ち着いていられるか！」

　香純は逆に怒鳴り返した。

「神元、そいつはどこだ！　いつのことなんだ！」

「わかるわけないだろう！　僕は自分が何を言ったかも知らないんだぞ！」

「誰かいねーのかよ?!　わかるヤツは！　ちくしょう！」

　香純はテーブルを殴りつけた。

「か、香純くん……？」

　七音恭子が呆然としている。数宮三都雄や辻希美もだ。

　……だが天色優はひとり、冷静そのものだ。

「──おそらく、どこか高層建築の途中の工事現場の近くだよ」

　静かに言うと、香純が振り向いた。

「……なんだって？」

「ごごん、ごごん──って音がしていたろう？　あれは圧搾あっさく蒸気でシャフトを地面に打ち込む音だよ。ビルとか、そういったものをつくるときにしか使われない機械の音だ」

「──な、なるほど！」

「それに、雨が降ってきた、とも言っていた……時刻はこれで特定できそうだ。ひさしぶり、と言っているから、近いうちに一番最初に降る日の、その直後だ」

　優は淡々と話す。

　みんな、めったにない彼の雄弁に目を丸くし、香純だけが真剣に、ふむふむとうなずいている。

「今までの例から言うと、神元くんの能力が、なんのヒントもなしでいきなり発現したときには、近隣のことで、かつ二週間以内のことばかりだ。他の者の予知を下地にするともっとスパンがあるけど、これまでの例では九日がもっとも先のことだったから、今回もその方向で推測して間違いないと思う」

「そ、そうか！」

「ち、ちょっと──天色くん」

　希美がおずおずと口をはさんできた。

「あ、あなた……そんなこといつのまに知っていたの？」

「みんなの話をずっと聞いていたからね」

　彼は微笑みながら言った。事実であった。

　そのために──〝監視〟するために彼は六人の中に紛れ込んでいることを正当化しているからだ。

「でも──」

「香純くんは本気だよ。止めても無駄だ。だから、ぼくは手伝おうと思う」

　穏やかに言った。

「天色──」

　香純は目を輝かせた。だがすぐに首を振った。

「いや──気持ちは嬉しいが、別に巻き込むつもりは」

「お願いだ、やらせてほしい」

　彼は頭を下げた。

「おい、おまえたち──危険なんだぞ。わかっているんだろうな」

　神元が言った。

「もちろんさ。ねえ海影くん」

「あ、ああ！」

「そうか──ならばしかたがないな」

　神元はため息をついた。

「僕もやるよ。二人だけじゃ心もとない」

「功志！」

　希美が大きな声を出したが、彼はそれを手を挙げて制した。

「やるといったらもう退ひかない。徹底的につきあうよ」

「──あーあ。ったくよ、おまえらそろって単純バカなんだからな」

　三都雄があきれた、という声で言った。

「しかし……単純ってことなら、おれもつきあわなきゃならねえだろうな。いつも言われている以上、よ」

　へへっ、と鼻の下をこすって見せたりする。

「数宮くんまで、そんな──」

　希美はおろおろしている。

　そこに七音恭子が、

「……川沿いよ」

　とぽつりと呟いた。

「え？」

　全員が振り向くと、彼女は肩をすくめた。

「河の、腐った水の匂いがする。場所はだいたいわかるわ」

「七音、おまえ……」

　香純は目を丸くしている。

「まさか、あたしを除のけ者ものにしようっていうんじゃないでしょうね、ん？」

　七音はウインクした。

「…………」

「わ、私も！」

　クールな希美が、らしくもないあわてた声で言った。

「私も行くわ！　仲間外れにはしないで！」

「希美──」

　と神元が口を挟みかけたが、三都雄が、

「いいじゃねえか、一緒にやろうぜ」

　と笑いながらとりなした。

「しかし──」

「いざとなったら、天色が守ってくれるってよ。さっきそう言ってたよな、天色？」

　冗談半分に言われたのだろうが、天色優は微笑みながら、

「まあね」

　とうなずいた。




　その日は土曜日だったので、明日の日曜、朝一番からその〝場所〟を探ることにしようということで、六人は解散した。

　天色優が夜の街をひとり歩いていると、後ろから辻希美が追いかけてきた。

「天色くん！」

「──ん？　ああ、辻さん。なんですか」

　彼は、足音だけで希美のことを認識していたが、声を掛けられるまではわざと振り向かなかった。

　二人は並んで、目の前を通行人が過ぎていく駅前広場のベンチに腰を下ろした。

　希美は焦った調子で話し出す。

「あ、あの──あなた、どのくらい知ってるの？　みんなのこと」

「なんのことです？」

「だって──さっき、功志のこと、いろいろ知っていたじゃない」

「ああ、いや、別にそれほどわかってるわけじゃないですよ。神元くんのことだって、みんなもだいたいわかっていたんじゃないかな？　辻さん、あなたほどじゃないにせよ」

「私は──」

「好きなんでしょう？　幼なじみの神元くんのこと」

　彼がそう言うと、希美は「うん」とうなずいた。しかし、

「うん……でも、でもね」

　と口ごもる。

「私は──」

「おっと、プライバシーは言わない約束ですよ」

　優は優しく言った。彼女が何を言おうとしているのか、彼はもう既に知っている。

〈オートマティック〉の辻希美が、他の仲間に隠している秘密を。

「……わかっているのね」

　希美も、弱々しく呟いた。

「でも、それがなんです？　ぼくたちは仲間でしょう」

「そう思ってくれるの？」

「もちろん」

　彼は微笑した。

「というか、ぼくの方こそ辻さんに訊きたいくらいです。ぼくを仲間だと、友達だと思ってくれるか、って」

「……優しいのね、天色くん。さっきも海影くんに真っ先に賛成したし」

「優しいのは君たちですよ。ぼくはただ、みんなに合わせているだけです」

「ありがとう──」

　希美は小さくうなずいた。

「そうだ。ぼくの方も、辻さんに秘密をひとつ打ち明けますよ」

　彼はいきなり言った。

「え？」

　希美は目を丸くした。

「ぼくはですね、辻さん、実は……」

　深刻そのもの、という顔で話し出したので、希美はごくっ、と唾を飲み込んだ。

「実は──人間じゃないんですよ」

「……へ？」

「世界征服をたくらむ巨大秘密組織が作り上げた人造人間なんです。誰にも言っちゃいけませんよ」

　大真面目な顔で言う。大真面目すぎた。明らかに冗談だった。そうとしか思えぬ調子であった。

　ぷっ、と希美は吹き出した。

　そしてくすくすと笑いを止められず、背中を丸くして、肩をふるわせた。

「……本当のことですよ、誰にも言わないでくださいね」

　優は大仰おおぎょうな口調で、重々しく言った。

　希美は笑っている。笑いながら、目の端はしに涙をくっつけている。

「わ、わかったわよ。誰にも言わないでいてあげるわ」

「恩に着ます」

　優は、ここでやっと、にっこりと笑った。

　希美も微笑み返した。

「ほんとうにありがとう、天色くん」

「いえいえ、お互い様ですよ」

　そして希美が、

「そう言えば……」

　と言いかけたところで、急に優の身体が、びくっ、とひきつった。「──！」

　顔を上げて、周囲を見回す。

「どうかしたの？」

　と希美が訊いても、何も答えない。やがて、

「……辻さんは、電車に乗りますよね？」

　と逆に訊いてきた。

「え、ええ」

「じゃあ、ホームまで送りますよ」

　と言うと、彼女の手を取って、引っ張るようにして駅に連れていき、彼女の行き先も訊かずに路線の最終駅までの切符を買って、押しつけるようにして渡した。

「ち、ちょっと天色くん」

「おごりますよ」

　彼はそっけなく言い、自分は入場用に一番安い券を購入した。

　そして彼女を、ほとんど押し込むようにして電車に導くと、自分は駅ホームに戻った。

「それじゃ」

　と閉まるドアの前で希美に手を振ると、彼女もおどおどしながらも手を振った。

「ま、また明日よね。天色く──」

　と言いかけたが、その声は途中で断ち切られて、電車は発車してしまった。

「…………」

　天色優は、電車が行ってしまうと、氷のように冷たい無表情に変わった。

　後ろに下がり、ベンチに腰を下ろした。

　うつむいて、膝の上で指を組んでいると、その前に人影がひとつ立った。

「よお、ユージン？」

　そヽれヽが口を利いた。そヽれヽはひどく奇妙なシルエットだった。手足が棒のように細いのに、身体と頭はボールのようにまん丸なのだ。不思議な体格をしていた。

「なんだ、スプーキーＥ」

　天色優は静かに言葉を返した。

「おまえ、こんなところで何をしているんだ？」

　スプーキーＥと呼ばれた怪人はニヤニヤ笑いながら言った。

　土曜の夜であり、すでに駅で電車を待つ人影はまばらだ。彼らの周囲にも他には誰もいない。

「何故そんなことを訊く」

「おいおい……！」

　スプーキーＥはわざとらしく、大仰にため息をついて見せた。

「つれねーじゃんかよ、同じ統和機構の生体ユニットじゃねえか」

「何の用だ、と訊いてるんだがな」

　天色優の声は、五人の仲間を前にしているときとはまるっきり口調が変わっている。ナイフのような、話しかけられると斬られるような鋭く、容赦のないものになっている。

「…………」

　スプーキーＥも、表情から戯おどけを消した。

「──なんのつもりだ、ユージン。ここは俺のテリトリーだぜ。なんでてめえがここにいる？」

「テリトリー、か」

「そうだ。この辺は俺の組張りだ！　てめえがいくらＢ７級でも、俺の仕事を荒らすのは許さねえぞ……！」

「Ｃ９級のくせに、このぼくに意見するという訳か」

　天色優はニヤリと笑った。それは、さっき辻希美に見せていた微笑と正反対に、相手を攻撃する意図しかない笑い方であった。

「それがどうした！　階級は、あくまでも目的を分けるためのもので、下は上に絶対服従というわけじゃねえ！」

　スプーキーＥは歯を剥むき出だしにして凄すごんだ。

　対して、天色優は冷静そのものだ。

「……目的が違うなら、何をこだわっている。おまえはただ、近くに統和機構の者が他にいると、自分の自由がなくなるようで怖いだけなんだろう」

「……なん、だと…?!」

　スプーキーＥの膨れた頬がぴくぴくと震えた。

「それより、おまえは何をしている。この区域の薬品汚染度はＦレベル以下に抑えろ、ということになっているはずだ。麻薬の浸透度が高すぎるんじゃないのか」

「てめえには関係ない！」

　大声で怒鳴る。だが二人以外の駅にいる人間の大半は酔っぱらいで、彼らの会話など耳にも留めない。正気な者も、酔っぱらいのたわごとだと思って内容を吟味したりはしない。

「だったら、かまうな。おまえはおまえの任務を遂行していればいいんだ、スプーキーＥ」

　宣告した。

　ぐ、とスプーキーＥは顔を憎しみに歪ゆがめていたが、やがて「へっ」とせせら笑った。

「おまえこそ……あの五人のガキどもはなんだよ？　あれがおまえの〝監視対象〟だって言うのか？　あいつらがＭＰＬＳだとでも言うのか、あの役立たずの落ちこぼれどもがか」

「…………」

「てめえも、ずいぶんと勝手なことをしてるみたいじゃねえか……ええ？　おまえも、ここんところ中枢アクシスに何の報告もしてないんじゃねえのか？」

「…………」

「あのガキどもがＭＰＬＳだったとして……ちょいと長いこと放ほったらかしにしすぎだよな？　ん？」

「…………」

「なあ、てめえ、何してるんだよ？　はっきり言って、上に知られたら困るのはおまえの方じゃねえのか」

「…………」

「なあ、おい──場合によっちゃ相談に乗ってやってもいいんだぜ」

　スプーキーＥは、ふたたびニタニタと笑った。

「おまえ、何かを掴んでんじゃねえのか……？　え、統和機構の言いなりにならずにすむような、なんかを──」

「──スプーキー・エレクトリック」

　天色優は静かな、しかし強い声を出した。

「おまえはＣクラスで、ぼくはＢだ──おまえがぼくの行動を少しでも阻害そがいするなら、ぼくにはおまえを〝処理する〟権利があることを忘れるな」

「……言うねえ」

「それとも戦やり合おうって言うのか？　特殊能力タイプのおまえが、単式戦闘タイプのぼくと、まともにでも不意打ちにでも、はたして太刀打ちできるつもりか？」

　明らかな脅迫である。しかしスプーキーＥの笑いは消えない。

「オーケイオーケイ！　いいだろう、好きにするといいさ……だが手助けがいるならいつでも言ってくれや。ん？」

「失せろ」

「わあったよ──へへっ、だがなユージン、気をつけた方がいいぜ。なにせこの街にはアレが潜んでいるってもっぱらの評判だからな」

「……なんのことだ？」

「〝ブギーポップ〟だよ！　ヤツがいるのさ、この辺によ！」

　笑って言う、その口調は冗談だ。だがスプーキーＥも、やがて己の右耳がその〝アレ〟に切断されることを知っていたらとても笑えなかったろう。

「…………」

　天色優は少しのあいだ無言だったが、やがて、

「……怪談なんぞを信じているとはな」

　と平静な顔のまま言った。彼もまた、自分が向かいつつある運命のことを知らない。その車輪はとっくに回り始めていることを。

「怪談ねえ……まあそうだろうよ。でもその名前が、いくつかの原因不明の失敗にからんでいることは事実だからな。へへへっ」

　スプーキーＥ自身もこの時点では信じてはいない。ただ天色優をからかっているつもりでいる。

「…………」

　天色優は返事をしない。

　その肩に、スプーキーＥはなれなれしく手をぽん、と置いた。

「注意するんだな、ユージンよ」

　そして「ぶふふはははっ！」という高笑いと共に怪人は去っていった。

「…………」

　天色優はふたたびうつむく。

　運命──

　たとえ彼の仲間たちが未来を見ることができでも、運命を見ることはできない。それは未来の光景などという〝点〟ではなく、流れていく方向そのものなのだから。その車輪の回転を止めることは、どんな能力を以もってしてもできないのだ……

　駅に『──電車が通ります。黄色い線の内側に下がってお待ちください──』というアナウンスが響き、やがて回送列車がホームの横を通過していった。

　電車が去った後に、もう天色優の姿は駅から消えていた。
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「──いいものがあるな」

　海影香純は、その放置自転車を見て呟いた。

「ん？」

　他の五人は彼の方を訝いぶかしげに向く。

　場所は、すでに問題の工事現場近くだ。朝の七時に集まって、そして九時には彼らは目的の〝取引現場〟になる所を見つけだしていた。〝〈ムーンテンプル〉建設予定地〟とか看板が立てられている。今建てているビルの名前だろう。

　工事は休みであり、辺りはしーん……と静まり返っている。人の気配は彼ら六人以外ない。

「なんのことだ？　その自転車がどうかしたのか」

　神元功志が訊ねても、香純は何も言わずに自転車についているバックミラーをいじくっている。

　自転車はもう半分ゴミになっている。チェーンは外れ、カゴには通行者が捨てていった空き缶が山積みになっている。おそらく乗り捨てられた盗難車だろう。

「…………」

　香純はその壊れかけたスクラップの、ガタガタになっている鏡を微妙に動かしている。

「……ちょっと、香純くん」

　七音恭子が側に寄り、彼の肩をつついた。

　すると香純は、

「……七人だな」

　と呟いた。

「え？」

「七人が集まっている。外国人が三人いる」

　彼は淡々と、いきなり言い出した。

「あ」

　と、いち早く悟った辻希美が声をあげる。

「その鏡に〝映って〟いるのね？」

「い？」

　七音恭子が香純の顔を見た。香純は能力を出しているときの、一種憑つかれているような目つきになっていた。

「人の眼の中だけじゃなくて、そういうのもアリなの？」

　みんなの驚きをよそに、香純は静かに続ける。

「……しかし、なにかヤクザって感じじゃないな、学者っぽい。……外人連中はロングコートを着て、しかし国はよくわからん。日本人らしい奴らは、背広なんか着てやがる──」

　ちっ、と彼は小さく舌打ちした。

「──遠くの景色だから、細かいところまではわからねえ」

「どの辺に立っているの」

　希美がスケッチブックを広げながら、鏡が映していると思われる方角を見た。

「いや、今回は描くな」

　神元がすばやく彼女の手を掴んで止めた。

「どうして？」

「危険そうだし、第一よくわからないと海影も言ってる。あまり後に残るようなことはやめよう」

「そうだね。そう思うよ」

　天色優も肯定すると、希美は彼の方を見て、

「……そう思う？」

　と訊いたが、それで関係ない三都雄が、

「そーだな」

　とうなずいてしまった。

　希美は白いスケッチの紙面を見ながら黙る。

「……なんか描けるの？　〈オートマティック〉が出そうだとか」

　七音が訊いた。希美ははっ、とした顔になって、

「う、ううん」

　と首を振ってスケッチを閉じた。

　その間に香純は鏡が映していた場所にひとりでずかずかと進んでいってしまっていた。

　みんなはあわてて彼の跡を追う。

「お、おい、あんまり焦るなよ海影」

「大丈夫だ。空の色は今とまるっきり違っていたからな。少なくとも半日以上は先のことだ」

　香純はぴりぴりした口調である。

　そして、足を停めると周囲をぐるぐると見回した。そこは工事現場そのものからは少し離れた鉄骨などが積んである資材置き場だった。シャベルカーが何台か停められていた。

「…………」

　彼は鋭い目つきで、それらを観察している。

「しかし、具体的にどーするんだよ？」

　三都雄が、他の者たちの意見を代弁した。

「本当に警察には知らせなくていいのかよ」

「知らせるさ……ただしクスリを全部こっちで処分してからだ。警官がワルで横流しなんかされないよーにな──」

　官憲に対する偏見に満ちた発言をしながら、香純は鉄骨の山によじ登ったりしている。

「……でもあたしたちみたいな、ただのガキにそんな大それたことできんのかしら？」

　七音が不安そうに言った。

「だから、ここまで来てくれただけでおまえらには感謝してるよ」

　香純はそっけない。ひとりであれこれ動いて、その理由を説明しない。

「……さっきから何を調べているんだ？」

　と神元に訊かれても、彼は答えない。しかしそこに天色優は声を掛ける。

「香純くん、そっちの鉄骨はだめだ。やるならこのシャベルカーの方がいい。下の土を掘っておけば簡単に倒せるよ」

　といきなり、すらすらと指示を出した。

「……そうかな」

　香純も、言われて優を見る。

「崩せないかな、こいつは」

「タイミングを測るのが計算しにくいよ」

　二人は納得し合って話しているが、他の者にはさっぱりなので、希美が訊いた。

「……どういうことよ？　崩すとか倒すとかなんのこと？　……まさか」

　言っている途中で本人も気がついた。

「その〝連中〟にそヽれヽで攻撃しようって言うの……？」

「なんだって？」

　神元が目を丸くした。

「おい、鉄骨を落としたり、シャベルカーを上に倒れかけさせようって言うのか？　そんなこしたら、下手すりゃ死んじまうぞ！」

「だからどーだって言うんだ。連中のやってることはそヽーヽゆヽーヽこヽとヽだぜ」

　香純は静かに言った。

　彼は友人が麻薬にはまっていても、それを見逃してしまっていたことに罪悪感がある。過剰な攻撃性はその裏返しだった。自殺願望すれすれの自罰志向もそこにはある。

　だがそんなことは他の者にはわからない。

「そういうことじゃなくて……君ら二人まで人殺しになることはないだろう！」

「俺のことなんかどーでもいいだろうが」

「そんなこと……！」

「大丈夫、うまくやれるよ」

　天色優が微笑みながら言った。

「連中の〝立つ〟場所までわかってるんだからね、こっちは。殺さなくても取り押さえられるよ。そしたら警察に渡せばいい」

「……それならいいが、できるのか？」

「それをこれから検討しようって言うんだよ。ね、香純くん」

「…………」

　香純は無言だ。殺しちまってもかまわないと、その眼は言っていた。

　そして、それで自分がどうなろうとかまわない、とも。

「さて、問題は方向だけど──」

　天色優はその稚わかい殺気を平然と受け流しながら、作業を進めていった。やがて七音恭子が、

「──手伝いたいんだけど、何をすればいいかしら？」

　と手を挙げて言ってきたのを皮切りに、他の者たちも香純と優に協力しはじめていった。いつものように。

　この六人は結局そうなるのだった。
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　──ごごん……

　急に空には雲が立ちこめて、たちまち激しい雨が降り始めた。

「久しぶりのひどい雨だ」

「急に降ってきたな」

　作業している箇所から少し離れたがら空きの工事現場で男たちは舌打ちしながら空を見上げた。

　全部で七人。日本人が四人に、外国人が三人いる。それぞれ分かれて、離れた距離から向かい合って立っている。

　……ごごん……

　とすぐ近くから地面にシャフトが打ち込まれる轟音が響いてくる。

「しかし量に見合うだけの額は用意してあるのか」

　日本人のひとりが、外人らしき連中のひとりに尋ねた。

「もちろんだ」

　と外国人たちは流暢りゅうちょうな日本語で答えた。

　……ごごん……

　しかし、そう言って外国人たちが開けて見せたトランクの中には金は入っていなかった。

　その中には、細かい黒いチップのような物が、ほんの少ししかない。

　にもかかわらず、見せられた連中は、

「おお……！」

　と歓声を上げた。

「すごいな、あんたらどこで手に入れたんだ？」

　銀縁眼鏡をかけた日本人のひとりが外国人に訊ねた。

　どうやら、この日本人たちはどこかの企業の開発とか、そういう関係の者たち──つまりサラリーマンのようであった。黒いチップは、端はたからはまるっきりわからないが、高度な技術を示唆する宝石以上の貴重品のようだ。

「交換は本当に麻薬でいいのか？」

「ああ。麻薬が世界中で、一番手っ取り早く金になるからな」

「金ならネットでどこにだって振り込めるぜ。それともあんたら、ネットを使えない事情でもあるのか」

「余計な質問だな。我々は取引をするだけじゃないのか」

　ギャングのようなことをしていながら、彼らは両方ともそのことに負い目も開き直りもなかった。仕事をしているだけ、という無感動がそこにあった。特に外国人の方はただの手段として完全に割り切っている感じである。

　降っていた雨が、今度は急にまばらになり、そしてやんでしまう。

「まあいいさ。こっちもビジネスだ」

　日本人たちはトランクを前に持っていって、地面に置いた。そして後ろに後ずさる。

「…………」

　外国人のひとりが前に出てきて、トランクの横を通り過ぎて、日本人たちに黒チップ入りの荷物を渡した。

　そして戻りがけに、トランクを掴もうとその手を伸ばした。

　そのときである。

　ぎヽいヽいヽ──という異様な音があたりに響いた。

　ん？　とトランクを取りかけていた男は音の方に目をやった。

　そのとたん顔が強張った。

　彼めがけて──正確には彼の前に置かれているトランクめがけて、横に停められていたシャベルカーがその巨体をぐヽらヽりヽと傾かせて、倒れかかってきていたからである。

「────！」

　男はあわてて身を引いた。その一歩手前に、シャベルカーの長い鋼鉄のアームがどヽどヽんヽ、と落ちた。

　それはトランクの上に正確に命中していた。トランクはひしゃげて、固い地面と重いアームに挟まれてしまっていた。

「……ちっ！」

　男はトランクを掴むが、がっちりと填はまってしまっていて、びくともしなかった。

「貴様ら、なんのつもりだ！」

　外国人たちが拳銃を抜いて日本人たちに向けた。

「し、知らんよこんな！」

　日本人たちは焦って首を振ったが、こんな偶然などあり得るはずがなかった、常識では──。シャベルカーが倒れたのはその脚周あしまわりが掘り返されていたからだし、その倒れる場所にトランクを置いたのは日本人たち本人なのだ。

　外国人たちは発砲した。

　ひっ、と日本人たちは逃げ出した。

　逃げながらも、手に入れた黒チップ入りの荷物だけは手放さない。

　彼らは鉄骨の山を盾にしようと横に曲がった。




「……撃ち合いを始めちゃってるわよ！」

　陰に隠れて様子を見ていた七音恭子は隣の香純の裾すそを引いた。

「わかってるよ！」

　香純はぐヽいヽ、と手元のワイヤーを思いっきり引っ張った。

　すると逃げようとしていた連中の前に、がらがらと鉄骨の山が崩れ落ちた。あらかじめ仕掛けを仕込んでおいたのだ。

「わっ！」

　と彼らはあわてて下がり、コースを変えた。

　ところがその先に敷かれていたシートの上を駆け抜けようとしたところ、いきなり地面が陥没した。

　──落とし穴だ。

　古典的もいいところのトラップに、彼らはまんまと填ってしまった。

　その上にまた鉄骨が次々と落ちてきて、彼らの頭上を完全に塞ふさいで退路を断ってしまった。

　がんがんがん、と下から叩いてくるが、もちろん人の腕力程度でどうにかなるものではなかった。

「…………?!」

　これを見て驚いたのは外国人たちであった。

　完全に罠だ。それも彼らの両方に対しての……。

「情報が漏れていたのか?!」

「まさか、これは統和機構の──」

　日本語でない言葉に戻って、彼らは叫んだ。

　そして逃げ出す。

　彼らの前にも鉄骨が倒れかかってくるが、彼らは避けず、その下を駆け抜けてしまった。鉄骨が倒れるのが、少しだけ遅かったのだ。

　これを見て、香純たち同様に物陰に隠れていた神元と三都雄、そして希美の三人は「あっ！」と声を上げた。

「なんてこと、失敗だわ！」

「おい、逃げられちまったぞ！」

「まずい、あっちには天色がひとりいるだけだ！」




「…………」

　無論、天色優が鉄骨を倒すのを一瞬遅らせて、男たちを逃したのはわざとだ。

　わざと、自分一人のいる場所へとおびき寄せたのである。

　彼は音もなく、素早く動いて男たちの前に立ちはだかった。

「……！　な、なんだおまえは？！」

　男たちは動揺しており、日本語でない言葉のままで怒鳴った。

　そして天色は、それと同じ言葉で静かに返事をした。

「君らが統和機構の敵であると知ったからには──このまま去らせることはできないな」

「な、なんだと？」

　男たちは、このおとなしそうな少年の言葉に意表を突かれた。

　その一瞬の隙に、天色は男のひとりの胸元にまで迫った。常人では追いきれない超高速で疾はしったその手が、指先がどヽすヽっヽ、と男の首筋に突き刺さった。

　深々と、指の付け根まで──

「──?!」

　と他の二人が驚く間もなく、天色は素早く手を引き抜いた。そこには、なぜか返り血が一滴もついておらず、代わりに薄紫色にてらてらと光っていた。なにか液体らしきものでうっすらと濡ぬれていた。

「──この〝リキッド〟は体内に入ると強力な浸透圧であっというまに全身に広がり……そして化学反応を引き起こして、次の瞬間には」

　と彼が低く囁いたかと思うと、喉を貫かれた男は、ぼん、という間抜けともとれる音と共に、空中に爆散した。

　……あとかたもなく、消し飛んでしまった。

　ミリ単位にちぎれた服の破片が舞い散るが、それらにも高熱による火がついていてあっという間に燃え尽きていく。

「……ひっ！」

　と悲鳴を上げかけたもうひとりにも、天色はすかさず攻撃する。そいつも塵ちりとなって消え失せた。

　証拠を残さぬ暗殺。

　それが天色優──合成人間ユージンの本来の目的であり、能力にほかならないのだった。

　最後のひとりも、逃げだそうとする意志さえ見せられなかった。天色は速すぎた。

　気がつくと、男は少年の、こんな細い腕のどこにそんな力があるのか、と思ってしまうような体勢で天色に首を掴まれ、吊つるし上げられていた。

「…………かはっ」

　締め上げられて、声もろくに出ない。

「おまえに、一回だけ質問する」

　天色はぼそぼそと言った。

「おまえは統和機構に狙われているんだな？」

　奇妙な質問だった。統和機構の敵はすなわち、彼の敵であるはずだ。しかしこの言い方はまるで天色優自身が統和機構と関係ないかのような、そういう言い方だ。それに男の素性の方にはまるっきり興味がないようでもある。そんなことにいちいち関わっていられるか、とでも言うかのように。

「…………！」

　男は恐怖に、あうあう、と呻うめくことしかできない。

「そうか。ならばおまえを消しておかないと、統和機構の他のメンバーがここにやってきてしまう、ということだな。それなら──」

　天色は、ぱっ、と男から手を離した。くるっ、と素早く背を向ける。

「──消えてもらわなくてはならない」

　男は地面に落ちる寸前に、この世から吹っ飛んでいなくなった。




「──天色くん！」

　一番最初に駆けつけたのは七音恭子だった。

　彼女は、天色優が途方に暮れた顔で立ちつくしているのを見た。

「すみません──逃げられてしまった」

　彼はがっくりと肩を落としている。

「そう──で、でもあなたが無事でよかったわ。とりあえず目的は達したしね」

　彼女は彼の所に近づいた。そして、

「……ん？」

　と顔をしかめる。奇妙な匂いがするのだ。未来のではなく、現在の匂いだ。

　脂っぽいというか、どろっとしているというか……何かに似ているのだが、それがなんなのかとっさに思い出せない匂いだった。その粒子が空中に漂っている。

（なに……？）

　と思っているうちに、その匂いは急速に薄れて、そして跡形もなく消える。

　その匂いは、獣、もしくは人の体臭を、極端に薄めたものだった。馴染なじみがありすぎて、逆にわからなかったのである。

「天色、こいつは……？」

　香純もやってきた。彼は地面に落ちている黒い物を拾っていた。

「さあ」

　と天色は首を振る。香純が拾い上げたのはさっきの男たちの遺のこした拳銃であった。ホルスターつきで、そこには予備弾倉まで入っていた。

「そ、そんなもの捨てなさいよ！」

　七音はあわてて言った。しかし香純はじっ、とその武器を見つめて離そうとしない。

　神元たちも来た。

「おい、急げ！　そろそろ工事現場の人達が騒ぎを聞きつけて来るぞ！」

　言われて香純は立ち上がった。拳銃を懐ふところにしまいながら。

　七音はひどく心配そうな顔だったが、今はいちいち言っている場合ではない。

　彼らはシャベルカーに押しつぶされて隙間の空いた麻薬入りのトランクに、持ってきた瓶入りのガソリンを流し込むと、火をつけて燃やした。

　そして閉じこめたままの日本人たちの所に、

『この者たち、麻薬不法所持者』

　と書いたメモを残してその場から素早く逃げ出した。

　人々ががやがやと集まってくる気配を背にして。




　　　　　　　＊




　……それから数週間は特に派手なことも起こらず、六人はだらだらとした日々を過ごしていた。

「……あのカップル、これから〝びりびり〟するぞ」

　あるとき、喫茶店で三都雄がいきなりそんなことを言いだした。

「なによそれ？」

　七音が眉を寄せる。そのときは二人と優がなんとなく約束の時間より早く待ち合わせ場所に着いてしまっていて、すぐ前の喫茶店でお茶しながら時間を潰つぶしていたのだ。

「いや……なんか、そんな気が」

　と三都雄が見ているのは、中学生ぐらいの若いツーショットだった。

「……だからさ、これが傑作なんだよね。織機おりはたもきっと気に入ると思うよ、うん！」

　などと男の子の方が明るく話しかける度に、物静かな女の子もこくん、こくん、とうなずいている。

　優しげな空気が二人の周りにあった。

「いい感じじゃないの。似合いの二人ってトコじゃないの？」

「別にケンカするとか別れるとか言ってる訳じゃねーよ。ただ〝びりびり〟するって感じるだけだ」

「……あいかわらず、わっかんねー才能ね」

　七音が、はあ、と大きなため息をついた。

「おまえの言い方ってどっか容赦ねえんだよなー。もーちっと柔らかくできねーか？」

「〝ぐにゃぐにゃ〟とか言えばいいわけ？　あんたの真似まねしてさ。〝ぐにょぐにょ、にょーん〟」

　彼女の細くてしなやかな手が空中で、なにやら触手めいた奇妙な動きを描いた。

「タコか、おめーは」

「これからは妖怪タコ女と呼んで」

　くっくっく、と彼女は身体を曲げて笑う。三都雄も「あほくさ」とか言いながら、やっぱり笑っている。

「…………」

　天色優はニコニコしながら二人の漫才を見ているだけだ。彼はそのカップルの女の子の方を、その情報を知っている。だから〝びりびり〟という予知の中身も想像はついている。

　だが彼は何も言わない。

　六人に関係ないことは、何も言わないのだ。

「お、神元たちが来たぞ」

　三都雄が窓の外を見て言った。彼らは席を立った。

　店を出る途中でさっきのカップルの横を通ったが〝彼女カミール〟は級クラスが遥か上の天色優ユージンのことなど知りもしないので、どうということなく行き過ぎるだけだった。

「ハーイ、香純くん！　ますます顔が暗いわねぇ！」

　七音が陽気に仲間に声をかける。

「うるせーんだよ！　いつもいつも！」

「ああ、君らはそんなところにいたのか」

「なに話してたの？」

「へっへ、妖怪の話」

「さあ行こうぜ」

　六人は集まると軽口をたたき合いながら今回の会合場所である崩れかけたような街ビルの一画にあるカラオケボックスへと向かう。

「うー、寒くなったなあ。もう本格的に冬だな」

　三都雄がぶるるっ、と肩を震わせて言った。

「なんか雪でも降ってきそうな空だぜ」

「そうだな。曇ってきた」

　神元もうなずいて、空を見上げる。

「あたし、雪って嫌い」

　七音が唐突に言った。

「降った後って、世の中から匂いが消えるんだもの。みんなおんなじになっちゃって、個性ってものが消えちゃうのよね」

「へえ、そういうものか？」

　香純に不思議そうに訊かれて、七音は、

「そーよぉ。鈍感な男じゃ気がつかないでしょうけどねぇ──」

　ととぼけて言った。

「どーせそーだろうよ」

　香純は苦笑いして肩をすくめた。

　するとそこで、辻希美が前を歩いている男三人に向かってぽつり、と絶妙のタイミングで、

「鈍感に堅物かたぶつに楽天家。二流のチョコレートね。〝中途半端なビター味で、がちがちのナッツがまぶしてあって、中にはくどい甘さの蜂蜜が入っている〟」

　と珍しくジョークを飛ばした。七音が大声で笑った。

「あはは！　たしかにねえ！」

「……うまそうじゃないか？」

　と三都雄が言ったので、女の子二人はさらに笑った。

「甘い物のことはよくわからないね、僕は」

　神元がわざとまじめくさって言った。

「くだらねえ──」

　香純は顔をしかめた。しかしその唇の端はすこし上を向いている。

　六人はそんな風にして歩いていく。

「…………」

　天色優は、うっすらと微笑みながら、この仲間たちの一番後ろをついていきながら、拳を握りしめている。

　以前に海影香純が予知した少女像と、そして死神のことを考えながら。

（……ブギーポップ。ヤツがどんな存在であれ、おそらく〝危険〟と判断した者には容赦すまい。そして──）

　あの少女。世界を手に入れるなら自分を殺せ、という奇怪な言葉を言うはずのあの少女は、間違いない。直接知っているわけではないが、その顔つきでわかった。あれは、彼と同類だ。

　しかも〝製造元〟が違う、あってはならない存在の──

「…………」

　彼は拳をぎヽりヽぎヽりヽと握りしめている。

　彼は今や、世界中に影響力を持つ巨大な存在を裏切っている。

　それはいい。裏切り者という烙印スティグマもそのリスクも、彼は甘んじて受ける気でいる。死ぬことも、それ自体は何とも思わない。

　だが、それでも彼は怖い──

　人を一瞬で殺せる力があっても、何ヶ月も水だけで生きていける強靭きょうじんな生命力があっても、彼は怖くて怖くてたまらない。

　仲間たち──この彼のつくりものの人生の中で唯一見つけることができた、たったひとつのぬくもり。

　彼はそれを守らなくてはならない。

　だが守るとき、そのときに彼の正体を仲間たちが知ったとしたら？

　いや、未来を把握する彼らは、いつそのことに気づいてもおかしくはない。

　それが怖くて怖くてたまらないのだ──。

「…………」

「──ん？　天色、どうかしたのか」

　三都雄が彼の方を振り返って訊いた。

「え？」

「なんか顔が蒼あおいぞ。調子が悪いのか」

　心配そうに言う。

　仲間たちからは「単純」とか「おめでたい」とか言われているこの少年は、また人がちょっと元気がなかったり落ち込んでいたりするのを、人一倍敏感に感じて、真っ先に声をかける人間でもあるのだった。

　そして他の者たちも、みんな優を見つめている。

　優は、涙があふれそうになる衝動を必死で打ち消して、笑って見せた。

「な、なんでもないよ。大丈夫さ」

「それならいいが……」

「天色くんて、繊細せんさいだからね。身体には気をつけなさいよ」

　と七音が言うと、香純が、

「図太いおめーとは違うからな」

　とまぜっかえした。

「ひっどいわねぇ！」

　みんなが笑った。優も笑った。

　笑いながら、涙が一滴だけ、つうっ、とその頬を流れた。




　季節は冬。今夜は雪になりそうだった。
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　　５　世界の中心　Heart of The World
















　陽ひが落ちてしばらく経つと、空から白いものがちらちらと降ってきた。

「……冷えると思ったら、とうとう来やがったな」

　健太郎けんたろうは両手をポケットから出して、はあ、と白い息を吐きかけて温めた。風が海の方から吹いてくるので、その冷たい湿気のせいでますます冷える。

　ここは湾岸開発区域の中でも、まだ基礎工事が完了しただけで、一時中断状態にあるだだっ広い場所だ。ほとんど荒野、といってもいいくらいだ。他の場所での建物なりなんなりが完成したりすれば、ここにも人が戻ってくるのだろうが、現在では空っぽだ。地下にはすでにダンジョンとでも言うべき地下街やケーブルラインのためのパイプが縦横に走る空間が作られているが、それも今では封鎖されている。

　その一画に、それでもプレハブの建物が建っている。いずれは作業の監督所か作業員の休息所とかそういうのに使われるはずの物だ。

　しかし人がいないはずのそこは、カーテンですべての窓がびっちりと閉められている。

　そして、そのほんの少しの隙間から光が漏れている──

「……ほら、あそこだよ。凪なぎ」

　健太郎は彼の横に立つ女性に建物を示した。

　彼女は革のつなぎを着て、足には何トンという加重がかかっても潰れない安全靴を履いている。それはその工事途中の場所には合っていたが、一見すると物静かな美人さんの彼女にはまるで似合っていない。

「……………」

　女性といっても、まだ若い。少女、と言っても通りそうだ。十七歳の健太郎と同世代だ。だが彼女の眼の鋭さは、とても〝女の子〟というレベルの物ではない。

　霧間凪というのが彼女の名前だ。

　通っている学校では〝炎の魔女〟という綽名あだなが付けられている。

「あそこに住み着いている外人が、この辺の中坊たちにときどきクスリを渡して、高い金を取ってるって言うんだ。そいつは聞いたこともない新種のブツで、だから犯罪にもならねえってよ。ホーリツで取り締まってねえそうだ」

「そう……」

　彼女はうなずいた。

「ヤクザと揉もめたくないらしく、ホントにガキしか相手にしてないってさ……調べるのに苦労したぜえ、ほんと。今時のガキときたらまるっきり上の奴らと接触しようとしねえからなあ」

「ご苦労さん。ありがと健太郎。──じゃあ、あんたはここで戻んな」

　彼女はそっけなく言った。

「え？」

　健太郎は言われて目を丸くした。そこに彼女は厳しい口調で、

「あとはオレがやる」

　ときっぱり言った。

「おい凪！　そりゃねーだろう。おれだってあんたの役に立てるよ」

「気持ちだけもらっとくよ」

「なんだよ、水くさいなあ！　おれは凪に借りがあるんだから、どうにでも使ってくれよ！」

　健太郎は哀れっぽい声を出した。

「凪に助けてもらわなかったら、おれは今頃、少年刑務所ネンショーか精神病院送りだ──」

「すんだことだろ。また危ない橋渡ることはない」

「そんなあ……」

　がっくり、と健太郎は肩を落とした。

「やっぱ、おれなんかじゃ凪からすると一人前とは思ってもらえねーのかい？」

「いいや──そうじゃない。友達だと思ってる」

「だったらよ……！」

「友達は巻き込まないって決めたんだ。もう二度とね」

　凪はぎりっ、と奥歯を音がするくらい強く噛みしめた。

「二度と、もう直子みたいなことは……」

　小声で呟いた。かすかな声だったので健太郎の耳には聞こえなかった。

　雪が空から、さらに密度を増して降ってくる。




「…………」

　暗がりの中で、キトは少し離れたテーブルについている男たちが不機嫌にむっつりと黙り込んでいるのを後目しりめに、与えられたシーチキン入りのおにぎりを部屋の隅でひとり静かに食べている。

　彼女はこの地に連れてこられるまで、このふやけた米に乾燥させた海草を巻き付けるという奇妙な食べ物を口に入れたことはなかったが、すぐに気に入った。とてもおいしい、と思っていた。ただし口に出して言ったことなどないが。

「…………」

　彼女は食べ終わると、手についた海苔のりのかけらを慎重に取り除いて、長い黒髪を静かに梳とかしはじめた。

　歩き回ることなどできない。彼女の脚には手錠がかけられて、プレハブの屋内にむき出しの鉄骨につながれているからだ。

　男たちは、彼女と同じコンビニエンス・ストアで買い込んできたジャンクフードを食べている。ただし彼女のように落ち着いて、味わって食べるなどということはせず、内心の苛立ちそのままに乱雑に食い散らかし放題だ。

「……くそ、いったいどうなっているんだ！」

　ひとりがたまらないといった調子でいきなり喚わめいた。

「キャブス達が出ていってから一月以上経っているぞ！　連中は何をぐずぐずしてるんだ！」

「黙れ！」

「だってそうだろう！　日本企業はいい金づるになるとか言いやがって──虎の子のチップまで吐き出したんだぞ、こっちは！」

「しかたなかろう──あんな未完成の、設定もろくにしてないチップじゃあ、買ってくれるのは日本の連中ぐらいのものだ」

　彼らの中で、最も年長らしい片目の男が言った。

「金か、それに見合う物に換えなければこの国から出ていくこともできん。日本じゃあそもそも〝あいつ〟の買い手は期待できないしな」

「くそ、おかしな国だ！　なんで先端技術の買い手はあるのに、兵器となると──」

　がん、とテーブルを叩いた振動がキトの床にまで響いてきた。

　しかし少女は無反応で、髪を梳き続ける。

　兵器、と呼ばれたことにも何とも感じていないようだった。

「それにしても遅いのは確かだな……」

「取引相手に警戒されているのか？」

「そんなレベルじゃなきゃいいがな」

「……何が言いたいんだ？」

「みんなも考えているはずだ！　連中は、もうとっくに統和機構に見つかって……！」

「落ち着け」

　また片目の男だ。

「だが……！」

「それなら、もうとっくにここまで押し寄せているはずだ」

「…………」

　男たちは皆同時にキトの方を振り向く。

　しかし彼女に話しかけるとか、何かを訊こうとかいう感じではまるでない。それこそ置物を見るような目つきだ。

「……使ヽえヽばヽ簡単に撃退できるのに」

「そうしたらこの国がなくなってしまう。それより俺たちの命もない」

「くそ、まったく売っぱらう以外何の役にもたたん！」

「仕方あるまい……やはり安定させるには統和機構並みの設備が必要なんだ」

「まったく、このアウト・オブ・スタンダードライズドが！」

「実験反応Ｆマイナスの癖しやがって……！」

　……口々に忌々いまいましそうに、キトに向かって常人には理解しがたい専門用語で毒づく。

「…………」

　キトは反応せず、ただ髪の毛を梳かし続ける。

　言葉は理解している。男たちが使っている言葉も、この国の言葉も、世界で使われている主要言語はみんな話すことも読むこともできる。

　ただ反応しないだけだ。

　彼女は髪を梳かしながら、頭にはめている金色のヘアバンドをなでている。そのつるつるした感触は彼女にとても安らぎを与えてくれるものだ。

〝よく似合うわあ、キト、あんたってそれつけてると冠をつけたお姫さまみたい……！〟

　……それは実のところ、安物のプラスチックに塗料をべったりとのせただけの、メッキでさえない代物だったが、しかし彼女の、今はもういない友達がそう言ってくれた。それだけでそれは彼女の、たったひとつの宝物なのだった。男たちが与える服は、税関を通るときなどに怪しまれたりしないように、まるでどこかの令嬢かという高価な物だったが、しかし彼女の中ではその薄汚れたヘアバンドこそが……

「…………」

　彼女は髪を梳かし続ける。ヘアバンドの輝きに負けないようにと、そう思って髪をなめらかにし続ける。丁寧に、力を入れすぎず、心を込めて……

「…………」

　……気がつくと泣いている。ぽろぽろぽろぽろと涙が──彼女と同じように〝実験〟のために集められて、そして死んでいった子供たち、友達のことを、思い出す気もないのに脳裏に浮かべて、涙が落ちる。

　だが男たちは泣いている彼女を見ても何の反応も見せず、また食事に戻った。

　がつがつと無言で彼らがデザート代わりのアンパンなどをむさぼっていると、プレハブの薄い壁に、がん、と何かがぶつかる音がした。

「──！」

　男たちは緊張の色を顔に浮かべて立ち上がり、それぞれの手元に置いてあった拳銃を掴んだ。

　しばらく音のした壁の方を警戒していたが、その後は何の物音もない。

「……風で石でも飛んできたか？」

「確かめてみろ」

　一人がゆっくりと窓の方に寄っていき、身体を外に見せないようにしてカーテンを開けた。

「…………」

　横目で、外を慎重に観察する。雪が降っているのをここで彼らははじめて確認した。すると壁の前にアイソトニックドリンクの空き缶がひとつ転がっていた。

「…………」

　それでも慎重に、外からは見えないように窓を爪先つまさきで引っかけるようにして開けた。

　何の反応もない。

　そこでやっと、男は窓から顔を出して外を見た。周りを見渡すが、人っ子ひとり、生き物らしき気配さえない。雪が降っているから、足跡がないことはすぐにわかる。

「おい、なんでもないのか？」

　他の者も近寄ってきた。

「ああ、やっぱり風で空き缶が飛んできただけだ」

「なら早く閉めろ。冷たい風が入ってきて寒くてかなわん」

「ああ──」

　と男が窓に手をかけたその瞬間、その腕が上ヽかヽらヽ出ヽてヽきヽたヽ手に掴まれていた。

　ぐいっ、と引っ張られてたちまち窓の外に放り出される。

「────?!」

　その間に、男の身体には電撃を加えるスタンガンが当てられていた。全身を貫く衝撃に、男は投げ出されながら気絶し、雪の降る外に投げ捨てられた。

「なにっ?!」

　他の者たちは仰天して、窓の外に銃を向けた。

　すると何かが外から放り込まれてきた。人の頭ほどの大きさの物だった。男たちはそれを蜂の巣にした。

　するとそれはたちまち弾はじけて、辺りに中身をぶちまけた。

「──な、なんだこれ?!」

　液体であった。

　それは男たちの身体や床一面に広がった。無色透明だったが、妙に塩辛い──投げ込まれたのは、塩水がたっぷり詰められた風船だったのだ。

　続いて、建物屋上に潜んでいる者は何やら棒のような物を室内に投げ込んだ。それは今窓の外に放り出された男を気絶させた電撃ロッドだった。

　たちまち、七百万ボルトの衝撃がばらまかれた塩水を伝わって、それを浴びせかけられたものすべてに、どん、という一撃を加えた。

「──ぐわっ！」

　男たちはたちまち倒れた。

　ここで、やっと潜んでいた者──霧間凪は窓の上からくるっ、と鉄棒で前転して着地するように室内に降りてきた。

　彼女は素早い動作で、男たちから銃をすべて取り上げて、窓の外に捨てた。

　無論、彼女は空き缶を投げつけた側の、反対側からこの建物に接近していたのである。足跡がなかったのはそのためだ。いきなりの奇襲よりも、相手を一度完全に油断させた方がやりやすいと判断したのである。

「ぐぐ……き、貴様は？」

　ひとりだけ、意識が残っている片目の男が呻きながらも言った。

　日本語ではなかったが、凪は同じ言葉で、

「てめーらがばらまいていたクスリ……どこに隠してある？」

　と訊いた。

「なんだと……？　と、統和機構じゃないのか？」

「てめーらが抗争すんのは勝手だが……だからって無関係の人間を巻き込むことは許さない」

　凪はきっぱりと言った。

「ぐぐ……」

　男は顔を歪めた。

　そして凪は室内を見回した。

　その顔が強張る。

　ここでやっと、彼女は部屋の隅で拘束されているキトに気がついたのだ。

　少女は隅にいたので、今の電撃攻撃の影響はない。

　ただ呆然として、凪を見上げている。

「な、なんで子供がこんなところに……？」

　凪も動揺した。その少女の足に手錠がかけられているのを見ると、彼女はあからさまに顔を赤くして激怒した。

「な、なんて奴らだ……！　こんな子供を！」

　彼女は急いでキトの所に駆け寄ると、その手錠を慣れた手つきで持参の針金で開けてやる。

「…………」

　キトはまだ、呆然としている。

「大丈夫だ。もう大丈夫だから」

　凪は優しくうなずいて見せた。そして手を伸ばすが、キトはびくっ、と身をすくめて後ろに下がってしまう。

　凪は眉を寄せて、再び怒りの表情を見せた。だがこれはキトにではなく、少女をこんなに警戒させるようにしてしまったものに対して怒ったのだ。

「……」

　キトはそんな彼女をじっと見つめている。

　凪はポケットを探り、バンダナを取り出すと少女に差し出した。彼女の頬が涙の跡で汚れていたからだ。

「拭ふきなよ……せっかくの可愛い顔が台無しだ、それじゃ」

　受け取らないので、その手前にそっ、と置いてやる。

　そして立ち上がると、怒りも露あらわに後ろを振り向く。

「──さて、説明してもらおうか！」

　凪はずかずかと足音も荒く迫り、片目の男の襟首を掴んで締め上げた。

「ぐ、ぐぐぐ……、くっくっくっ──」

　しかし呻きながらも、男は不敵に笑っている。

「と、統和機構ではないなら、どうと言うことはないな──」

「……なんだって？」

　凪の眉が寄る……そして彼女ははヽっヽとなった。

　片目の男の眼の中で、彼女の後ろにひとつの影が立ち上がっていく──

「──！」

　凪はとっさに片目を放り出して、伏せた。

　その上を、恐るべき速さで何かが通過した。ぶつかっていたら──その攻撃を喰らっていたら助からなかったろう。

　それは、ついさっき完全に気絶したはずの男の一人だった。

　だが……なにかがおかしい。

　その目つきが異常に虚うつろ──いや完全に何も考えていない、人形のような顔に変わっていた。

「……?!」

　凪が驚いている間もなく、人形は彼女にまた襲いかかってきた。

　凪はカウンターで、そいつの腹に蹴りを決めた。

　しかし、そいつは多少後ろに下がっただけで、そのまま彼女の足を掴んでしまった。痛みをまったく感じないようだった。

（な、なんだって……?!）

　凪は戦慄せんりつした。しかしひるむことはできない。彼女は掴まれた足を軸にして、反対の足で男の手首を蹴った。遠慮も何もなく、その骨格を砕く。

　だらん、と指から力が抜けて彼女は落ちた。

「く、くっ……！」

　あわてて体勢を整えた凪が見たものは、倒れていた他の男たちも次々と立ち上がっていく光景であった。全員、人形と化していた。

「……私以外の者の食事には、すでに〝薬品〟を混ぜていたのさ、本人たちにも知らせないでね」

　片目の男が不敵に笑いながら言った。

「〝薬品〟だと……？」

　凪はさすがに一歩後ずさった。その後を人形たちが追う。

　じりじりと迫っていく。

「そう、身体に一定以上の衝撃を受けると作用しはじめる薬品さ。思考能力が消えて、代わりに肉体限界を超えた闘争が可能になって、外敵を排除する──ただしそうなったら一週間と命は保もたないがね。もともと私は一人で利益を独占するつもりだったから、そういう仕掛けをしておいた」

　片目は言いながら、自分は後退してキトの所へ行こうとする。

「いや、役に立った。君のことはそいつらに任せて、私は逃げるとしよう」

「──！」

　凪はキトを見た。少女は、まだ呆然と座り込んだままだ。

　その腕を片目が掴もうとする。

　凪は電光石火で動いて、安全靴の中に差し込んであったナイフを投げた。

　それは狙い違たがわず、片目の腕に突き刺さった。

「──ぎゃっ！」

「逃げるんだ！　はやく！」

　凪はキトに怒鳴った。

　少女は一瞬身体を硬直させたが、すぐに立ち上がった。その手には、さっき凪が渡そうとしたバンダナを握りしめている。

「行け！　行くんだ！」

　凪は迫る人形たちの攻撃を受けながら──武器は今、投げてしまったので素手だ──叫んだ。

　キトは弾かれたように走り出して、プレハブの建物から雪の降る外に飛び出した。

「ま、待て！」

　片目があわてて追おうとしたが、ナイフには凪につながるワイヤーが縛りつけてあった。それに引っ張られて彼は激痛に悲鳴を上げた。

　その声を背にして、キトは雪の夜をひた走っていった──
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　……海影香純たちの能力は、未来を知るものなのか〝そのとき〟のことを予知していたのか、あるいは〝そうなる〟ように未来の可能性をつくってしまっていたのか、天色優がずっと考え続けたその疑問の答えは結局出ることなく終わる。

　いずれにせよ、その日、彼らがミーティングを終えてカラオケボックスから外に出たときすっかり暗くなった夜の空から雪が落ちてきていた。

「……おー、やっぱり降ってきたなあ」

　三都雄が楽しそうに言った。

「嬉しそうねぇ。何がそんなに楽しいのよ」

　雪が嫌いな七音が口をとがらせて突っかかった。

「いいんだよ。おれはどうせ単純でガキっぽいんだからな。犬と同じで〝庭かけまわり〟たくなるんだよ」

　言いながら、大柄な彼はほんとうに路上でステップを踏んでくるっ、とターンした。それはジーン・ケリーのように鮮やかだったので、香純がぴゅうっ、と口笛を吹いた。

「やるじゃん三都雄」

「これからはダンスキングと呼んでくれ。プリンスでもいいぞ」

　本気で言っているようなその言いぐさに、みんなが声を上げて笑った。

「ねえ、みんなお腹なか空かない？　なにか食べていこうよ」

　機嫌を直した七音が提案した。

「そうだな……それもいいな。どうするみんな」

　神元が訊くと、みんなそろってうなずいた。

「ああ。あったかいモンがいいな。炉端焼ろばたやきとか」

「賛成ね」

　希美もうなずいた。

「香純くんだけ、年下の後輩ってことで」

　そう言うと香純以外の皆が笑い、彼はちょっと顔をしかめた。なぜなら香純はまだ学ランを着ていたからだ。どう見ても高校生にしか見えない。

「コスプレだからかまわねーんだよ」

　香純は乱暴に言った。そして、つい口を滑らせた。

「学生証出せ、とか言われても持ってねーしな。退学んとき返しちまったから」

　──素性は秘密のはずなのに、うっかり口にしていた。

　あ、と七音がちょっと目を丸くしたので、香純も自分の過失に気づいた。しかし、彼は別になんとも思わず、

「……そーゆーこと」

　と肩をすくめた。

「そ、そうか」

　三都雄が口ごもりつつうなずく。

「何かしたの？」

　七音が訊くと、神元が横から、

「おい、七音！　……そこまで訊く必要はないだろう」

　と厳しい調子で言った。七音ははヽっヽ、となって、あわてて、

「ご、ごめん」

　とあやまった。

「んにゃ、別にどーってことねーよ」

　香純はひょうひょうとしている。

「それよかさっさと行こうぜ。いいかげん寒いぜ、突っ立ってると」

「うん、そうだね。それがいい」

　ことの成り行きを静かに見守っていた優がここでやっと声を出した。それは的確にみんなの同意を誘うタイミングだった。

「あ、ああ。行こう行こう」

　三都雄が大きな声を上げて、先頭に立って歩き始めた。

　他の者も跡をついていく。

「…………」

　七音恭子だけが元気がなく、ひとり遅れがちに最後尾にいる。

（あーあ……どーしてあたしって、こういつもいつも無神経なことばっかしちゃうんだろ……）

　そんなことを考えていた。

　ぼんやりとしていたせいだろう、彼女は横の路地から飛び出してきた人影と、どすん、とぶつかった。

「──と！　す、すみませ……」

　横を向いてあやまろうとしたが、そこには誰もいない。……と思ったが、実はその人があまりに小さかったので長身の彼女の視線に入らなかっただけだった。

　女の子がしりもちをついて路上に座り込んでいた。

「ご、ごめん！　……って、あなたは……？」

　七音はその少女の、金色のヘアバンドと長い黒髪に見覚えがあった──
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　……必死で、とにかく走って走って街までたどりついたキトは、しかしその足取りはもうふらついていた。そのため女の人とぶつかってしまった。彼女はちら、と七音を見上げたが、すぐにまた立ち上がってその横を駆け抜けようとした。

　その肩を掴まれた。

「──ちょっと待ってくれ」

　女の人の側にいた男の人が、彼女の顔をまっすぐにのぞきこんでいた。そのまま他の人に声をかける。

「おい、海影」

「あ？　なんだよ神元」

「この娘こじゃないのか──この前の」

　彼は、まるでキトのことを知っているような口振りだった。

　キトははヽっヽとなって、あわてて彼の手を振りほどいて──それほど強くは掴まれていなかった──また逃げ出した。

「お、おい！」

　あわてたような声が後ろでしたが、彼女はとにかく懸命に駆けた。

　自分の心臓の音が耳元で聞こえるようだった。

　反対に喉でぴゅうぴゅうと鳴っているのは自分の呼吸とは思えないほどに遠い。

（に、逃げなきゃ──）

　あの、彼女にバンダナをくれた優しい女の人がそう言ったのだ。だから逃げなくては──でも、どこに？

（逃げなきゃ──）

　彼女は、自分の身体がだんだん左右に揺れ始めたことにも気がつかない。足元がおぼつかなくなっていた。

（逃げ、なきゃ──）

　視界がだんだん、ちかちかと光るまぶしいものに遮さえぎられて狭くなっていった。それはがんがんと頭に響くようで、彼女は考えることが難しくなっていった。──貧血状態になっていた。

（に、逃げな──）

　路地裏の一画で、彼女は滑った。転倒した。しかし自分が倒れたことにさえ気がつかないまま、その場でぐったりと動かなくなった。

　その小さな身体の上に、雪が情け容赦なく降り積もっていく──。
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「──功志くんがいきなり乱暴するからよ！」

　七音恭子が走りながら非難の声を上げた。

「乱暴なんかしてない！　ただ肩に手を乗せただけで──」

　神元功志も言い返すが、しかしその声には力がない。

「くそ、どこへ行ったんだ？　今あそこの角を曲がったよな？」

「おーい、どうしたんだよ二人とも？」

　三都雄が彼らの背後からのんきな声をかけるが、無視された。神元と七音の二人は消えた少女を捜して走っていく。

「あんな小さな子が、こんな時間に外をうろついているなんて不自然よ──きっと何か事情があるんだわ」

「逃げかたも普通じゃなかったしな──」

　彼らは路地裏に続く角を曲がった。

　そこに、うっすらと白い雪に包まれたかヽたヽまヽりヽが倒れているのを見て、七音が悲鳴を上げた。

「きゃあっ！　ち、ちょっと?!」

「た、大変だ！」

　神元があわてて駆け寄って、少女の身体を抱き起こした。雪を払いのけて、彼女の頬をぴたぴたと叩いてみる。反応がない。だがその小さな小さな唇から「はあ、はあ……」と苦しそうな呻き声が聞こえた。

　額に触れてみる。

「ひどい熱だ……」

「大丈夫なの？」

　七音も心配そうにのぞき込んできた。

「いや、危ないかも知れない……医者に連れて行くべきだと──」

　と彼が言いかけたところで、少女の口から何やらうわごとが漏れた。

「…………」

　はっきりとは聞き取れなかった。しかしそれを聞いて神元と七音は顔を見合わせた。

「……今のって」

「ああ……外国語だ。この子は日本人じゃないのか？」

「じ、じゃあ医者に連れて行ったりしたら……確か、その」

「不法入国者なら処罰されることになるな……どうしよう」

　言いながらも、神元は自分のコートを脱いで彼女をくるんだ。

「とにかく寝かせることの出来るところに行かないと。病院だって今頃は閉まっている。救急病院だって受け入れてくれるかどうか──」

　言われて、七音の顔がびくっ、とひきつった。

「……あるわ。その場所がすぐ近くに」

「なんだって？　どこだ！」

「……ウイークリーマンションが、この近くに」

「？　そんなところ、今から貸してくれって言ったって──」

　七音はポケットからひとつの鍵を出して見せた。

「もう借りてるのよ。あたしが」

「え？」

「あたし、そこに住んでるのよ──一ヶ月契約で。家出してんの、あたし」

　淡々と、静かに言う。しかしその顔色は蒼白そうはくになっていた。眉間みけんに皺しわが寄っている。

　鍵を渡されて、神元は言葉に詰まった。

「…………」

「今だけじゃなくて……ずっと前からそうなの」

「七音……おまえ」

「だましてた、って訳よ……ごめん」

「…………」

　そのとき、やっと他の四人が二人に追いついた。

「おい一体全体なにが……って」

　言いかけた三都雄が少女を見て絶句する。希美も、

「そ、その子は……?!」

　と驚きの声を上げた。

「話は後だ。とにかくこの子を休ませる場所に連れていこう」

　神元がきっぱりと言った。そしてその場所としてウイークリーマンションのことを告げると、香純が目を丸くして、

「……なんでそんなところが？」

　と訊ねた。七音は身を強張らせて、

「それは……」

　と言いかけた。しかしそこに神元が言葉を被かぶせた。

「こういうこともあろうかと、僕が前から借りておいたんだよ」

　さらりと言った。そして七音の方を向き、

「今説明した場所を、君の方からみんなに言ってやってくれ」

　とも付け加えた。

「え？　……え、ええ」

　七音はうなずいた。




　ワンルームとはいえ、そこは八畳の広さがあり、キッチンもバスもあった。六階の高さで、窓から見える夜景はそれなりに綺麗だが、むろん誰もそんなものに気を取られたりはしない。

　希美が冷やしたタオルをベッドに横たわる少女の額に乗せてやる。

　少女の様子はだんだん落ち着いてきていた。呼吸も穏やかになって、すやすやと寝入っている。

「よかったわ………もう少し身体が冷えていたら肺炎になっていたわよ、きっと」

「やれやれだな」

　神元もため息をついた。

　部屋には二人だけだ。あとの四人は薬や何やらを買い出しに出ている。

「この娘こ……あの娘こよね」

「ああ……香純の予知した顔だな」

「どういうことなのかしら？」

「訳がわからないな……だがどうやらこの子に僕らがかかわるのは運命だったようだ」

「運命、ね……」

　希美はため息をついた。

「らしくないわね。そういう考え方は大っ嫌いじゃなかったの。親と一緒にするな、って」

「……それは」

　神元が口ごもりつつ抗弁しょうとすると、希美は話を変えた。

「この部屋──恭子のでしょう？」

「……ああ」

　神元は素直にうなずく。希美は、彼がこんな部屋を借りていないことを知っていたらしい。そして彼もそれを悟っている。

「彼女……やっぱり家出してるのね」

「勘づいていたのか？」

「なんとなく、ね」

「女は怖いな……」

　神元は苦笑した。

「彼女、海影くんに知られたくないのよ」

「らしいな。なんだかんだ言って、七音は海影に本気なんだろうしな……だがいつかは言わなきゃならないだろう。本気で愛しているなら、彼女が自分で。今回はかばったが」

「──そうね」

　希美は、いつものようにクールにうなずくだけだ。

　そこに四人が帰ってきた。

　吸収がよさそうだからという理由で買ってきたグレープフルーツ味のスポーツドリンクのストローを眠っている少女の口に含ませて、流し込んでやると彼女は反射的にこくん、こくんと飲み込んだ。

「病院に連れてかなくても大丈夫みたいだな」

　香純がうなずきながら言った。その横では三都雄が胸をなで下ろしながら「はーっ、ほっとした」などと演技でなく本気でやっている。その様子に七音が緊張から解けて、ぷっ、と吹き出したりして、やっと普段の調子に戻ってきた。

　彼らはその晩は全員で、その部屋に泊まり込んで──親と同居しているのは三都雄だけだったので、彼だけは断りの電話を入れて揉もめる一幕があった──代わりばんこに少女の様子を看視し続けた。




　……誰が知ろう。彼ら六人がこのとき世界の中心にいたことを。

　彼らの、このささやかな行動が世界の命運を決定していたことを。もしも彼らが弱って倒れた者を見捨てるようなことをする人間であったら、それだけですべてが終わっていたはずだということを──




　　　　　＊




「……………」

　他の五人が寝静まったことを確認すると、天色優は少女の傍らに立った。

　その愛らしい寝顔にかまわず、じろじろと無表情に観察する。

　と──突然彼は少女の上に覆おおい被さって、自らの唇を少女のそれに重ねた。それだけではなく、舌で彼女の口の中を乱暴に掻かき回した。

　眠っている少女の身体が、反射的に唾液を分泌すると、天色優はその味を確かめるべく舌をさらに二、三度うごめかせた。味はすなわち、成分のデータである。

「──！」

　顔色が変わる。

　蒼白になる。

「…………」

　彼は少女からゆっくりと身体を起こすと、その唇を手の甲でぬぐった。

　そして呟いた。

「知っていて、造ったのか…？　いや、そうじゃないだろう。自分たちでも何を造ったか知らなかったんだ。おそらくは、今でも本ヽ当ヽのヽ威ヽ力ヽには気づいていまい」

　それは絞り出すような声で、自分に確認しているというよりも、言わずに胸にしまっておくことに耐えられない、そんな感じの独り言だった。

「なんてことだ……失敗作だ。それもとんでもない代物だ」

　その奥歯が、抑えきれないでかたかたと鳴っていた。

　むろん、純然たる恐怖のために。
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　　６　神元功志　Whispering
















〝おまえには救世主になってもらわなくてはな〟

〝あなたがこの世界の未来を創り上げるのですよ、功志さん〟

　僕、神元功志は、こんなおよそ浮き世離れした言葉を聞きながら育てられた。理由は簡単で、僕の両親はある新興宗教の教祖とその祠祭しさいだったからだ。僕はその後継者と期待されていた。僕は幼いときから〝奇蹟〟だの〝神託〟だのといったものの舞台裏を嫌というほど見せられて成長した。〝信者〟と呼ばれる人達を両親がまるっきり道具扱いにしているのも見続けてきた。

　僕はずっとそれが当たり前だと思っていた。そういうものなんだ、としか考えていなかった。救いも運命も皆でっち上げで、ほんとうのことなど何もなく、子供の僕が見てさえ明らかに嘘としか思えないものにしがみついている人々がいるだけなのだ、と。

　だが、僕が十歳の時に自分の能力を発見してから事態は一変する。

　僕がそれに気づいたのは、幸いなことに両親とはまるっきり関係のない場所だった。

　学校の遠足で、僕は同じクラスだった辻希美という少女と一緒に山の中で迷子になってしまった。そこで初めて能力が発現した。あとで希美にされた説明によると、僕は突然僕らを捜している教師の声で、

「……西の方に向かったとすると、切り立った崖がけに落ちてしまっているかも……」

　と喋りだしたのだという。半信半疑だったが、それでも僕らは太陽を頼りに東に向かい、そして救助された。

　どう考えでも、それは奇蹟としか思えなかったし、しかしそのことを僕は決して両親に言おうとはしなかった。希美にも黙っていてくれ、と頼んだ。すると彼女は僕をバカにするように笑って、昔から変わらぬクールな調子でこう言った。

「そんなもの、功志だけじゃないよ。私にだってあるもん」

　と。

　そして僕ら二人は秘密のコンビになり、数年後の中学生の時、僕は両親および彼らの教義と教団を完全に冒涜ぼうとくするようなことを言いまくり、とうとう破門されて勘当かんどう状態になった。

　わざと、だった。

　それ以来、僕は新興宗教に家族を奪われたとかで組織を作っている人々の援助やら何やらで住むところを見つけてもらったり、バイト先の世話をしてもらったりしている。時々おまえの親のせいで、とか罵倒ばとうされることもあったが、そんなとき僕はすぐに「すみません」と真剣に（そう、そういうときは本当に心から申し訳ないと思うのだ）詫わびるので相手もあまり強く出ることはない。

　そして六人の仲間チームのひとりとなって、僕はよく考える……

　自分たちのこの奇蹟は、両親のそれとは違って本物だ。だがそれがなんだというのだろう？

　実のところ、僕が仲間たちに互いの素性を知らせないようにしよう、と言っているのは自分のことを知られたくないからだ。教団の中でだったら、おそらく僕らの能力はこれ以上ないほど有効に、信者の支配のためのものとして活用できるだろう。

　……もしも六人の中で、そのことに興味を持つものがいたとしたら？

　そんなはずはないと思っているし、仲間たちを今では信じているが、少なくとも最初の頃は警戒していた。

　僕は両親が未だに大っ嫌いで、それが自分の行動原理だと自覚している。だが──それは同類嫌悪というものなのではないか？

　自分も両親と同じように人々を嘘だろうとなんだろうと利用して支配したがっているのではないか？

　……だから未だに、仲間たちに素性を告げようとはしない。用心すべきは彼らではなく、自分自身なのだ。

　このことを、もちろん僕の背景を全部知っている希美には言ってある。しかし彼女はこういう話を僕がするたびに、子供の頃のようにクールにせせら笑って、

「結局のところ、功志が神経質なだけよ、それは」

　と言う。

　なんとなく、そう言われるたびに僕はほっとするのだった。

　そして考える……なんのために自分たちに奇蹟が与えられているのか、と。

（ひょっとすると……）

　そして今、朝日が射し込み始めたウイークリーマンションの一室で、僕は久しぶりにそのことを考えている。

（ひょっとすると、この少女がその鍵なのかも知れない……）

　僕は、丸一日が過ぎて、泊まり込みも二日目に入ったにも関わらず、未だにベッドの上ですやすやと眠っている少女を見つめながら口の中でぶつぶつと呟いていた。

「あ？　何か言ったか」

　僕と一緒に、当番として起きている三都雄が訊いてきた。

「いや──なんでもない」

　僕は頭を振った。

「ただ、この子はどこから来たのかな、と考えていたんだ」

「ああ、そうだな……何人かな。日本人と言われても信じるけど。アジア系ってヤツかな？」

「言葉、通じるかな」

「起きたら、何か食べさせてみようぜ。そうすりゃ敵じゃないってわかってもらえるんじゃねえかな」

　のんきな言い方に僕は苦笑した。

「餌付えづけ、ってわけか？　そんな簡単に行けばいいがな」

　僕らが話していると、他の四人も次々と「ううん……」とか言いながら床の上のごろ寝から起きてきた。

「あー、身体がギシギシしてる」

　七音が長い手足を振り回しながら言った。

「様子は変わらないか？」

　香純が訊いてきたので、僕はうなずいた。

「良くなってるよ。熱も完全に下がって平熱になったし」

「やれやれってところね」

　希美が、少女の顔をのぞき込みながら言った。彼女は冷たそうで、実はすごく優しい性格だ。きっと少女のことも一番心配していたのは希美だろう。

「あー、お腹なか減った。みんなも何か食べない？」

　七音が昨日の買い出しで調達した食べ物が入っているコンビニの袋をがさがさと開けた。そしてサンドイッチとかソーセージロールなんかをみんなに配ってくれる。

「はい天色くん。おにぎり、シーチキンでいい？」

「……………」

　天色は、彼女が差し出したそれに目もくれないで、どこか虚ろな目をしている。そういえば座り込んだその姿勢は、さっき寝ていたときから動いていない。

「天色くん？」

「──そいつは〝彼女〟にあげる方がいい」

　静かに言った。

「え？」

「もう、起きている」

　断定したので、みんなびっくりして天色を見て、そして彼の言う〝彼女〟──ベッドの上の少女を見た。

　しかし、彼女は相変わらず目をつぶっている。

「──寝てるよ」

　三都雄が言った。

「いや、もう目を覚ましている。そうだろう、君。寝たふりはやめろ」

　きっぱりと言った。

　僕らが絶句していると、彼は立ち上がり、七音の手からおにぎりを取ると、素早い手つきで開封して海苔を巻き付けて、少女の鼻先に差し出した。

　その途端、少女の両眼が、ぱちっ、と開いた。

「…………」

　まっすぐに天色を見つめている。

「敵かどうか知りたかったのか？」

　天色の口調は冷ややかと言ってもよかった。

「…………」

　少女は無言だ。

　僕らは唖然あぜんとして、ことの成り行きについていけないままだった。

　少女はしばらく動かなかったが……だが数十秒後おずおずと起きあがり、天色の手からおにぎりを受け取ると、それに囓かじりついた。

　お腹が相当減っていたらしい……子供らしい必死さで、大急ぎで食べていく。喉に詰まらせやしないかと心配になりかけたところで天色が、

「七音さん、彼女に飲み物を」

　と的確に指示した。

　言われて、七音はあわてて紙コップにお茶を入れて少女に渡す。

　少女はごくごくと飲み干した。そして天色が要領よく渡した二つ目のおにぎりも食べようとして、そしてちょっと動きを停めた。そして僕の方を向いて、

「……餌付け」

　そう言った。

「え？」

　僕はやっと我に返った。

「餌付け、された……そうでしょう」

　少女は囁ささやくように言った。どうやら、さっきの僕と三都雄の会話を聞いていたらしい。あのときにはもう起きていたのだ。

「あ、あ！　……いや、気にしないでくれ」

　僕は何と言っていいかわからなかったので、仕方なく微笑んだ。

「君の名前は？　言葉はわかるんだね」

「キト。言葉はわかるわ」

　そう言うと、彼女はまたおにぎりに戻った。

「キト、ちゃんか。なるほど。君はどこから来たんだい？」

「…………」

　答えてくれない。でも仕方ないだろうな、と僕はみんなを見回してうなずいた。香純なんかは苦笑している。

「これも食べる？」

　と七音が彼女にベビーチーズや魚肉ソーセージやらをむいてやって差し出すと、キトは素直にもらって食べる。

　やがて満腹になったのか、彼女は「ふう」と息をひとつ吐いた。そして言った。

「あなたたち、なに」

「なに、って……」

　三都雄が困ったように呻いた。

「なんだろう？」

「別になんでもねーただの若い連中だよ」

　香純がすっとぼけて言った。しかし、的を射ている。

「組織？」

　キトの質問に僕らは互いの顔を見合わせる。

「六人でも組織って言うのかしら？」

　七音が首をひねって言った。

　確かに僕らは、どうにも呼びようのないチームである。

〝才能〟のことを説明しても彼女にはわからないだろうし………というか、誰にもわからないだろうが。

　僕らが困っていると、キトは急ににっこりと笑った。

「──友達、なのね」

　まるでその言葉が黄金ででもあるかのように、彼女は嬉しそうに言った。

「まあ、そうだな」

　僕も笑いながらうなずいた。

「君の友達はどこにいるんだい？」

　そう訊いてみた。すると彼女はたちまち眉を曇らせた。

「……もういないの。みんな死んじゃった」

「──！」

　しまった、と思った。僕らが二の句を告げないでいると、キトはさらに続けた。

「あなたたち……私を捨てるか、日本国とかに渡した方がいいわ。国じゃないなら、とにかく大きな組織とか」

「……？　なんのことだ」

　訳がわからないことを言いだしたので、僕は訊ねた。しかし彼女から返ってきた答えはさらに訳のわからないものであった。彼女は幼い顔で、真剣な表情をしてこう言ったのだ。

「私は大量殺戮さつりく兵器なの。持っていると、災いを呼ぶわ」




　　　　　　　＊




　……時間を少しばかり前に戻す。

「くそっ、あの日本人の女め……！」

　星空の下、片目はまだ血がにじみ出ている右腕の止血帯をふたたび締め直しながら呻いた。

　あれから必死でキトを追いかけたのだが、完全に見失ってしまった。

　あの女がどうなったかは確かめていないが、あっちはもうケリがついているはずだ。生身の人間が武器なしで被投与体数体を相手にしてかなうわけがない。ずたずたに引き裂かれているはずだ。それを考えると片目は少しだけすっとした。

「しかし、問題はあの小娘だが……」

　逃げる先はない。あいつも、自分が日本国やその他の組織につかまったら検査という名の生体実験や、調査という名の解剖手術を受けることになるのは承知しているはずだ。

「どこかに隠れているはずだ。どこだ？　あいつには土地勘なんてものはない……すぐに見当をつけられるような場所だ……」

　ひとりぶつぶつ呟きながら、片目は既に人通りの絶えた夜中の街をふらふらと歩いていく。

　小脇に抱えているバッグにはこれまでかき集めた金や、まだ取引などに使える薬品、そして各種データディスクなどが詰められている。これだけでも、それなりに持ち込み先次第で相当のものにはなる。だが〝絶対兵器〟のキトとは比較にならないだろう。片目は彼女をあきらめる気はさらさらなかった。

「どこだ、どこにいる……」

　雪は夜半にはやんでいた。もう溶けてしまって路上にはほとんど残っていない。

　血管に血を少し流したので温かくなっていた右腕が、止血のせいでまた痺しびれはじめる。

「くそっ、どこに行きやがったんだ、あのくそガキは……！」

　彼は苛立ちに、がん、と路上に転がっていたゴミ箱を蹴飛ばした。

　すると彼の背後で、がささっ、という音がした。

「……ん？」

　振り向くが、何もいない。

　しかし──今の音は、彼が急に大きな音を立てたので、驚いて反応してしまった──そんな感じのする音だったような──

「……………」

　彼は音がした方に歩いていった。用心深く、接近していく。角を曲がる前には顔だけ出して様子をうかがう。

　音のした場所は袋小路になっていた。ゴミ箱が乱雑に並んでいる。誰もいない。

　片目は石ころをひとつ蹴飛ばしてゴミ箱のひとつにぶつけた。すると、がらがらがっしゃん、と派手な音をたてて野良猫が一匹飛び出してきて大慌てで逃げ去った。

「なんだ、気を持たせやがって──」

　片目が毒づいて、そしてきびすを返して立ち去ろうとしたそのとき、いきなり横から金属バットが振り下ろされた。

　──ごん。

　という鈍い音とともにそれは片目の後頭部を直撃した。

　片目は自分の身に何が起きたかもわからないまま衝撃に意識を失った。




「やっぱりそうだ、こいつあの外人共の一人だぜ」

　バットを振り下ろしたのは、まだ十四、五歳と思おぼしき少年だった。彼は倒れた片目を、まるでサッカーボール相手のように気軽に蹴飛ばした。

「なんか持ってやがるな」

　少年の仲間──いや、仲間意識なんてものがあるかどうか怪しい──同類たちがわらわらと通りの陰からあらわれて集まってきた。

　それは片目たちが資金集めのために薬を流していたその〝客〟のなかのひとつだった連中なのだった。

　こんな深夜に、彼らが何をしているのかという問いは正確ではない。彼らが街をうろつけるのがこの時間ぐらいしかないのだ。昼間や、夕方、さらには早朝までそれぞれその時間を自分たちのものと決めてかかっている似たような少年たちがいるのだ。そいつらはその縄張り時刻に他者が入ってくると攻撃してくる──さながら野生動物のように。だからこの少年たちはやむなく深夜のごく短い時間だけを活動時期としているのだ。これもまた野生動物の〝棲すみ分わけ〟という現象にそっくりだった。

　そして、その時間に片目は入り込んでしまったのである。しかも、大っぴらに襲われても仕方のないような迂闊うかつな姿で──一人きりの素性の怪しい外人などは彼らからすると獲物以外の何者でもない。

「おっ、金が超すげえあるじゃんかよ！」

「こいつはクスリだぜ。たんまりあらあ！」

　彼らは勝手に片目の持っていたバッグを開けて中身をぶちまけた。

「なんだこりゃ。コンピュータのなんかか？」

「知らねえよ、んなものは潰つぶしちまえ！」

　彼らは貴重なデータの詰まったディスクをケースから乱暴にばらばらと地面にばらまき、そして足で踏みにじってずたずたにしてしまった。

「へへっ、こいつは儲もうけたな──クスリも見たこともねえヤツだぞ。きっとすげえブットビもんだぜ」

　彼らはけたけたと笑った。また片目をみんなで蹴飛ばした。

　片目は、ぴくりとも動かない。少年の一人がその頭を乱暴に掴んで、持ち上げて残された片方の眼をのぞき込んだ。完全に濁っていた。眼とまぶたの間から血が一筋流れている。

「──おい、この野郎死んじまってるぞ」

「マジ？　うっひょ」

「なーに、どーせこいつギャングかなんかだ。そこら辺に放っぽっとけば、警察は勝手にコーソーかなんかで殺されたって考えるさ。どうせ外人だし」

　またみんなでけたけたと笑う。

　そして片目の身体を乱暴に引きずって、ゴミ捨て場の奥に放り捨てた。そのうえにゴミをばらまくと、もう片目の姿は完全に隠れて見えなくなった。ゴミ回収は明後日あさってまでないので、それまで死体はそこでじっとしていることだろう。冬であり、臭いはじめるまで時間もかかる。

「ん？」

　少年の一人がバッグの奥から一枚の写真を見つけだした。

「なんだこれ」

　その写真には、買い手に見せるための資料としてキトの姿が写っていた。

「なんだなんだ」

　他の少年たちもわらわらと集まってきて、写真をのぞき込む。

「なんだってこんなガキの写真が？」

　と誰かが言うと、他の誰かが喋わらった。

「バーカ、決まってんじゃねえか。アイツがロリコンだったんだよ。さもなきゃそーゆー趣味のヤツ相手の売春ウリで、選ばせるための資料ってとこだ」

「けっ、うざってえの」

　彼らはなんとなく、キトの写真を食い入るように見つめた。性的なニュアンスがある写真と勘違いしたためだ。

　やがて彼らはその場から素早く去って、いつもの隠れ場所に行くとさっそく戦利品の薬品を自らに注射しはじめた。




　──キトの姿、それが彼らが正気を保っていられた最後に見た姿で──それは刷り込みとして彼らの脳に残ってしまった。

　……排除すべき〝外敵〟として。
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　キトと名乗った少女は、どう見てもごく普通の可愛らしい女の子にしか見えなかった。だが彼女が僕らに語った内容は想像を絶して奇怪なものだった。

「……私は、親に売られたの。貧乏だったし、仕方のないことだったわ。でも私が売られた先は、普通の工場とか、夜のなんか──よくわからないけど──とか、そういうのじゃなかった。とにかく山奥に連れて行かれて、そこで注射とか打たれて、いろいろと身体をいじくられたの。

　──ううん、何をされてたのかよくわからないの。大体眠っちゃってたから。眠らされていたんだと思うけど。でも起きたら身体中に包帯が巻いてあったりしたこととかあって、そういうときはすごく怖かった。でも今思うと、そんなこと大して怖いことじゃなかった。本当に怖いのは、いつのまにか私が人間じゃなくなっていたということ……。

　あるとき、こんなことがあったの。私は広くて、窓もなにもないぴっちりと閉じた部屋に連れて行かれたわ。私を捕まえていた人もそのとき銀色の、身体中をぴっちり覆っている変な服を着てた。そこで変な薬を飲まされたの。私が飲むと、その人たちはあわてて逃げるように部屋から出ていった。そして、代わりに部屋にネズミたちがたくさん入れられたわ。何百匹もいた。私、びっくりして、逃げようと思ったけど、でも逃げるところなんてないから、怖くて隅の方で震えてた。

　……そうしたら、ネズミたちがみんな急に口から泡を吹いて死んでいくの。どうして、って思ったんだけど……

　私が毒をまいてる、ってわかったのは少し経ってからだった。ネズミがほとんど死んじゃって、最後に残っていた何匹かが、可哀想な気がして、手を伸ばしたら──私が触ろうとした途端、その子たちみんなばたばたと死んじゃったから。それでわかったの。

　私は〝殺すためのモノ〟に、いつのまにか変えられていたの。たぶんあの薬を飲んだり、私をどうにかすると周りの人とか生き物とかみんな死んじゃうんだ、って──」

　……彼女は感情を表に出さず、淡々と喋る。

　僕らは絶句しているしかない。

　この子が味わった悲しみと苦痛は、僕には想像もできなかった。自分が手をさしのべたものが死んでしまったとき、この子はどんな気持ちがしたのだろうか？　……わかるはずもなかった。

　彼女は話を続ける。

「私をいじった人たちは私のことを〝絶対兵器〟って呼んでた。防御できない無敵の武器だ、って。使い方次第では世界も手にできるんだ、って──それは薬とかなくても、私を殺してもできるらしいの。

　だから世界を手にしたいなら、それができる。私を殺せば、簡単に。

　それで──でも何かが起こって、私はその山奥から連れ出されて、そしてこの国にまで連れてこられたの。トリヒキとかに使えるから、と言って。でもこの国で女の人が来て、私を助けてくれて、それで逃げろ？　て、でもその人は──」

　ここで、やっと彼女の声が震えだした。泣きそうな響きを帯びはじめた。

「──もういいよ。だいたいわかったから」

　僕はたまらなくなって、そう言った。これ以上この子に告白を強いるのは酷ひどすぎた。

　キトは手に、バンダナのようなものを握りしめて、小さい肩をぶるぶると震わせてうつむいている。

「……どう思う？」

　僕はみんなの方を向き、小声で囁いた。

「どう思う、って……信じられないというか、理解できないわよ」

　七音が自信なさそうに言った。

「しかし、あの子が嘘をついてると思うか？」

「そうだけど……」

「あんなややこしい話、子供がでっち上げられるとは思えねーな」

　香純が鋭い目つきになって言った。怒っていた。口先の素っ気なさとは裏腹に正義感の強いこの男は、あきらかにキトの話の〝うしろにいるヤツ〟を憎んでいるようだった。

「確かに……それは言えるわ」

　希美も慎重な口調で香純の意見を肯定した。

「うーん……」

　三都雄は煮え切らない顔だ。

「信じる信じないはさておき、問題はあの子をどうするかだ」

　僕は状況を整理しようとそんなことを言ってみた。

「それはそうだけど……」

　七音はまだ混乱を抑えきれないようだ。

「でも、あんな小さな子が、ホントにそんなひどいことをされたの……？」

「小さいとか、子供とか、そんなことは関係ないさ」

　急に天色が強い口調で割り込んできた。

「それは君だって、我が身を振り返ればわかるでしょう、七音恭子さん」

　う、と七音は息を詰まらせた。天色は、見かけによらず時々するどい。彼も七音の家出のことを悟っているのだろう。

「とにかく警察沙汰ざたはまずい。あのキトって子にはパスポートも何もない。言ってることなんか絶対信じてもらえないから、完全に犯罪者扱いだ」

　僕は言いながら、しかしこれはつまり打つ手がまったくないってことじゃないか、とうんざりした。

「…………」

　みんなもそれはわかっている。押し黙ってしまい、沈黙が部屋に落ちた。

「しかし……」

　香純が口を開いて、キトに直接話しかけた。

「逃げてきた、って言ったよな？」

　キトはこくん、とうなずく。

「それじゃあ、追ってきているヤツがいるってことか？」

　言われて、僕らはみなはヽっヽとなった。

「……わかんない」

　キトは弱々しく頭を振った。

　しかしこれは、香純の言うことに信憑性しんぴょうせいがある。

「考えられるな……どうする？」

「渡すわけにはいかないだろう」

　香純はきっぱりと言った。

「そうだね」

　天色がうなずく。

「……うーん」

　三都雄は、さっきから煮え切らないままだ。単純な性格の彼には珍しい。まあ、こんな状況では無理もないが。

「ほんとに……ほんとうにこんな小さな子を、そんな寄ってたかってひどい目に遭わせようっていうの？」

　七音がまだ信じられない、という調子で言う。そして急に怒り出す。

「そんなことって許されないわよ！」

「誰も許す気はねえよ、そうだろ」

　香純がみんなを見回す。

　僕らはうなずいた。

　するとそこにキトがかすかな声で口を挟んだ。

「……いいの」

「え？」

「私、もうどうなったっていいの」

　疲れ切った、という声だった。僕らは皆例外なく、胸が締めつけられるような感覚に襲われた。──他の五人の心がわかるわけじゃないが、しかし必ずそうだと確信する。こんな死にかけた老人みたいな声をこの子が出してはいけない。

「大丈夫、きっと助けてあげるわ」

　希美が僕らを代表して優しい声で言った。

　キトはうつむいて、返事をしない。

「……なにかアテとかある？　キトちゃん」

　七音が訊いても、静かに首を振るだけだ。

「じゃあ、どうしよう。とりあえずここにかくまうとして、その後は……？」

「…………」

　僕は、心の中で迷っていた。

　実はある。ひとつだけ、彼女を確実にかくまってくれそうなところの心当たりが。キトは世の中から切り離されているが、彼女と同じように世界と断絶した環境を、知っていた。

　僕の親がやっている〝教団〟だ。あの中でなら、彼女を世間から隠しておける。

　だが──

　それを提案するのは、ひどく気が進まなかった。個人的な感情だけで、あそこと関わるのはもう嫌だと思ってしまう。しかし他に方法がないというなら……。

「あの……」

　と僕が口を開きかけたところで、香純が、

「今は、この先のことを考えている余裕はねーと思うぜ。しばらく様子を見るための時間を稼ぐ……それが先決だ。〝追っ手〟の奴等がいるのかどうかとか、確認してからだろう、動くのは。なあ神元」

　と言って僕に同意を求めてきた。僕ははっとして、

「あ、ああ」

　とうなずいた。

「私たちの〝才能〟で探れないかしら？」

　七音が腕を組みながら首をかしげて考え込む。

「誰か、なんか取っ掛かりでもない？　三都雄くん、曖昧でもいいからさ」

　と言われても、三都雄は相変わらずぼけーっとした顔で、

「…………」

　と何も答えない。

　そのとき、部屋の外で、がたたん、という大きな音が響いた。

「──！」

　僕らは緊張して、入り口ドアの方に注意を向けた。しーん……と、音はそれっきりで、後は静かなものだ。香純が素早く動いて、部屋の内線電話を取った。

「どこにかけるんだ？」

「管理人室だ──下で何かあったとしたらわかるだろう」

　香純は受話器を耳に当てて待つ……しかしどうやら一向に反応がないようだ。

「くそ、出ねえ……！」

「貸してくれ！」

　僕が手を伸ばしかけたところで、がちゃ、と向こうで受話器を取る音がした。そしてその直後、

『──た、助けて……！　襲われ──』

　という悲鳴が受話器から響き、そして途切れた。

「もしもし！　もしもし！」

　と叫ぶが、しかしもう何の声も返ってこない。

「……ど、どういうことよ……？」

　希美が顔面を蒼白にしながら呟いた。

「もう〝追っ手〟が来ている──ということだ。しかも見境みさかいをつける気がないらしい」

　天色が淡々と言った。

「でも、どうしてここの場所がわかったの？」

「そんなことは後回しだ。それよりここを脱出しなければならない」

　どすん、ばたん、という大きな音がまた聞こえはじめた。下の階で、何やら騒ぎが起きているようだった。

〝襲われ〟ているというのか……建物すべてが?!

　一体全体、何がやってきているのだ?!

「し、しかし下はもう占拠されているようだ……どうやって逃げる?!」

　僕の言葉に、ひとり冷静な天色は、

「非常用のシューターがあるはずだ。それで下まで降りよう」

　と提案した。彼はなんというか……こういうことに慣れている、エキスパートである──そんな感じがした。

　そのとき、また廊下の方から大きな音が響いた。すぐ近くまで来ているということか……?!

「みんなは下がって！」

　天色がひとり、入り口ドアの方に近づいた。

　僕らは言われるままに部屋の隅に下がる。

　七音がキトの手を取って、傍らに抱き寄せた。

　ぎゅっ、とキトも彼女にしがみつく。

　がたんごとん、と音はだんだんこっちの方に近づいてくるのがはっきりわかった。

「来るぞ……！」

　天色が──何をする気なのか──両手を開けたり閉じたりしている。

　僕らはみな息をのんで、事態に備えようとしていた。──しかしその中で三都雄だけが、この期ごに及んでなお、ぼーっと宙に視線をさまよわせていた。

「……なんだかなあ」

　彼はのんきそうな声を出した。

「なんだったのかなあ、あれは……」

「？　おまえ、何を言ってるんだ？」

　香純が怪訝そうに訊くが、三都雄は答えず、

「〝熱くて冷たい〟んだよな……でも、そんなことおれにわかるはずないんだよな。血が吹き出したら、液体それ自体は熱いんだが、しかし身体は熱を失って冷えていく……どういうことだろ？　そんなこと、そうなっちまった後のおれにわかるわけないのに……」

　と訳のわからないことをぶつぶつ呟いている。

「おい、しっかりしろよｌ」

　と彼の肩を掴んで揺すぶろうとしたそのとき、三都雄はいきなり香純を突き飛ばした。

　三都雄だけじゃなく、七音とキトも同時にその場所から吹っ飛ばした。

　その瞬間、そヽれヽが起こった。

　ドアを突き破るようにして五、六人の影が突入してきて、そして天色がそいつらに向かおうとして──それと同時に窓の外からも敵がガラスを蹴破って上から飛び込んできた。

　三都雄は、その窓の方からの攻撃の真正面にいた。

　そいつらの突き出してきたナイフを、彼はその胸や腹に受けた。受けながら、彼はその大きな身体で突撃し、そのまま突撃してきた連中を窓の外に突き飛ばした。

「──?!」

　僕らは見た……そヽうヽなヽっヽてヽもヽ、三都雄の顔がどこかぼんやりとしたままなのを……そして彼は、

「ああ──なるほど、そういうことか。それで、おれって──」

　と呟いて、そのまま窓の外に転落した。

「み、三都雄くん！」

　希美が悲鳴を上げた。

　その背後で、天色が食い止めていた連中が次々と爆発した。

　よくわからなかったが、天色が攻撃してそうなったらしい──

「くそっ！」

　天色は振り返り、窓の外に駆け寄る。

　僕らも見おろした……

　六階下の地面に、三都雄と、三都雄が突き飛ばした連中が落ちていた。

　その……広ヽがヽっヽてヽいヽたヽ。身ヽ体ヽがヽ……

「み、三都雄が……」

　僕は呆然として、言葉にならない。しかしその間にも天色は、

「──もう窓の外から来る奴らはいないな」

　と上を確認していた。

「急ごう。すぐ次が来るぞ」

「し、しし死んじゃって、死んじゃったの……？」

　七音ががくがくと歯を鳴らしながら言った。

「三都雄くんが守ってくれなきゃ、ぼくらが全滅していた！　急ぐんだよ！」

　天色の怒鳴る声に、初めて動揺が走っているのに僕らは気がついた……

　数宮三都雄は死んだのだ、本当に──
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　……そヽれヽらヽはもう、人間であることをやめていた。

　それらは殖えていた。

　一番最初に薬品を体内に取り入れた者たちは、その特殊性をかつて彼らが人間だったときの〝同類〟──時間別で自分たちと同じように街を徘徊はいかいしていた少年のチーム等に〝伝染〟させていたのだ。何が起こったのか想像することはさほど難しくない──チームの連中は、時刻を越えてなお街にいた〝汚染者〟たちに突っかかっていったのだ……そして噛みつかれたりして、その体液に〝浸食〟されてしまったのだろう。

　そしてそれらには〝薬品〟を開発した者たちですら知らない進化が生じていた。それらは仲間同士で蟻のそれにも似た精神の共有現象が起きていたのだ。

　その中には、夜のチームもいた。そして彼らの中には、神元功志ら六人がキトと一緒にウイークリーマンションに入っていくのを見ている者もいたのだ。

　彼らは野獣と化しており、そして野獣というのは、人が通常想像しているよりもずっと賢明だ。生物が何億年もかけて獲得してきた本能は、ほとんどの人間のなまじの意志よりもずっと正確であり、適切だ。そしてその本能は、ほぼすべての生命で──単細胞生物のアメーバから鯨にいたるまで──共通してあることを自らに命じている。

〝敵〟は可能な限りにおいて殲滅せんめつせよ、と。

　野生動物が不必要な殺しをしない、などというのは一面からしか見ていない意見だ。それはそれ以上殺すことができないからであって、それが敵であるならたとえひとつの種を滅ぼしさっても動物は──人間同様にそんなことは何とも思わない。

　その本能がそヽれヽらヽを突き動かしていた。

　本能は、それらが人間であったときの〝記憶〟までも利用していた。武器を使うこと、集団で攻撃すること、そして一方に注意を引きつけている間に別の所から奇襲をかけること──すべて野獣のそれらにとっては本能であった。

　だが、その最初の攻撃は失敗した。

〝敵〟は犠牲を出しながらも彼らの第一陣を撃退し、そして逃走に移った。

　ウイークリーマンションはすでにそれらによって占拠されている。他の住民たちや管理人は皆殺しにしてあった。だから逃げ場はないはずだったが、〝敵〟は火災時の非常脱出用シューターを使って六階から地上まで一気に降りることに成功したのだ。最後の一人などはそのシューターを外して飛び降り、自らの脚で着地するという異常さであった。そうやって追跡を絶った。

「…………」

「…………」

　見おろすそれらにはもう言葉はない。ただ地上に降りた〝敵〟が近くに停めてあったライトバンを盗んで大急ぎで逃げ去るのを見ても、何も言わない。

　その必要はない。言葉などもうそれらには不要だ。

〝敵をどこまでも追って、そして殺す〟

　それ以外のことなど何の関係もないのだから。
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　ライトバンは、ちょうどコンビニに品物を仕入れに来ていたのか、それとも引き取りに来ていたのか、その辺はわからないがとにかくエンジンがかけっぱなしでドライバーがちょっとだけ離れていたヤツを無断で拝借した。運転席には僕が着いた。僕はバイトの都合で大型車両の免許をすでに取得していた。ライトバン程度の操縦なら簡単だ。

「あっ！　な、なにしやがる！」

　店からあわてて持ち主が出てきたときには、もう僕らは全速力でその場から走り去っていくところだった。

「…………」

　僕らは押し黙っている。視線もばらばらだ。

　しかし、全員が天色優の方にぴりぴりとしたものを向けている。

　やがて彼はそれに答えるように、口を開いた。

「──みんなももうわかったと思うけど、ぼくは人間じゃない。戦闘兵器として造られた人造人間だ」

　真顔で言った。

「──それじゃあ、あの〈スティグマ〉は」

「あんなもの、ぼくが自ヽ分ヽでヽ傷ヽつヽけヽてヽいヽたヽに決まっている。それらしい単語をでっち上げて」

　僕らは、いっせいに「ふう」とため息をついた。

「俺たちを監視していたのか？」

　香純が訊いた。

「そういうことになるね」

「それにしては不注意だったんじゃないのか。バレちまったぜ」

「──仕方ないね、あの状況じゃ」

「それにしても、だ──つまり、こういうことか。〝俺たちは、やっぱりおまえを味方として見ていい……信じたままでいい〟って」

　香純がまっすぐ天色の目を見て話しているのを、僕はバックミラー越しに確認する。

「そうしてくれると嬉しいね」

　天色も見つめ返して言った。

「……ほんとだったのね、天色くん。いつか言ったことは」

　希美がぽつり、と呟いた。

「今まで言わないでいてくれて、感謝してますよ」

　その言葉が終わるか終わらないうちに、七音が急せき込むように訊く。

「どういうことよ、天色くん──あなた、襲ってきたアレがなんなのか知ってるの？」

「ああ。あれは〝被投与体〟だ。薬品によって身体が変質した〝元〟人間というか。今ではただの怪物だ。脳も変質してしまっているから、治る見込みはない」

「薬品、って──それはキトちゃんにひどいことしてたって言う奴らの……？」

「おそらく」

「そいつらの命令で襲ってきたの？」

　天色は首を横に振った。

「……そこが問題だ。てっきりそうだと思っていたんだが、あの容赦のない襲撃の仕方から見て、どうもおかしい。あれは目標のキトを殺してしまう攻撃だった。もしバックに指令を出しているヤツがいたら、絶対にあんなことはしない。……これは推定だけど、たぶんキトを捕まえていた連中はもう、全滅している。被投与体があれだけの数になったのは、感染によって勝手に増えたんだ」

「……え？」

「自分たちが造った被投与体に殺されたか、何らかの事故で薬品だけが残ったのか……その辺は確定できないが、ひとつ確かなのはあの被投与体たちは暴走しているということだ。それを止めるものは誰もいない。〝敵〟を見つけて殺すことだけのために動いている」

「……キトちゃんを？」

「いや、今ではぼくら全員をだ。連中の本能にぼくらは刷り込まれてしまっただろう」

「…………」

「これは世界の危機だ。今、ぼくらの肩には全世界の運命がかかっている」

　天色は急に、そんなことを言い出した。僕らが目をむくと、

「本当のことなんだ。キト、君が今死ぬことは、そのまま世界の破滅を意味するんだ」

　彼は少女を睨むように見た。




　天色は語った。

「ぼくは彼女の身体をすでに調べている。その結果、驚くべきことが判明している。

　キトの〝殺戮さつりく能力〟というのは、彼女の身体に寄生している細菌によるものだ。

　細菌それ自体には害もなく繁殖力にも乏しいという無害に近いものだが……その細菌は死ぬとバラバラになり、そしてＤＮＡの一部が残る。これらは細菌が普通に生息している分にはすぐに同類が分解してしまい、何の害もないが……これはそのままだと、ある種の〝ウィルス〟となる。

　これがキトの能力だ。自分自身には抗体があるからなんともないが、そのウィルスには極めて高い殺傷性がある。彼女が飲まされた薬というのは、細菌を彼女の体内から追い出して、ウィルスに変えるためのものだろう。

　ここまでは連中の計算通りだ。歩く生物兵器として、たとえば都心部などに彼女を潜入させて〝発病〟させればたちまちその一帯の人間は皆殺しだ。軍隊の侵攻や、ミサイルの飛来ならば食い止めることもできるが、人間一人が入るのを止められる国や都市などこの世界にはない。まさに防ぎようのない絶対兵器さ。

　……だが連中は、まだキトが〝人間を殺したとき〟どうなるか知らなかったんだ。

　彼女の中で安定した細菌は変質したはずだ。そのＤＮＡにも変化があった。そいつは人間に感染すると、進化を始める……人間のＤＮＡに結合して、新しい生き物になる……人間に適応しているんだ。キトに対応したことで、他のどの生物よりも人ヽ間ヽにヽ向ヽいヽたヽ病ヽ気ヽになったんだ。

　進化すれば、どうなるかわからない……しかしおそらく爆発的に繁殖して、そして人間の対応は間に合わないだろう。かつてのペストや天然痘などとは比較になるまい。人類を皆殺しにできるだろう──

　……キトが死ねば、細菌は彼女から離れる。そしてウィルスになって世界中に広まるだろう。そうしたら……終わりだ」




　……僕らは声もない。

　特にキト本人は、その顔を強張らせて小さな唇をわななかせている。

　香純が首を左右に激しく振った。平静になろうとしているようだ。

「……ち、ちょっと待て。それじゃどっちにしろキトが死んだら終わりってことなのか？」

「ある時期までは」

　天色は言った。

「ある時期？」

「キトが〝変わる〟までは危険が続く。彼女の身体が変化すれば、安定していた細菌はだんだん減少して、やがては消滅するだろう。死骸しがいたるウィルスも分解されて」

「……変わる、って──あ、まさか」

　希美が声を上げた。天色はうなずく。

「その通り。二次性徴だ。彼女が生理を迎えるようになれば、危険は消滅するだろう」

「本当かよ？」

「分析で得られた結果だ。間違いないね。ぼくはこの手の生物兵器のスペシャリストだから」

「し、しかしそれまで何年もかかるでしょう……？」

「しかし他に道はないと思う。キトの体内にいる限り細菌は無害なんだ。世界中で最も安全な保管場所だ。キトにはなんとしても生き続けてもらわなきゃならない」

　きっぱりと言った。

「これには世界の運命がかかっているんだ」

「…………」

　香純たちはまた黙り込んだ。

　するとキト自身が口を開いた。

「私を……燃やしちゃったら、その毒も消えるんじゃないの。さっきしたみたいに、バクハツさせるとか」

　とんでもないことを言う。しかし天色は静かに、

「ウィルスが熱に強かったらどうする。何百度という溶岩の中でも破壊されないウィルスの例もある。ぼくだったらその方法はやめておくね」

　と告げた。すごい話だと僕らはあらためて痛感した。

　すごい話なのだ、本当に……

　僕は、さっきから一度も話に参加していない。ただ聞いているだけだ。

　運転に集中しているから、ということもあるが、それ以上に僕は──神元功志は他の誰よりもこの話に動揺していたのだ。

　これは世界の未来を決定する話だ。

　それは、僕が欺瞞だとして嫌悪し続けてきた両親たちが言っていることそのものにはかならなかった。

　その鍵を僕らが──いや、僕が握っているのだ。

　僕がこの事を、対向車線に乗り込ませて事故を起こしたらどうなるだろう？

　天色は死なないかも知れないが、僕らは死ぬ──キトも死ぬ。

　そうすれば世界の運命を僕が決めたことになる。

　人間は薄汚い生き物であり、地球に存在しない方がいいという考え方は世界中にあるカルト宗教の中では珍しくもなんともない。そこではそういう滅ぼし手はそのまま救世主となる。

　この僕が、本当に救世王になってしまうわけだ……たったハンドルを半回転させるだけで、いとも簡単に──

「…………ふふ、ふっふっふ……」

　気がつくと、僕は笑っている自分に気がついた。

「……ふふふふ……ぶふははははははははっ！」

　最初はくすくす笑いだったのが、いつのまにか大声で爆笑しているのだった。

「──ぶあっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっ！　はははっ！」

「ち、ちょっと功志?!」

　希美が心配そうに悲鳴混じりの声を上げた。

　かまわず笑い続ける僕は、心の中で三都雄のことを考えていた。

　彼は文字通りの救世主だ。彼がいなかったら今頃世界は終わっていた。

　その彼は、死に際に何を言おうとしたのだろう？　あの途切れた言葉は何を言いたかったのだ？

（なあ、三都雄──君は我が身を犠牲にして世界を救ったんだ。その君はいったい、何を言いたかったんだ？）

　そう、心の中で叫んでいた。




「──おい、あれを見ろ！」

　いきなり香純が背後を指さして叫び、僕ははヽっヽ、と我に返った。

　バックミラーをのぞき込むと、僕にもそヽれヽが見えた。

　さっきの〝被投与体〟とかいう奴らだった──それが来ていた。すぐ後ろに、群をなしてついてくる。

　ローラーブレードを履いて、さながら氷上のスピードスケーターのような異常な速度で、追ってくる……！

　金属バットなどを振りまわし、周りの邪魔な車などを叩き払いながら、迫ってくる！

　接近されて、ライトバンの車体が、があん、と殴りつけられた。あやうくスリップしかけた。とんでもない力だ。

「な、なんだって?!　あ、あれも本能だって言うのか……?!」

　僕はあわててアクセルを踏み込んで、連中を引き離そうとした。しかし奴らも加速して、平然と追走してくる。

　周りの車は、いきなり割り込んできたその奇怪きわまる連中にパニックになって、歩道に乗り上げたり、追突を起こしたりしていた。

「間違いない……こんな目立ってしまっていることにためらいがない。こいつらには制御がまったくされていない！」

　天色がうめいた。

「勝手に増えた、っていうあれは正しいと？」

　香純が訊ねると、天色はうなずいた。

「キトの〝ウィルス〟みたいに条件がないからね。噛みつかれて傷口に唾液を浸食されただけで簡単に変わる。吸血鬼みたいなものだ」

「それじゃあ、あいつらも危険には変わりないじゃないか！」

「それでもあヽれヽなら皆殺しにすればすむ。死体からの空気感染もない。原因は薬品であって、それ自体は生きていないんだから。薄まればそれで無効化する」

「だが──いや、待て。それなら今、俺たちは」

　彼がごくり、と生唾を飲み込む音が聞こえたような気がした。

「放ほっておけば増え続けるはずの連中を──引きつけているわけだ。一箇所に」

「……！」

　僕らは息をのむ。その通りだ。

「倒す絶好の機会、というわけか……？」

　僕の声も多少震えていた。

「天色──できるかな、それ」

　言われて、天色はバックミラー越しに僕の眼を見つめてきた。

　それから香純や七音、そして希美たちの方を向く。

　女の子たちも、うなずいている。

　天色はしばらく無言だったが、やがてにっこりと微笑んだ。

「君たちに会えて、ほんとうに嬉しいよ」

　心はひとつだった。

　僕は搭載とうさいされているカーナビをつけた。スイッチが入ると現在位置が管理会社などにもバレるから今までつけていなかったが、こうなったらそうも言ってられない。コンソールを操作して、表示エリアを拡大させた。

「どこかにおびき寄せるとして……どこがいいだろう？　人気がなくて、なおかつ周囲から隔絶しているような──」

　と僕が調べようとしたとき、七音が、

「あっ！」

　と大きな声を上げた。

「あそこよ！　ほら例の〝血の匂い〟で行ったあそこ！」

　言われて、僕らはみんな「なるほど」と納得した。

　それは来るべき高度集積都市のための開発予定地──僕らが六人そろった後、はじめて予知を元に行動した場所だった。

　そこには、まず最初に土台からというので、地下に無数の入り組んだパイプラインが走っているのだ。地下街や光ケーブル道などに使うために、ということらしい。

　しかし計画は現在頓挫とんざ状態で、そこは今がらんどうの廃墟はいきょだ。

「そうか、あの地下の蟻の巣みたいなところなら、ぼくも能力を思いっきり使えて人目にも触れないですむ」

　天色がうなずく。

　僕はカーナビをいじって、沿岸の埋め立て地帯に位置している問題の場所への最短ルートを探った。

　被投与体の取らは、なおも追いすがってくる──。

「ええい！」

　僕はハンドルを切って、ライトバンを横道につっこませた。




　　　　　　　＊




　この騒動は当然警察にも通報されていた。しかしパトロール・カーが現場に向かっても、それは〝通過後〟でしかなく、そこにいるのは「おまわりさん、一体ありゃ何ですか?!」とわめく〝被害者〟たちばかりだった。この段階では、まだウイークリーマンションで死者十三名にもなる殺人事件が起きていたことなど誰も知らない。そして今朝ゴミ捨て場で発見された片目の外国人の死体とこのことを結びつけて考える警察関係者も皆無だった。彼らは大声で色々なことを喚きあったが、それはどれもこれも根拠のない無責任な野次馬のうわさ話ウイスパリングに等しかった。人々は何も知らず、知らぬ間にも世界の行く末を決める事態は停まることなくどんどん進行しつつあった──




　　　　　　　＊




　釘付けされた板で造られていたバリケードをぶち破って、僕らの乗ったライトバンは地下通路のダンジョンへと突っ込んでいった。

　完全に密閉されていないので、中はどこからか入ってくる光で薄ぼんやりと明るい。しかしそれでもライトをつけた。

　追っ手の連中は、バリケードの残骸ざんがいの上を走ったまま停まらずぴょんぴょん飛び越して平然とやってきた。あきれた身軽さだ。これも本能だというのだろうか？

「──どうする？　奥に進むか？」

　僕は天色に訊いた。

「なるべく狭いところに──囲まれないで、一方向からしか攻められないような場所まで行くんだ」

「わかった！」

　僕はカーブを切って狭い通路にライトバンを入れた。

　しかし通路はまだ条件には遠い広さだ。僕はさらに道を探そうとした。

　そのときである。

　背後の追っ手の取らが、何やら奇妙なフォーメーションを取り始めた。三人が肩を組んで、中の一人が持ち上げられていく。

「──？　なんだ、何を……」

　と考える余裕もろくになかった。彼らは恐るべき攻撃を始めた。

　持ち上げたそいつを、こっちへ向かって投ヽげヽつヽけヽてヽきヽたヽのヽだヽ。

　しかも、車ヽのヽ下ヽへヽ──

　たちまち車輪が、そいつを巻き込んでがたんと大きくバウンドした。人の身体がぐしゃぐしゃにひしゃげるおぞましい感触がハンドルに響いた。

　だがそれより何より──スどードがどうしようもなく、落ちる──

「な、なんだとお──?!」

　奴らは次々と仲間を使ヽっヽてヽきヽたヽ。いや、仲間ではなく、もはやそれは〝部品〟でしかないのだろう。どうすることもできなかった。車輪は脂にまみれて、スリップを避けられなくなって

「何かに掴まれっ！」

　それだけ叫ぶのが精いっぱいだった。

　ライトバンは独楽こまのようにくるくると回転して、そして黄色い警戒柵さくでふさがれていた所に突っ込んだ。そこには先がなく、ぽっかりと下に空洞が開いているだけだった。

　墜落した。

　高さは十メートル程度だったろう。サスペンションは当然耐えきれず、ライトバンの車体の下半分はぐしゃぐしゃに潰れた。それが緩衝材かんしょうざいになった。僕らは突き上げるような衝撃に全身を打たれたが、それでもなんとか動けた。

　あわてて全壊した車から這はいでて、さらに奥へと逃げだす。




　　　　　　　＊




　本能のままに〝敵〟を追い続けるそれらは、下に降りた〝敵〟を追って次々と飛び降りようとした。

　しかし最初に飛び降りた者は、ローラーブレードを履いたままだったので、着地の際に足首を破壊されてひっくり返った。捻挫ねんざどころではなく、骨が砕けて歩行不能になる。

「────」

「────」

　それを確認すると、他の者はこの場所においてのローラーブレードの害を知り、たちまち脱ぎ捨てた。

　そして飛び降り始めた……その下には、今足首を砕いたものがいた。

　その肉体をクッションとして、それらは五メートルの高さを難なくクリアした。下敷きになったものは最後には肉塊に過ぎなくなっていたが、もちろんそれらには何の問題もなかった。

　それらは自らの脚で追撃を続行した。




　　　　　　　＊




「き、来たぞ！」

　香純が怒鳴った。

　僕らは必死で走っていた。しかし肉体限界とやらを無視してしまっている連中にかなうはずもない。追いつかれるのは時間の問題だった。

　やがて僕らは奇妙なところに出てきた。

　道の横に、ずらりと下に傾斜していく丸いパイプの群がつながっているのだ。ムカデの足のように。

「し、しめた！　狭いところだ！」

「どれか遠くに続いてそうなのを──」

　僕らはパイプをのぞき込み、調べ始めた。

　その間に天色が一人、迫ってくる連中の前に立ちはだかっていてくれる。

「ここに逃げ込もうぜ！」

　香純が提案して、そして彼は腕にキトを抱きかかえてパイプのひとつに滑り降りていった。七音が後に続く。

「希美！」

　僕はひとり遅れがちだった彼女を呼んだ。

　しかし彼女はもうふらふらになっている。僕は彼女の所に駆け寄って、その手を引っ張った。

「さあ、急ぐんだ！」

「わ、私もう──」

　そのとき、どおん、という爆発音が響いた。天色のところにまで、追いつかれたのだ。

　はっ、となって僕と希美がその方向を向くのと、天色の声が響くのが同時だった。

「──いけない！　一人逃がし……」

　言われたときには、もうそいつは僕らの前に迫ってきていた。

　ナイフを振りかぶって、僕らに突っ込んできた。

　間に合わなかった。そいつはまっすぐに希美の方に向かっていた。

　僕は希美に体当たりして彼女のいた位置に飛び込んで、しかし──

　……三人はからみ合って、その横にあったパイプの傾斜の中に転げ落ちていった。




　　　　　　　＊




「こ、神元くん！」

　天色優は叫んだが、しかしそのときには希美と神元と被投与体はその視界から消えていた。

　その間にも次々と敵は群をなして迫ってくる。いかに彼が強力な戦闘力を持っていると言っても、相手はひるむことのない勢いと数だ。

　そいつらの中の何体かが、いま神元たちが消えていったパイプに飛び込んでいった。あくまでも〝敵〟としたものは根絶する気なのだ。

「……ぐっ！」

　神元功志たちはあきらめるしかなかった。助けようがない。

「ぐぐぐっ……！」

　噛みしめる唇が破れて、血が流れ出した。

　彼は押されつつも、もはやここで勝負を決するしかないと悟った。香純と七音、そしてキトが逃げたパイプには何人なんぴとたりとも近づけるわけには行かなかった。

　彼は投げつけられたナイフを弾き飛ばしながら、迫ってくる怪物たちに向かって怒鳴った。

「──いくらでも来いっ！」




　　　　　　　＊




　……滑り落ちて、そして僕らがたどりついたのは、水が底に溜まっているさらに暗い空間だった。

　僕らに襲いかかった奴は、滑り落ちる途中で首の骨を折ってしまっていた。ぴくりとも動かないで、僕の横に転がっていた。

「う、ううん──」

　希美が頭を振りながら起きあがった。よかった。彼女は無事だ。

「こ、功志──大丈夫?!」

　彼女は僕の方を振り返った。僕はどうしようもなかったので、そのままでいた。

　すると希美が、この世の終わりかと思うほどの大きな、疳高かんだかく引き裂かれたような悲鳴を上げた。絶叫した。

　彼女は見たのだ。

　僕の胸にナイフが深々と突き立っているのを。それは背中まで貫通していた。

「功志──なんてことなの?!　功志！」

　彼女は僕にしがみついた。しかし僕の方は、もう動けなかった。貫かれたのは、たしか太陽神経叢しんけいそうとかがある急所中の急所だ。僕は全身が痺しびれていて、痛みすらほとんど感じていなかった。

　ただ、身体中で引き絞られるように切ない感覚があった。自分が雑巾ぞうきんになって、ぎりぎりと水分を取られていくような、奇妙で、たまらない感覚が──

「功志、功志！」

　泣き叫んで、希美は僕の身体をがくがくと揺さぶる。

　だめだ。

　希美、君はそんなことをしている場合じゃない。

　逃げなきゃならないだろう。僕はどうせ助からないんだ。君だけでも逃げなきゃ──

　そう言おうとした。しかしもう、言葉が口から出てきてくれない。

　視界もぼやけていく。希美の泣き顔が蜃気楼しんきろうのように遠くなっていく──

（…………？）

　だが、そんな中で、僕ははっきりと希美の横に立っている人影をひとつ見つけた。その姿は、何故か明瞭めいりょうに確認できた。

（ああ……）

　僕は心の中でうなずいた。納得した。

「よお、神元」

　そいつは言った。それは数宮三都雄だった。

（ああ、よかった──三都雄、君に会いたかったんだ）

　僕は心の中で三都雄に話しかけた。気になっていたことを訊いた。

（なあ三都雄、君は最期に何が言いたかったんだ？　何を言おうとしていたんだい？）

　三都雄は答えた。

「いや、大したことじゃねえよ。ただ何というか、やっと自分の仕事っていうのか、そういうもんがわかったってだけのことだ」

　三都雄は微笑みながら答えた。

（仕事？）

「やるべきこと、っていうか、運命とか言ってもいいかもな。おれはよ、七音とかにバカにされたりもしてたように、能力の方がえらくいい加減だったろう？」

（まあね、確かにそうだったな）

　僕も心の中で笑い返した。

「なんでいい加減だったのか、やっとわかったんだよ、あのときに」

　三都雄はうなずいた。

「おれは弱虫でよ、図体ずうたいはでかいけど気が小さいトコがあったろう？　たぶん、おれ、はっきりと予知とかできてたら──やるべきことができなかったと思う。香純と七音、それにあのキトって子を突き飛ばして、代わりに立つことなんかできなかったと思うんだよ。びびっちまって。だから──おれはずうっとはっきりしないまんまだったんだよ、きっと」

　三都雄は穏やかな口調で言う。

「おれは情けないヤツだったし、半端な人間だったけどよ、でもおれの〝才能〟の方は、やっぱりなかなか大したモンだったんだ。だからおれはそれでよかったと思う。おれの生まれてきた意味は、ちゃんとあったんだな、ってな」

　おめでたい、とみんなに笑われていたあの笑顔のままで、三都雄は僕に向かって力強くうなずいて見せた。

（……そうか、そうだな。君は立派だったよな。世界を救ったんだ。しかし、僕は……）

　ぼんやりと、すべてがはっきりしない感覚の中で、上の方から何かが迫ってくる振動を感じる。追っ手が近づいてきている。

　しかし希美は、まだ僕のことを離そうとせず、泣きながら引きずって行こうとする。

（僕は……）

　僕は死のうとしている。

　それ自体はもう、何とも思わなくなってしまっている。僕はもう九割がた死んでいて、恐怖も何も感じなくなっている。

　しかし希美まで死ぬのは──それだけは耐えられない気がした。

　僕の人生など、ほんとうに何の意味もなかった。世界を救えと言われて育てられたが、それも僕にはできなかった。仲間に最期まで頼るしかない。僕の〝才能〟は何の役にも立たなかった。

　僕はもう、息をしていない。心臓も止まっているだろう。意識はあと数秒あるかないかだ。

　しかし、それでも僕にはやるべきことが残されていた。やらなくてはならなかった。希美に伝えなければならなかった。

　僕を捨てていけ、逃げろと言わなくてはならなかった。

　それだけは──

　それだけは、なんとしても──
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　　７　辻希美　Automatic
















　辻希美には、実のところ何の能力もない。仲間たちのような〝才能〟などまったくない。彼女の、未来の光景をスケッチできるという〈オートマティック〉というのは完全なでたらめだ。演技なのだ。天色優と同じで、それっぽいことを適当に描いていたに過ぎない。

　すべては、彼女がずっと昔から神元功志のことが好きだったから、というだけの話だった。

　小学生の頃から、なんかいいな、と思ってきた。まわりのみんなが「神元ってアレなんだってぇ」と口さがなく噂しているのを聞きながら内心では「そんなんじゃないのに」といつも怒っていた。彼女は神元功志が、いつもいつも何かと戦っているように見えて仕方なかったのだ。とても居心地が悪そうで、しかし卑屈にならずきヽりヽっヽと前を向いているのがとても素敵だと感じていた。彼らは人目に付かないところでよく話し込んだりしていた。見つからないように気を配ったのは功志の方だった。見つかったら希美もみんながら排斥される、と。そういうところには功志は昔からほんとうに頭が回った。そんなに気をまわすことに希美は少しじれったさと、そして優しさを同時に感じて、彼女はさらに気持ちを深めていった。

　しかしそのままだったら、この初恋は恋だと意識さえもされないで終わっていただろう。神元功志はどうせ親の跡を継いでいたろうし、辻希実にはそこまではとてもついていけなかったろう。小学校卒業と同時に二人はそのまま別れて、やがて何十年後かに再会したとしても、すっかり教団幹部が板について、堂々とはしていてももはやかつての凛り々りしさはどこにもなくなっている神元と、妥協した〝大人の女〟にでもなってもう彼への気持ちを思い出せなくなっている希美では、接点を再び見つけようにも方法がなかったろう。

　だが──運命は転がっていった。

　神元功志がはじめて〝才能〟を発現させたとき、側にいたのは希美だけだった。彼女は後で功志に「このことは誰にも言わないでくれないか」と言われたそのとき、功志の顔に決意を見つけだした。

　自分に奇蹟があるとわかったとき、功志ははっきりと親と決別するつもりだと悟った。

　そのときに、希美は同時に功志は自分もまた切り捨てるだろうとも思った。これは彼女を、彼がやろうとしていることに巻き込まないために。

　それがわかったとき、希美はとっさに演技していた。その後十年以上続くことになるその演技は、まず当然のようにあっさりと口から滑り出たように見せかけた。

「そんなもの、功志だけじゃないよ。私にだってあるもん」

　──と

　こうして奇妙なコンビは始まり、二人は別の中学に行き、功志はその在学中に家から飛び出し、希美の方は両親が離婚して、彼女はどっちにもつかなかったので絵の専門学校に進学すると同時に親元から離れてアパートを借りたりした。

　その間にも二人は密かに関係を続けていた。

　しかしそれはひどくストイックなもので、何年も一緒にいたのに、彼らはまともに手をつないだことさえ少なかった。あくまでも共通の能力を持つ同類として、仲間としての関係でしかなかった。

　それでも希美は楽しかったし、同時にいつも不安だった。いつか功志にばれるのではないか、と。と同時にそうなったときに、はたして功志が彼女のことをどうするか知りたくもあった。許してくれるだろうか、そうまでして彼についてきた彼女の気持ちに気づいてくれるのではないか、と──その不安と期待は表裏一体で、なんども言おう言おうと思いながらも希美はしかし言えないまま日々を過ごしていった。それは切なくも、心弾む生活だった。

　しかし──

　しかし、今──




「──功志、功志！」

　……薄暗い地の底で、希美は泣き叫びながら、必死で動かなくなった神元功志の身体を引きずっていこうとする。

「返事して、返事してよ……！　なんとか言ってよ、功志──」

　クールだ、とみんなに言われる少女はもうどこにもいなかった。むき出しに泣きじゃくり、絶望で顔をぐしゃぐしゃに歪めている女の子がそこにいるだけだった。

　神元功志の身体は信じられないくらいに重い。下に溜まっている水が服に染み込んでいるせいもある。そして身体がもうぴくりともしない、バランスも取らないので物体の重みと抵抗がすべて希美の腕に掛かってしまっている。

　追っ手が接近してくる音が響いてくる。

　それでも希美は功志を引きずりながら、奥へ奥へと進もうとする。

「功志、功志──嘘でしょう？　ねえ、こんなことってないわよね……？　功志ってば──」

　彼女は訳のわからないことをひたすらに話しかけている。しかしその彼女にも、もう神元功志が息もしていないことは見えている。しかし理解していない。理解することを拒否している。

「功志、なんとか言ってよ、功志……！」

　そのとき、ばしゃっ、ばしゃっ、と追っ手たちが彼女のいる通路にまで到達した着地音が聞こえた。

　まだ希美は五十メートルと移動できていなかった。

「……！」

　彼女は必死で神元功志の身体を引っ張ろうとした。

　だが重さに腕が負けて手が、ずるり、と滑った。そして足を取られて、彼女は水溜まりの下に顔から転倒した。

「……ぶぶっ！」

　起きあがったときには、もうすぐそこまで敵が迫っている。

　希美は後退せず、代わりに神元功志にしがみついた。

　その身体にはもう温もりがなかった。水が、体温を冷酷に奪い去っていた。もはやそれ自身が熱を発するのをほぼ完全にやめているからだった。

　それでも希美はそれにすがりついた。抱きしめた。

「功志……！」

　彼女はぎゅっ、と目をつぶった。




　……そのときだった。

　どこからか、ひどく遠くのような、しかしとても近いような、不思議な距離感をもってその音が響いてきた。

　はじめは風のような音だった。

　それがだんだん大きくなっていく。

　びゅごう、ひゅごう、と他にたとえようのない奇妙な音があたりに響いていく。

　その音に、希美に迫りつつあった被投与体たちは本能で警戒し、その足を停めた。

　その音は、希美が持っている死体から聞こえていたのだ。

　はっ、と希美が目を開いた。

　その音はもちろん……知っている。誰よりも多く彼女が聞いていた音だ。

〈ウィスパリング〉の前兆音だった。

　しかし功志は、その身体はやはり動かない。口さえも開いていない。それでもその半開きの唇から、風のような音があふれ出してきていた。




「──るぉおおおぉばるるるるるすぐるるるぉぉぉぉおおぁおおおおあぁぁあおあ……!!」




　それは、どこにも存在していない言葉だった。まだどこにも生まれていない世界の、まだ存在していない言葉。遠い未来──遠い遠い先の、まだ可能性さえない言葉。その言葉で交流する人々の世界で生きる何者かの命懸けの雄叫おたけび──

　そう、それは叫んでいた。絶叫していた。何かを、その者にとってかけがえのないものを必死で、力の限りに宣言していた。

　その意味は、現在の人間にはまるっきり理解できない。しかしそれは、時間を越えて遥かな過去の、動かない少年のところにまで届いていた。

　びりびりと、辺り中の空気を揺さぶり、地下の世界に広まっていった。

「…………」

　希美は、呆然と神元功志の意志のない顔を見つめている。

　どうなっているのか、まるでわからなかった。

　やがて声はやみ、ふたたび地下には静寂が戻ってきた。

「────」

「────」

　奇妙な音に警戒していた被投与体たちも、異状が去ったと判断するだけの時間が流れた。

　それらは、ふたたび希美の方に近づいていく。

　希美は呆然となったまま、動かない。

　被投与体たちは少女の元に殺到して、その肩を乱暴に掴んで、そしてバラバラに引き裂いてしまおうと制限なしの力で思いっきり引き寄せた。

　その瞬間だった。

　ひゅっ、

　──という空気を斬るようなかすかな音がしたかと思うと、次の瞬間には希美に掴みかかっていた被投与体の腕が、その肘ひじから先が、

　ぶつん、

　──という腹にこたえる音と共に切断されていた。

　がくん、とその被投与体は支えを失って後ろにすっころんだ。

「────？」

「────？」

　被投与体たちはまた後退して、事態を観察しようとした。

　希美は、肩に掴まったまま、途中で切れている腕にゆっくりと目をやる。腕はすべりおちて、下の水溜まりに落下してしぶきを上げた。しかし希美は何の驚きもなく、そのまま被投与体たちを見て、そしてそれらが希美の向こうを見ているその視線の方向を見る。

　そこに、ひとつの人影が立っていた。

　そいつは静かに言った。

「今の〝雄叫び〟──ぼくにも聞こえた。だからここに来ることができた」

　それは男とも女とも取れる、性別不明の奇妙な声だった。

「…………」

　希美は、驚かなかった。

　なぜなら自分は狂ってしまっているとしか思えなかったからだ。

　そこに立っている影を、彼女は知っている。彼女だけではなく、このあたりの土地に住んでいる女の子たちはみんなそヽいヽつヽを知っている。

　黒帽子に黒マント、白い顔に黒いルージュの、その死神のことは誰でも知っている。

　そヽいヽつヽの名は、ブギーポップという──

「────！」

「────！」

　被投与体たちが言葉にならない叫びをあげて、突如現れた正体不明の敵に突撃していく。

　ブギーポップのまわりで、糸のようなものがきらり、ときらめいて疾はしった。

　次の瞬間、先頭にいた被投与体の身体がいきなり五体バラバラになって崩れ落ちた。

　──糸？

　希美は、それが糸のようなものがものすごい速度で巻き付いて、引かれたことによる切断のようだと思った。彼女は自分が狂っていると思っていたので、妙に冷静に事態を見ている。

「────?!」

　動揺、というものがないはずの被投与体たちに、はじめて驚愕きょうがくのようなものが浮かんだ。一歩後退する。

　そこに、ブギーポップがさながら瞬間移動でもしているような速度で逆に迫った。

　そして次の瞬間には、三体の被投与体があっというまに解体されて、水溜まりにぼちゃっ、ぼちゃっ、と落ちていった。

「…………」

　その速さと正確さ。そして無駄のなさに、希美はそヽれヽが機械でできているような気がした。彼女の能力という名の演技とは違う、本物の、意志もなくひとりでに動く自動的オートマティックな存在のようだ、と──。

　ひゅん、と唸うなるものが彼女のすぐ側をかすめて、そしてそヽれヽから跳ね散った液体が彼女の頬に、ぱしゃっ、とかかった。

　……それは血だった。それはぞっとするくらいに、熱かった。

「…………」

　そして、希美はその感触に、はっきりとこれが現実であり、思いこみたがったような狂気など欠片かけらも存在していないのだ、ということを悟らされた。

「…………！」

　息をのんだ。

　我に返って、はっ、と顔を上げた。一分と──いや数秒と経っていなかったはずだ。

　しかしもう、そこには被投与体の姿はどこにもなく、ただ黒い影がひとつ、静かに立っているだけだった。

「────」

　ブギーポップは彼女を見おろしていた。

　その眼光は氷のように冷ややかで、まさしく死神であった。

　希美はその光に射すくめられて、動けない。

　ブギーポップは、ちらり、と神元功志の動かない身体を見やった。

　そして言った。

「そヽれヽはもう、物体ものだ」

　声もまた冷ややかだった。

「そヽれヽに君がしがみつき続けるのは勝手だが、さっきの〝雄叫び〟──あれはこの世ならぬ声だった。奇蹟が起きた、といってもいい。その奇蹟がくれた生き延びる道を、奇蹟を起こしてまで君を救おうとした者の意志を、君がその物体にしがみつき続けることで踏みにじるというのなら──それは君の勝手だ」

　希美は、雷に打たれたように、全身が硬直した。

　口がわなないた。しかし言葉が出てこない。

　ブギーポップは無言で彼女を睨み続ける。

「だ、だって──だって」

　希美はうまく喋れない。

「さっきの〝雄叫び〟──誰の意志によるものかは知らない。しかし君がここで命を無駄にしたとしたら、その意志はまるっきり無意味なものになるだろうな。なんのために生きていたのか、まったくわからないままに」

　ブギーポップの言葉は圧倒的に、無感動に容赦なく闇の中に響いた。

「…………！」

　希美は耐えられなくなって、顔を落とした。一瞬だけ、動かないはずの神元功志が笑ったように見えた。

「…………！」

　しかしそれは幻覚だった。やはり神元功志は動かないままだ。

　だが希美は、自分は確かにそれを見たのだと思った。功志は確かに自分に笑いかけてくれたのだと思った。

　その意味するところは、確かに言われる通りひとつしかなかった。くそまじめで人の細やかな感情など理解してくれない功志が言いそうなことは、彼女にはよくわかっていたのだ。

〝なあ希美、君はすぐなげやりになるが、それはよくないぜ、やっぱり。どんなに辛いことがあったって、人間ひとは前向きに生き抜いていかなきゃな〟

　そんな、建前めいたことしか言わないのだ、どうせ──。

「……功志」

　彼女は手をその死体からゆっくりと離し、顔を上げた。

　そしてはヽっヽとなった。

　すでに黒帽子の姿はその場から消えていた。
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　　８　海影香純　Into Eyes
















　そのとんでもなく奇妙で、やたらに響く雄叫びのような音は、俺と七音のところにまで届いた。

「なんなの?!」

　七音は心配そうに俺の顔を見た。

　俺は、俺たちが滑り降りてきたパイプに顔を突っ込んで怒鳴った。他の誰も降りてこないのだった。

「おい、どうしたんだ?!」

　すると、遠くの方から爆音と、そして優の声がかすかに聞こえた。

〝……逃げろ、香純くん……〟

「どうした?!　はやく来い！　神元と辻はどうしたんだよ?!」

〝……二人はあきらめろ。君たちだけでも、なんとしても助かっ……〟

　声はそこまで聞こえて、あとは爆音や衝撃音にかき消されて聞こえなくなった。

「おい、おいってばよ！」

　俺はさらに怒鳴った。

　そこで七音が俺の肩を掴んだ。

「だめよ、香純くん──言われたとおりにしないと」

　彼女は目に涙を浮かべていた。

　キトが、そんな俺たちを不安そうに見上げている。

「──くそっ！」

　俺はパイプの壁面を殴りつけると、キトを抱え上げて走り出した。七音も来る。彼女は俺を抜いて、前方の道を確認しながら走る。

　しかし──本当に神元や辻は死んだのか。三都雄も、この目で見たはずなのにまだ俺には全然実感が湧いてこない。

　畜生。

　ちくしょう、何がどうなってやがるんだ。なんでこうやって今、走っているのがあの三人じゃなくて、この俺なんだ？

　なんで俺は、いつもいつも後に残される羽目になるんだ！

「くそくそくそくそくそくそっ……！」

　気がつくと、走る呼吸の度に毒づいていた。

「……ごめんなさい」

　キトが、俺の胸の中で震える声を出した。

「私、私が……」

「うるせえ、黙ってろ！」

　俺は怒鳴っていた。

「おまえがそんなこと言ってたら、あの三人はどんな気がすると思う！　おまえは生き延びることだけ考えてりゃいいんだよ！」

　大声で喚き散らした。

　キトは、びくっ、とその小さな身体を強張らせた。

「香純くん、こっち……！」

　七音が枝分かれした道をのぞき込んで、道を示した。

　そのとき背後で、どしゃっ、と何かがさっきのパイプのところに降り立つ音がした。優の防衛線を破って、とうとうこっちも奴らが来たのだ。

「──おい七音！　頼む！」

　俺はキトを彼女に渡した。彼女には重すぎてよろめいたが、キトは床の上に自分から降りた。

「な、何する気？」

「後はおまえに任せる」

　俺は言いながら、ずっと大切に持ち歩いていた拳銃を取り出した。

　弾丸は、全弾入っている。

　安全装置がどれかとか、もうとっくに調べてある。俺はそれを外した。

「か、香純くん！　だめよ、かないっこないわよ！」

「ばかやろう！　だから俺が防ぐんじゃねえか！　いいからキトを連れてさっさと逃げろ！」

「嫌よそんな！　香純くんを置いてなんて行けるわけないじゃないのよ！」

　七音はヒステリックに喚いた。

　俺は彼女を無視して、キトの顔を見た。

「逃げられるな？」

「…………」

　キトは答えない。

「逃げ切ると言ってみろ」

「…………わかんない。でも──がんばる」

　彼女はぶるぶる震えながら、そう言った。

　よし、と俺はうなずいた。

「香純くん！　残るならあたしが──あたしなんか生きてる理由もないし──」

　七音は泣き始めた。

「それが理由だよ」

　俺は彼女の涙を見て、自分でも納得しながら喋っていた。

「え……」

「おまえは泣くことができる──前に、喫茶店で、おまえは俺の死んじまった友達のためにも泣いてくれたしな。俺自身は全然泣いたりしなかったってのによ。だから──」

　俺は、へっ、とかすかに笑った。

「それが理由だ。俺よりおまえの方が意味があるってことのな」

　七音は目をしばたいている。

　そうだ。俺たちは実のところ、未来なんかほんとはどうでもよかったんだろう。予知するために、とか、能力を思いっきり使うため、とか、そんなのは全部付け足しみたいなものだった。

　俺たちは結局、互いのことをすごく気に入っていたという──他のヤツのことが自分よりも大切なような気がしていたという、それで俺たちはいつもいつも六人でつるんでいたんだ。だから優の正体を知ったときも、そして俺は勘づいてたが辻に何の能力もないことも、俺たちにはまったくどうでもよかった──そんなことは関係なかったんだ。能力とか才能とか、そんなものは、まるっきり。

　かんかんかん、と追っ手の取らが迫る足音が響いてきた。

　俺は七音が動こうとしないので、キトと彼女の手を取って走り出した。二人はついてきた。俺は手を離して、少しのあいだ一緒に逃げた。

　そしであるところで、俺は後ろを振り向いた。

　すぐ側まで、追っ手のヤツが迫っていた。向こうの方が速いのだ。ただ逃げていたら、絶対につかまる。

　俺は拳銃をぶっ放した。

　バカ正直に突っ込んできていた正面のヤツは胸を撃ち抜かれてひっくり返った。拳銃に対する心構えは〝本能〟とやらにはあるまい。

「香純くん──」

「キトを守ってろ！　行け！」

　俺は怒鳴った。七音には勢いがついていて、停まれない。俺が考えたとおり今度は彼女も走って逃げてくれた。

　俺はさらに突っ込んでくるヤツに二発目を撃とうとした──

　だが、そのとき気づいた。

　手が、がたがたと震えていたのだ。

「……?!」

　一発目を撃ったときには何でもなかったのに、次の引き金を引こうとすると、どうしようもなくがくがくと来る──

　そう、俺は遅まきながら、人を撃つということがどういうことなのか、このときやっとわかったのだ。

　それは怖いことなのだった。

　とんでもなく、人間の心の中を荒らしてしまうことなのだ、と──

「うぐっ……！」

　だが目の前には敵が迫ってくる。

　俺は奥歯を激しく噛み鳴らしながら、それでも二発目を撃った。狙いなんかつけられなかったが、しかし敵の距離は近いのでそいつは外れようがなく、腰のあたりに命中して見事にぶっ殺してしまった。

「うぐぐぐ……！」

　俺はもう、どうしようもなかった。

　敵はバカみたいに突撃してくる。

　俺は撃つ。

　敵はもんどり打って、倒れる。

　また来る。また撃つ──。

　装弾数の六人を例しても、まだ来ていたが、俺は一人でさんざん練習していた予備弾の再装填そうてんをこれまた反射的にやっていた。

　俺は歯をがたがた鳴らしながら撃ちまくって、そして気がついたときには目の前に死体の山が転がっていた。

　遠くから、はあはあはあ、と誰かの荒い息が聞こえていた。よくよく開いてみると、それは俺の呼吸音なのだった。

「うぐぐぐっ……！」

　よくわからない呻き声が、勝手に喉の奥から漏れた。

　俺はふらつきながらも、七音たちの後を追ってまた走り出した。

　やがて七音たちの姿が見えた。俺は追いつこうとしかけて、しかし、はっとなった。

　俺はもう、あの二人と一緒にいられるような人間ではなくなっているような気がした。俺はもう、人殺しだった。

　ひとごろしだ──。

「うっ……！」

　俺は、よろめいて立ち停まってしまった。

　そして二人は遠ざかっていく。

　俺はただ、それをぼんやりと──




　……だがそのとき、七音たちと俺の間の通路の壁が、いきなり倒れ込んできた。通路はパイプ状だ。それを外側から蹴り開けてきたらしい。

「──！」

　俺は我に返って、その開かれた入り口に銃口を向けた。

　だが、また撃つことができるのか正直自信はない。そうなったら、俺は今度こそ……。

　七音たちがこっちを振り返った。

　俺は「かまわず逃げろ」みたいなことを言おうとした。だがその前に入り口からひとつの影が飛び出してきたので、そっちに狙いを向けようとした。だが──

　案の定、腕は大きく震えてまともに動かなかった。弾丸は見当外れの方に飛んでいった。

（だめだ──）

　俺は観念した。二発目の余裕はもう、ない。

　ところが意外なことが起きた。

「──待て！　撃つな！」

　とその影が言ったのだ。女の声だった。

　被投与体の奴らは喋ったりしない。

「オレは味方だ──人間だ。撃つな」

　そいつは両手を上げて、俺の前に立った。革のつなぎなんかを着ているが、間違いなく女だ。しかし、この女は──

　すると向こうで、キトが、

「あっ！」

　と嬉しそうな歓声を上げてこっちへ走ってきた。

「生きてたのね！　よかった！」

　と言ってキトはその女にしがみついた。女も抱き返した。

「心配してくれてたのか？　ありがと」

　女は優しい声で言った。

「どうやって助かったの？」

「健太郎ともだちが助けに来て武器を渡してくれて。そうでなかったら、やばかったよ」

　女はキトの頭をなでた。俺は……そいつを知っていた。

「き……霧間凪か、おまえ」

　俺はそいつの名を呼んだ。

　霧間は俺の方を見た。

「奇遇だよな、海影。こんなところで小学校の同級生に会うなんて」

　相変わらず、こいつは男言葉でしか話さないようだった。

「どうやって、ここに……？」

「あんたらが盗んだ車のカーナビの会社の制御に侵入して、情報をな。それにさっきの銃声だ。銃を撃つのは、人間だけだろう？」

「…………」

　俺が絶句していると、そこに七音があわててキトの後を追って戻ってきた。

「ど、どういうことなの？　あんた誰よ。キトちゃん、知り合いなの？」

　その問いに、キトは何度もうなずいた。

　霧間は「どーも」などと言って軽く頭を下げた。




　　　　　　　＊




　……薄闇の世界に、ふたたび静寂が戻ってきていた。

　死闘の名残なごりの、細かい微粒子が空間にまだ漂い、射し込んでくる光が線となって暗闇をいくつにも塗り分けている。

「…………」

　動くものがなくなったその暗がりの中で、天色優という名を使っていた合成人間ユージンはひとり座り込んでいた。

　その右肩は奇妙な形にねじくれていて、腕はだらりとぶら下がっているだけだ。左脚も、ふくらはぎのところから折れて曲がっている。そして腹部には、その右脇腹が半分近く削そぎ取られて、自ら灼やいて塞ふさいだその痕あとからぶすぶすと煙が立っていた。

「…………」

　ユージンはぼんやりと、宙に視線を向けている。

　その周りには、無数の死体が転がっていた。彼が能力で吹っ飛ばしてやった連中の残骸ざんがいがまるでばらまいたビラのようにそこら中を占めていた。

「…………」

　動かないユージンは、しかし口元に笑みを浮かべていた。

　彼が逃がした敵も、ちゃんと仲間たちによって撃破されたことは銃声と、その後の足音によってわかっていた。やるべきことはやったのだ。

「やれやれ、一苦労だったな……」

　かすれ声で呟いた。この身体の損傷がどこまで再成できるものか自信はない。限界を超えている可能性が高い。そうなったら、彼もこのままここで朽ち果てる。

「なあ、みんな……今回はハードだったよね」

　彼は、そこに仲間たちがいるかのような口調でそう言ってみた。

　そして視線を落とす。

　しかし──

　ユージンは、ずっと持っていた疑問をまた心に浮かべている。

（ぼくらは──何をしていたんだろう？）

　あまりにも、まわってきたツケが大きかったような気がする。人がまだ触れてはならない領域に無責任に入り、子供がふざけ半分でやってはいけないことをやっていた──そうなのかも知れない。

　だがそれにしても、まわってきた責任は重すぎた。世界の危機、そんなものにまで直面しなければならなかったというのは、すこし行き過ぎだ。

（……それとも、逆だったのか？　まわってきたのではなく──）

　考えながら、ユージンはだんだん意識が薄れでいくのを感じる。身体が可能な限り負担を避けるために冬眠モードに入りつつあるのだ。眠りについたら、今度は目覚めることがあるかどうか。

（──最初から、そうなるようになっていたのか）

　ぼくらは、この世界の危機に対応するために集められて、そしてその使命を果たした……そういうことだったのか？

　運命、あるいは世界そのものが持っているバランス──そういうものがぼくらを操って、そして、こうして──

（……そヽのヽとヽきヽが来たので、スイッチが入れられた、とでも──）

　彼は散らばった死体に目を向けた。

　そして、その顔に「……？」という疑問が浮かぶ。

　彼が攻撃したものは、すべて化学反応で爆散しているため、必ず焦げているはずだ。しかし、彼の目に留まったその残骸は、まるで包丁で切られた刺身の断面のようになめらかにきらめいていた。

「……こ、これは」

　そう思って見回すと、残骸のかなりの数が同様に破壊されているのがわかった。

「…………」

　ユージンは、ここでやっと気がついたのだ。

　ぎくしゃくと、衰弱のためだけでなく、戦慄も入ったぎこちなさで、彼は顔を上げた。

　少し離れた陰──そこに立っていた。

　人というより筒のようなシルエットだった。暗がりから伸びているその姿は、空間に半ば溶け込んでいるようにも見えた。

　無言で、こっちを見つめている。

「──そう、か……そういうことか。なるほど、こヽこヽでヽ会ヽうヽわヽけヽだヽなヽ、海影くん」

　ユージンはため息をついた。

　黒い影は、ゆっくりと彼の方に近づいてきた。

　ユージンは動かない。動けないし、もう逃げる気もない。

「……手伝ってくれていたのか？　いや──それともぼくらの方が、おまえの仕事を手伝わされていたのか──」

　彼は弱々しく首を振った。

「いや、もうどうでもいいか」

　彼は、目の前に立ったその死神をぼんやりと見つめ返した。

　眼の中にそいつの姿が映っている。

　すると──そいつはとぼけているような、微笑みかけるような、左右非対称の奇妙な表情になった。

　そしてマントの中から一枚の板のようなものを取り出して、彼の前に放り出した。

「──忘れ物だ」

　そいつは静かに言った。

「……？」

　ユージンはかろうじて動く左手でそれを手に取った。

　目が丸くなった。

　それは、あの逃亡騒ぎで辻希美がどこかに置き忘れてきたはずのスケッチブックだった。

　ぱらり、と開いてみる。
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　中身も確かに、希美の描いたものだ。

　ページを繰っていくと、やがて彼の絵が出てきた。

　服を脱ぎかけたところの天色優の姿が、本人からかけ離れたまるで天使のような美しさで描かれていた。

「…………！」

「君に渡しておくのがいいと思ったんでね」

　死神は淡々と言ったが、その声はもうユージンの耳には入っていなかった。

　彼はくすくす笑いはじめていた。

　こみあげてくる衝動を抑えきれない、といった感じの笑い方だった。喉に力がないので声にはほとんどなっていない。無音で笑っている。

　小刻みに痙攣けいれんしながら、彼は傷の激痛の中で、それでも笑っている。

　いつのまにか、周囲から黒い人影はいなくなっていたが、彼はそれにさえ気づかず、絵を見つめながらいつまでもいつまでも笑い続けた。




　　　　　　　＊




「……もう音はしない。終わったようだ」

　床に、なにやら吸盤みたいな小型マイクをつけて、ウォークマンみたいな機械で様子を調べていた霧間凪が、イヤホンを外しながら俺たちの方に振り返って、うなずいた。

「今、この地下のダンジョンで動いているのはオレたちだけだ」

「……そうか」

　俺はぼんやりと言った。

　終わった。

　そういうことらしい。

　しかし俺の手には、まださっきの撃ち殺した感覚が残ったままだ。

　なんとなく、七音やキトに近寄るのが怖い。俺の汚れが二人に伝染うつってしまいそうで……。

「──海影」

　霧間がそんな俺の顔を見つめて言った。

「あんたはやることをやったんだ。それだけだ。それに、あれは人間じゃなかった。強いて言うなら、あんたが連中を、人間としてやってはならないことをさせなかったことで、最期に救ってやった──そうだろう？」

　その声はぶっきらぼうだが、優しい。

「──ああ、そうかもな」

　俺もうなずき返した。とは言ったが、しかしあの感触を一生忘れることはないだろうな、とも思っていた。

「これからどうするの？」

　七音がキトの肩に手を乗せながら訊いた。

「キトちゃん、どうやって守ればいいのかしら」

「オレの師匠センセが外国をぶらぶらしてて、いろんな所に顔が利く。あの人に頼めば、この子を何年かかくまうのは簡単だ」

　霧間はそう言って、キトにうなずきかけた。

「それでいいかな」

　キトは、こくん、とうなずいた。

「うん」

「そう──それなら安心ね」

　七音が、ほっとしたという顔で息をついた。

「それじゃあ行こう」

　霧間が、キトを呼んでその背におんぶして、そして歩き始めた。

「──ちょっと待ってくれ。あのよ、他の連中を、その」

　……死んでいるなら、せめて死体を弔とむらってやらなければ。

「彼らは生きてる」

　霧間がきっぱりと言ったので、俺と七音は「え？」と声を上げた。

「彼らは生きていて、無事にそれぞれ逃げ延びた──そう思っておきな。その方がいい」

　霧間は足を停めず、こちらの方を見ないでそう言った。

「…………」

　俺と七音は反論できなかった。

　しかたなく、俺たちも彼女の後について歩き出す。

　足取りは重かった。ひどく疲れていた。

　いろいろなことが、たくさんありすぎた……。

「……ねえ、香純くん、おぼえてる？」

　七音が話しかけてきた。

「ん？」

「地こ下こに、前に来たときのこと」

　七音はぼそぼそと、半泣きになっている。気持ちは痛いほどよくわかった。

「ああ」

　俺はうなずく。

「あたしたち六人ってさ……ひょっとしたら何かをしようとか、何かを見つけようとか全然思ってなかったかもね……もう、何もかも持ってて、あれ以上幸せとか、そういうものの必要なんか、全然、全然さ、その……」

　声はとぎれがちで、しかし言葉は止まらないようだった。

「そうだな」

　俺もうなずき続けるしかない。

「すべてを与えられていた、って感じだったな。本当に楽しかった」

　ぽつり、と呟くと、そこに霧間が一言、

「……〝パンドラ〟か」

　と言った。

　意味がわからなかったので、俺は彼女に視線を向けたが、霧間は、

「いや、なんでもない」

　と首を振った。

　七音はその間にも、まだ喋っている。

「──ホントにそうだったわ……あのときも、あの〝血の匂い〟のときも、あたしたちは──」
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　それのはじまりは、やっぱりその後の色々のことと同じようにカラオケボックスの中でだった。

「……暗くて静かで、長くて遠い」

　と三都雄くんが訳のわからないことを言いだしたのだ。

「なによそれ？　ぜんぜんわかんないわよ、そんなんじゃ」

　とあたしはもうこの段階でさえ何度も何度も言っていた言葉をまた使っていた。その日は、あたしの予知した〝血の匂い〟のことをみんなで探ろうということになっていた。

「だってそーなんだから仕方ねーだろ」

　三都雄くんはふてくされたように言う。

「まあまあ、みんなで考えようよ」

　むくれた三都雄くんを、天色くんがとりなした。

「トンネル、かな？」

　希美ちゃんがぽつり、と言った。

「そんな感じあるわね」

　と言いながら彼女はさっさっとスケッチブックの上で手を動かして、トンネルをいろいろと描いてみてくれる。

「こんなものかしら」

「うーん、もっとでかい気がするな」

「でかいトンネル、ねえ」

　神元くんが持参の地図を広げてあれこれ見た。

「そんなにないぞ、トンネルって。もっと似たようなもので、かつ違うものなんじゃないか？」

「地下鉄とかで」

　香純くんが口を挟む。この二人は、なんか今回は〝うまくいかない〟とか言って全然能力が使えないらしい。まあ、そういうこともある。

「人がいないんだろ。夜中の地下鉄にゃ人は少ないぜ」

「なるほど──しかし静か、ってのがずれるぞ」

「うーん。そうか──いやいや待て、待てよ。そうか、なんで俺の〈イントゥ・アイズ〉が全然出ないかってえと、つまりそれは人がいないからなんじゃないか？　誰とも会わないんだぜ、そヽのヽこヽとヽだと」

「ああ、なるほど。それで僕のもないわけだ……誰かの言葉、ってのが引っかかってこないんだな」

「それは関係ないでしょ。私たちの誰かの言葉でもいいんだから。功志はすぐに自分の不調を他のせいにするのよね」

　希美ちゃんがクールに突っ込みを入れた。神元くんは「む」と一瞬顔をしかめた。

「まあまあ、いいじゃないですか」

　また天色くんがとりなす。

　あたしは横で笑っていた。するとそこで香純くんに、

「七音もちょっとは考えろよ。おまえの言ったことなんだぞ」

　とか言われた。でもおかしいので、やっぱり笑ってしまう。

　すると、つられたのか三都雄くんまでくすくす笑い始めた。人がなにかしてると彼はすぐに乗ってくる癖があって、これもそうらしかった。やがて神元くんも仏頂面ぶっちょうづらをといて、「ふふっ」と笑った。希美ちゃんもニヤリって感じで表情をくずした。天色くんはもちろん微笑んでいる。香純くんだけが、しょうがねえな、という顔で苦笑している。

「オーケイ、とにかくまとめてみよう」

　神元くんが言って、あたしたちは席に座り直した。

　………というわけで、やがてあたしたちは「ここしかない」ってわけで開発途中の地下街に的を絞って、そして翌日みんなでそこにごそごそと潜り込んでいった。

　しかし行けども行けども、何にもない。この前のように大金の入ったバッグはおろか、ネズミ一匹とも出会わない。

「どーなってんだよ、これ？」

　三都雄くんがぼやいた。

「おまえが予知したんだぞ？」

　神元くんでさえ、どっかピリピリした口調で言った。

　そのうちに迷ってしまった。用心はしてたんだけど、やっぱりそうなってしまった。そうなったらもう探検どころじゃないってんで、あたしたちはとにかく出口を求めてさまよった。でも雑草が茂って道を塞ふさいでいるところがあったりしてますます探検ぼくなっていった。むき出で錆さびてる鉄骨の隙間を抜けるようなすごく悪い道を通ったり、海水が染み込んできていて、上からぽたぽたと垂れてくる怖いところも歩いた。

　結局、出るだけで四時間もかかってしまい、外に出られたときにはみんなへとへとになっていた。

「あー、なんだったんだよ、今回は！」

　香純くんが原っぱに大の字になって大声を上げた。

「もう、二度とごめんだわ……」

　希美ちゃんも地面にへたりこんでいる。

「で、でも結構──おもしろかったじゃないか」

　神元くんがヤケクソ、という感じで喚いた。

「あはは、ほんとほんと！」

　三都雄くんが陽気に言った。

「誰のせいだと思ってんのよ！」

　あたしも大声を出した。

「あー、お風呂入りたいわ……」

　希美ちゃんが身体を見まわしていった。

「すっかりドロドロだわ」

「そうよね、変なにおいもするし──」

　とあたしは自分の肩に鼻を近づけてくんくんさせた。

　そこで「あーっ！」と大声を上げてしまった。

「な、なんだよ？」

「どうしたんだ？」

　みんなが訊いてきた。でもあたしは口をぱくぱくさせるだけで言葉にならない。

「こ、こここ──これだわ、この匂い……」

「え？」

「なにい？」

　みんなも自分を嗅かいでみる。そして目をしばたいた。

「……確かに錆さびの鉄っぽい匂いと、海水の磯臭さと、それに雑草の青臭い匂いがするが──おい、まさか七音」

　香純くんがこっちを睨むような目で見た。

「あ、あはは。その──」

「これが血の匂いってわけかあ？　なんかそー言われればそんな気もするけど──」

　三都雄くんが首をひねっている。

「確かに……みんな同じ匂いにはなりましたね」

　天色くんが笑いながら言った。

「まったくだな……」

　神元くんも苦笑いした。

「ご、ごめんみんな」

　とあたしがあやまると、一番疲れているはずの希美ちゃんが、

「──ま、こーゆーこともあるって訳よ。いいんじゃない？　新しいことに失敗はつきものよ」

　とクールに言った。

「そうだな。気にすんなよ、七音」

　神元くんもうなずく。

「しかたねえな、まったく！」

　香純くんが大声で笑い出した。

「俺たち、あとどんくらいこーゆー間抜けやるのかね、ほんと！」

「ずーっと終わらなかったりしてね」

　希美ちゃんも笑いながら言った。

　神元くんと天色くんも笑いだし、三都雄くんは「そーかな？　そんなに失敗するかな？」とまた首をひねっている。

　あたしはなんだか、妙に泣けてきた。それをごまかすために、あたしも笑いはじめた。

「そうね、いつまでもやってるかもね！　ちっとも懲こりないでさ──ずーっと、ずーっと未来になっても、どんなことを予知しても、ずーっと…………」

　空は、そんな脳天気なあたしたちにつきあってくれているかのように、じめじめした地下とはうってかわって、からっと底が抜けるような上天気だった。




　　　　　　　＊




　……あたしと香純くん、そしてキトちゃんと霧間さんが外に出てきたら、空だけはあのときと同じきれいな青空だった。

「…………」

　あたしは何も言えず、ただ押し黙っていた。

　香純くんも同じように、あたしの横で厳しい顔をしている。

　霜間さんは携帯電話で、どこかに連絡を取っている。その背中におぶさっているキトちゃんは眠ってしまっていた。無理もない。きっと精根尽き果てたのだろう。

「……うん、そう。大丈夫──え？　もう動いてるの？　──そうか、わかった。……うん、あんたも気をつけなさいよ、健太郎。……うん、例の場所で。それじゃ」

　彼女は電話を切って、あたしたちの方に向き直った。

「警察がもう動いているらしい。あんたたちは今後一切、これまで行動してた場所とかには近づかない方がいい。使ってた道具ポケベルとか、そういうものは手放した方が無難だ」

　彼女はこういうことに慣れているようで、てきぱきと指示してくれる。

「ああ、わかった」

　香純くんがうなずいた。

「それで、アテとかある？　これから」

「なんとかするさ。そっちこそ気をつけろよ」

「うん。お互いにね。それじゃ七音さんもしっかりな」

「うん……」

　あたしは眠っているキトちゃんの頬に軽く触った。そして小さな声で言う。

「さようなら」

　霧間さんは、ベルトを肩から通してキトちゃんを背中に固定すると、乗ってきたバイクにまたがって走り去っていった。見送っていると、その姿はあっというまに小さくなって、そして見えなくなった。

「さて……俺たちはどうしようか」

　香純くんがため息をついて言った。

「──香純くん」

　あたしは、気がついたら話しかけていた。

「あたし、嘘ついてた」

「え？」

「あたし、家出してるの。学校にも行ってないし、いつもそのへんで適当に寝てたの」

　つっかえつっかえ、あたしはそれまで隠していたことを全部、香純くんに話していた。なんでなのかわからなかった。でも話さずにはいられない気がしていたのだ。

「──そうか」

　香純くんはそれだけを言った。

「ごめんなさい、嘘ついてて。最低よね、あたし」

「……それで、これからどうするんだ？」

「とりあえず、家と学校に帰ってみるわ。どうなってるかわからないけど……親とうまくは行かないと思うけど……でも、ちゃんと話してみる。それでホントに縁切りになったら、それはそれでいいし。学校もやめることになるなら、ちゃんとやめてくるわ」

　あたしは深く考えもせずに、そんなことを言っていた。

　香純くんは何も言わない。

「あはは、そんなうまい具合に、きれいにはいかないかな」

　あたしが無理矢理笑うと、香純くんはかすかに微笑んで、そして言った。

「……おまえはえらいよ。ほんとに」

　その言葉はとても温かく、心からのものだった。

　あたしはそんなことを言われるとは思わなかったので、どぎまぎした。

「俺も、おまえを見習わなきゃな」

「な、何言ってんのよ──バカじゃないの。あたしなんか、あたしなんかさ……」

　言葉にならないで、あたしは唇をわななかせた。

　でも香純くんはそんなあたしを優しい目で見つめるだけだ。

　彼の眼に、あたしが映っている。

「俺の眼に、おまえが映ってるかな？」

　香純くんが訊いてきた。あたしはうなずく。

「だったら、そいつは未来の光景だ。また俺とおまえは出くわすことになるんだぜ、きっと」

　彼はとぼけた口調で言った。

　あたしは泣きそうになったが、しかしここではやっぱり、

「じゃあ、あんたはどんな匂いがするの？」

　と言わなくてはならない。

「血の匂いだな、やっぱり。おまえと同じで」

　彼は右眉を上げて言う。

「じゃあそいつは未来を暗示する香りよ。あんたとあたしは、やっぱりどっかで、また道端みちばたとかでぶつかることになるんだわ」

　あたしは人差し指を立てて、女教師みたいなエラそうな態度できっぱりと言った。

　そして二人して笑った。

　その笑いは、前にしていたような底なしの陽気さはなかったけど、でもやっぱり──やっぱりかけがえのない温もりのある、そういう笑いだった。

「──それじゃあね！」

「──おう！」

　あたしたちは大声で言って、腕を上げて、そして互いの手を思いっきりひっぱたいて打ち鳴らした。

　ぱあん、という景気のいい音が蒼く遠い空に響いて、そしてその下であたしたちは見事に、立派に、はっきりと別れていった。




"Does anybody really know what time it is?" closed.










　　あとがき──いったい現実を把握している者はいるだろうか？



　……というよくわからない長い題は本作の英字タイトルの和訳で、かつシカゴ・トランジット・オーソリティというバンドの曲の題であるが、まあそんなことはどうでもよろしい。




　さて、あなたは「生まれて来るんじゃなかった」とか思ったことはないだろうか？　あるいは「生きてきたけどあんましいいことってなかったよなあ」とか思ったことは？　また上遠野はそーゆーこじゃれたことを……とうんざりしているだろうが、まあ聞いてください。はっきりと言ってしまうが、たとえあなたが今三歳児だろうが八十八歳の老人だろうが関係なく、あなたはもう何度も「このために生まれてきたと思ってもいいな」というだけの喜びに出会っている。必ず出会っている。ただあなたはそれを忘れてしまっているだけだ。




　さて、あなたは親しい人間とケンカ別れになってしまって、それっきりになってしまっていることはあるだろうか？　いや特別に仲がよかったとか、長いことつきあっていたとかいうところまで行かなかった相手でもいい。「もっと何とかなったかもな」と時にふっと思ってみたりする相手、そういう人はいないだろうか？　いない、と断言したあなた、あなたのことは私は別に何とも思わない。しかし「いるいる」「あるある」と思ったあなた、──今からでも遅くない。どうしてその相手に「どうにかなんない？」と訊いてみないのか？　いや、もう手の届かないところにいるというのなら（まあ、ほとんどがそうだろうけど）何故、近くにいるヤツとはせめて同じ失敗をしないようにしよう、とか思わないのか？　あなたはあのときの別れの切なさや気まずくていたたまれなくなった気持ちをもう忘れてしまったというのだろうか？




　……忘れてんだよなァ、みんな……。あーあ、そうです。こんな文章書いてるけど、オレ自身ももーいっくらでも忘れてんもんなァ、ホント。「えーと、あのときのアイツ、あの予備校で一回だけ席が隣になって講義の間中ずっとひそひそ話し込んでたアイツ、なんて名前だったっけ？　訊いたはずなんだけどなあ……なんつったかなァ……」なんてことばっかりで、しかしあんときは妙に楽しかったよなあ、なんてことはぼんやりとだけど残ったりしている。そして、ひょっとすると生まれてきただけのことはあった、とか思える喜びというのは、実はそーゆー一見つまんないようなこと、ささやかもいいところですぐに忘れ去ってしまってもおかしくないようなところ、そういうところにあるのではないか？　何も運命的な出会いの果てに衝撃的な恋愛に落ちて怒涛どどうの幸福が押し寄せてくるとかしなくても、いや、そういうことなんかよりも「あれってさ、あーじゃん？」「そーそー、そーだよな！」とかいったごくごく小さな同意とか、笑ってうなずきあうことができたあんときとか、そーゆーものこそが〝理由〟なのかも知れないとか、そう思いませんか？　生まれてきた意味ってヤツは？　それだけでいいし、それだからこそ、とかさ、ねえ？




　……もしもあなたがそういうことを忘れてしまったというのなら、しかたがない、これからあらためてやるしかないでしょう。もしもあなたがまだ本当にそういうことに出会っていないのだとすれば、しかたがない、やっぱりそこでは黒帽子を被かぶったあの変人の言葉を引用するしかあるまい。




「それは、君たちの仕事だ」と──。




（とか言ってるくせに、なんでおまえ自身は周囲とあーも揉め事ばっかし起こしてんだよ？）

（まあいいじゃん）

（──いいや、やっぱしよくねえっつーの）
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